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町 民 憲 章
（昭和40年 7月1日制定）

わたしたちは、朝夕気高い武佐岳を仰ぎ、標津川の流れとともにひらけゆく

中標津の町民です。

　はてしない緑の原に、先人のきびしい開拓のあとをしのび、その心をうけて、

みんなの力で明るい豊かなまちをつくるために、この憲章をさだめます。

町の木・白樺

1　からだをきたえ　しあわせな家庭にしましょう

1　誇りをもって働き　豊かなまちにしましょう

1　きまりを守り　明るいまちにしましょう

1　自然を愛し　美しいまちにしましょう

1　教養を高め　よりよい文化を育てましょう

↑町の木・白
しら

樺
かば

町 民 憲 章
（昭和４０年7月1日制定）

わたしたちは、朝夕気高い武佐岳を仰ぎ、標津川の流れとともにひらけゆく

中標津の町民です。

はてしない緑の原に、先人のきびしい開拓のあとをしのび、その心をうけて、
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１　教養を高め　よりよい文化を育てましょう
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１　教養を高め　よりよい文化を育てましょう
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もっと知りたい みんなのまち1

　わたしたちがすむまちは、
いったいどんなところなの
かな？

わたしたちのまちはどんなまち1

　わたしたちは、自
じ

分
ぶん

たちのまちのことを、
どれくらい知っている
だろう。

？まちをしょうかいし合おう
　わたしたちは、自

じ
分
ぶん

たちのすむ中
なか

標
しべ

津
つ

町
ちょう

について、学
がく

習
しゅう

することになりま

した。

　中
なか

標
しべ

津
つ

町
ちょう

といっても広いので、まず、

自
じ

分
ぶん

たちの校
こう

区
く

から調
しら

べることにしま

した。

↑中
なか

標
しべ

津
つ

町
ちょう

運
うん

動
どう

公
こう

園
えん

↑カントリーサイン

↑中
なか

標
しべ

津
つ

空
く う こ う

港発
は っ

着
ちゃく

↑中
なか

標
しべ

津
つ

町
ちょう

運
うん

動
どう

公
こう

園
えん

↑役
やく

場
ば

の屋
おく

上
じょう

から見た市
し

街
がい

地
ち



2

もっと知りたい　みんなのまち1

　高いところから見る
と、まちのようすはど
のようになっているだ
ろう。

？

↑東
ひがし

小
しょう

の屋
おく

上
じょう

から見た市
し

街
がい

地
ち

まちを見わたそう
　学

がっ
校
こう

のまわりのようすを知るために、

中
なか

標
しべ

津
つ

東
ひがし

小
しょう

学
がっ

校
こう

の屋
おく

上
じょう

にのぼりました。

中
なか

標
しべ

津
つ

東
ひがし

小
しょう

学
がっ

校
こう

は、高いところにたって

いるため、 まちのようすがよくわかりま

す。

　はじめに北のほうを見てみます。遠く

に、役
やく

場
ば

や消
しょう

防
ぼう

署
しょ

が見えます。少し手
て

前
まえ

には乳
にゅう

製
せい

品
ひん

を作る工
こう

場
じょう

があります。この

工
こう

場
じょう

には、毎
まい

日
にち

たくさんのタンクロー

リーが農
のう

家
か

から牛
ぎゅう

乳
にゅう

を運
はこ

んできます。手
て

前
まえ

には、東７条
じょう

公
こう

園
えん

や中
なか

標
しべ

津
つ

町
ちょう

児
じ

童
どう

セン

ター「みらいる」も見えます。はるか

むこうには、標
しべ

津
つ

岳
だけ

・斜
しゃ

里
り

岳
だけ

・開
かい

陽
よう

台
だい

・

武
む さ

佐岳
だけ

・羅
ら

臼
うす

岳
だけ

など、いくつもの山
やま

々
やま

が

続
つづ

いています。



3

　東のほうには、住
じゅう

宅
たく

街
がい

や洋
よう

服
ふく

店
てん

、靴
くつ

屋
や

などのお店が見えます。さらに東の

ほうにいくと、薬
くすり

屋
や

、自
じ

動
どう

車
しゃ

整
せい

備
び

工
こう

場
じょう

などがならんでいます。

　西のほうには、町
まち

並
な

みが見えます。遠くには緑
みどり

の木
き

々
ぎ

がおいしげり、森
しん

林
りん

公
こう

園
えん

となっています。さらに西にいくと、中
なか

標
しべ

津
つ

小
しょう

学
がっ

校
こう

があります。

南のほうには、住
じゅう

宅
たく

街
がい

が広がり、さらにそのお

くには、広い道
どう

路
ろ

が通っ

ています。広い道
どう

路
ろ

ぞい

には、大
おお

型
がた

店
てん

や複
ふく

合
ごう

商
しょう

業
ぎょう

施
し

設
せつ

があります。

中
なか

標
しべ

津
つ

町
ちょう

は、市
し

街
がい

には

たくさんの住
じゅう

宅
たく

やお店、

様
さまざま

々な工
こう

場
じょう

などがたちな

らんでいることがわかりました。また、市
し

街
がい

からはなれると、緑
みどり

が多く広がっ

ていることがわかりました。

↑東のほうの市
し

街
がい

↑南のほうの市
し

街
がい
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もっと知りたい　みんなのまち1

　まちたんけんをして
調
しら

べたことをまとめる
には、どうすればよい
だろう。

？絵
え
地
ち
図
ず
を作ろう

　わたしたちは、たんけんした学
がっ

校
こう

のま

わりのようすを、 地
ち

図
ず

にまとめることに

しました。先
せん

生
せい

が、絵
え

地
ち

図
ず

の作り方を

教えてくださいました。わたしたちは、

調
しら

べてきたことを、絵
え

地
ち

図
ず

にかきはじめました。 　

　すると、先
せん

生
せい

が、おもな地
ち

図
ず

記
き

号
ごう

や八
はち

方
ほう

位
い

も教えてくださったので、それ

も使
つか

ってかくことにしました。

おもな地
ち
図
ず
記
き
号
ごう

八
はち
方
ほう
位
い

絵
え
地
ち
図
ず
の作り方

① たんけんした道をたしかめて、かく。

② 絵
え

地
ち

図
ず

に使
つか

う記
き

号
ごう

を決
き

め、場
ば

所
しょ

をた

しかめながらかく。

③ 町のようすのちがいを色でぬり分け

る。

 　例
れい

 ・１けん家の多い所
ところ

 → 赤

 ・店の多い所 → 青

 ・公
こう

園
えん

 → 緑
みどり

  など

④ たんけんで発
はっ

見
けん

したことや、しょう

かいしたいことをふき出しの形の紙

に書いてはる。

⑤とってきた写
しゃ

真
しん

もはる。

役
やく

場
ば

学
がっ

校
こう

工
こう

場
じょう

郵
ゆう

便
びん

局
きょく

橋
はし

交
こう

番
ばん

寺

消
しょう

防
ぼう

署
しょ

北

南

北西

西 東

北東

南西
なん とうなん せい

ほく とうほく せい

南東

八
はち

方
ほう

位
い

を使
つか

えば、東
とう

西
ざい

南
なん

北
ぼく

の四
し

方
ほう

位
い

よりも、正
せい

確
かく

に方
ほう

位
い

を表
あらわ

すことがで
きます。
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　まとめた絵
え

地
ち

図
ず

から、
どんなことが読み取

と
れ

るだろう。

？

絵
え
地
ち
図
ず
を見ながら考えよう

　わたしたちは、できあがった絵
え

地
ち

図
ず

を見ながら、みんなで市
し

街
がい

のようすや

絵
え

地
ち

図
ず

づくりの感
かん

想
そう

などを話し合いました。

調
しら

べられなかったところは、人に聞いたり、町の地
ち ず

図やパンフレットなど

を参
さん

考
こう

にしたりしました。

町の地
ち ず
図やパンフレット

　絵
え

地
ち

図
ず

に地
ち

図
ず

記
き

号
ごう

を使
つか

っ
たり、色

いろ
分
わ

け
をしたりする
と、町のよう
すがわかりや
すいね。

　他
ほか

の地
ち

区
く

に
は、どんな特

とく

ちょうがある
のかな。
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もっと知りたい　みんなのまち1

わたしたちの町のようす2

　町のようすを空から
見ると、どんなことに
気づくだろう。

？

　副
ふく

読
どく

本
ほん

「私
わたし

たちの町　中
なか

標
しべ

津
つ

」の航
こう

空
くう

写
しゃ

真
しん

のページを
見てみよう。

　広い道
どう

路
ろ

や細い道
どう

路
ろ

、いろいろな道
どう

路
ろ

があるね。

　わたしたちの町は、自
し

然
ぜん

が多いね。

　わたしたちの校
こう

区
く

のほかは、
どうなっているのだろう。

　ぼくたちの住
す

んでいる町は、とても
広いみたいだね。どこまで広がってい
るんだろう。

校
こう
区
く
から町へ、広げよう

　自
じ

分
ぶん

たちの住
す

んでいる校
こう

区
く

のようす

を調
しら

べて、色
いろ

々
いろ

なことがわかったので、

調
しら

べるはんいを広げたくなりました。

　そこで、自
じ

分
ぶん

たちの町を空からさつ

えいした写
しゃ

真
しん

を見て、気づいたことや

感
かん

じたことを話し合いました。
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根室市

中標津町

標津町標津町

羅臼町羅臼町
らら うすうすちょうちょう

しべしべ

なかなか

べつべつかいかいちょうちょう

ねね むろむろ しし

しべしべ ちょうちょうつつ

つつ ちょうちょう

別海町別海町

　校
こう

区
く

より広い、町の
ようすについて調

しら
べる

ためには、どうすれば
よいだろう。

？

わたしたちの町を調
しら
べよう

　町の全
ぜん

体
たい

の地
ち

図
ず

を見ながら、町の広さや形をたしかめました。

町のようすを調
しら
べる計

けい
画
かく
の立て方

①くわしく調
しら

べたい場
ば

所
しょ

はどこか、話し合う。

②調
しら

べたい場
ば

所
しょ

やテーマごとに、グループをつくる。

   （住
じゅう

宅
たく

地
ち

・川が流
なが

れているところ・畑
はたけ

・道
ど う ろ

路が通っているところなど）

③どのように調
しら

べるか、話し合って決
き

める。

    （地
ち

図
ず

や写
しゃ

真
しん

を見る・図
と

書
しょ

館
かん

で本を探
さが

す・知り合いの人に聞く・インター

ネットを使
つか

うなど）

　地
ち

図
ず

の上にうすい紙を重
かさ

ねて、町の形をなぞってみ
よう。

　目をかきこむと魚
のように見えるよ。

　動
どうぶつ

物のようにも
見えない？
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もっと知りたい　みんなのまち1

　わたしたちの町の土
と

地
ち

のようすは、どのよ
うになっているのだろ
う。

？

↑標
しべ

津
つ

川
がわ

↑武
む さ

佐岳
だけ

中
なか
標
しべ
津
つ
町
ちょう
の土

と
地
ち
のようす

　わたしたちは、地
ち

図
ず

を見ながら、町
まち

全
ぜん

体
たい

のようすを調
しら

べることにしまし

た。

　中
なか

標
しべ

津
つ

町
ちょう

は、北
ほっ

海
かい

道
どう

の東
とう

部
ぶ

にありま

す。中
なか

標
しべ

津
つ

町
ちょう

の北
きた

側
がわ

は丘
きゅう

陵
りょう

地
ち

（少し高いところ）で、南
みなみ

側
がわ

にむかっておだや

かにけいしゃし、へいたんな原
げん

野
や

がひろがっています。町の中を、西の方か

ら東の方にむかって、標
しべ

津
つ

川
がわ

という大きな川が流
なが

れています。

　市
し

街
がい

地
ち

を中
ちゅう

心
しん

に、西に計
け

根
ね

別
べつ

地
ち

区
く

、北
ほく

西
せい

に養
よう

老
ろう

牛
うし

地
ち

区
く

・西
にし

竹
たけ

地
ち

区
く

・若
わか

竹
たけ

地
ち

区
く

、北に開
かい

陽
よう

地
ち

区
く

、北
ほく

東
とう

に武
む

佐
さ

地
ち

区
く

、東に俵
たわら

橋
ばし

地
ち

区
く

、南に協
きょう

和
わ

地
ち

区
く

・豊
とよ

岡
おか

地
ち

区
く

があります。
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↑放
ほう

牧
ぼく

されている牛

↑牧
ぼく

草
そう

地
ち

↑畑
はたけ

　中
なか

標
しべ

津
つ

町
ちょう

は酪
らく

農
のう

業
ぎょう

がさかんな町で、土
と

地
ち

の多くが牧
ぼく

草
そう

地
ち

として利
り

用
よう

され、

乳
にゅう

牛
ぎゅう

が約
やく

43,000 頭飼
し

育
いく

されています。また、畑
はた

作
さく

農
のう

業
ぎょう

もさかんで、じゃ

がいもやビート、大
だい

根
こん

、ブロッコリーなどが作られています。町の中
ちゅう

心
しん

地
ち

は、

公
こう

共
きょう

施
し

設
せつ

や大
おお

型
がた

の商
しょう

店
てん

などが集
あつ

まり、根
ね

室
むろ

管
かん

内
ない

（※）の経
けい

済
ざい

・文
ぶん

化
か

の中
ちゅう

心
しん

地
ち

と

なっています。
※ 「地

ち
域
いき

」のことを「管
かん

内
ない

」ともいいます。根
ね

室
むろ

管
かん

内
ない

には、根
ね

室
むろ

市
し

・別
べつ

海
かい

町
ちょう

・中
なか

標
しべ

津
つ

町
ちょう

・
標
しべ

津
つ

町
ちょう

・羅
ら

臼
うす

町
ちょう

の１市４町があります。
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もっと知りたい　みんなのまち1

↑バイパス通り↑東
とうけい

経 145 度
ど

地
ち

点
てん

に設
せっ

置
ち

されたモニュメント

↑中
なか

標
しべ

津
つ

空
くう

港
こう

　道
どう

路
ろ

は、道
どう

道
どう

774 号
ごう

線
せん

が町の中を通っていて、国
こく

道
どう

272 号
ごう

線
せん

を通じて

釧
くし

路
ろ

や標
しべ

津
つ

へと続
つづ

いています。また、1993（平
へい

成
せい

５）年にはバイパスが完
かん

成
せい

し、生
せい

活
かつ

に重
じゅう

要
よう

な道
どう

路
ろ

となっています。

　かつては、鉄
てつ

道
どう

が通っていましたが、1989（平
へい

成
せい

元）年に廃
はい

止
し

され、現
げん

在
ざい

ではバスが運
うん

行
こう

されています。バスは、中
なか

標
しべ

津
つ

と、釧
くし

路
ろ

・標
しべ

茶
ちゃ

・羅
ら

臼
うす

・標
しべ

津
つ

・根
ね

室
むろ

・厚
あっ

床
とこ

・別
べつ

海
かい

を結
むす

んでいます。

　市
し

街
がい

から少しはなれたところには、中
なか

標
しべ

津
つ

空
くう

港
こう

があります。札
さっ

幌
ぽろ

（新
しん

千
ち

歳
とせ

空
くう

港
こう

）との間を１日３便
びん

、札
さっ

幌
ぽろ

（丘
おかだま

珠空
くう

港
こう

）との間を１日 2 便
びん

、東
とう

京
きょう

（羽
はね

田
だ

空
くう

港
こう

）との間を１日１便
びん

運
うん

航
こう

しています。

https://www.nakashibetsu-airport.jp/
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市
し
街
がい
地
ち
のようす

　市
し

街
がい

には、人
ひと

々
びと

の生
せい

活
かつ

を高めるため

の、いろいろな施
し

設
せつ

があります。

小
しょう

学
がっ

校
こう

では、中
なか

標
しべ

津
つ

小
しょう

学
がっ

校
こう

・中
なか

標
しべ

津
つ

東
ひがし

小
しょう

学
がっ

校
こう

・丸
まる

山
やま

小
しょう

学
がっ

校
こう

があります。中
ちゅう

学
がっ

校
こう

では、中
なか

標
しべ

津
つ

中
ちゅう

学
がっ

校
こう

と広
こう

陵
りょう

中
ちゅう

学
がっ

校
こう

があります。ほかに、中
なか

標
しべ

津
つ

高
こう

校
こう

や、

中
なか

標
しべ

津
つ

支
し

援
えん

学
がっ

校
こう

もあります。そして、児
じ

童
どう

館
かん

が市
し

街
がい

に２つと児
じ

童
どう

センター

（みらいる）があり、放
ほう

課
か

後
ご

などに、多くの子どもたちが利
り

用
よう

しています。

　また、たくさんの人
ひと

々
びと

が利
り

用
よう

する施
し

設
せつ

では、総
そう

合
ごう

文
ぶん

化
か

会
かい

館
かん

（しるべっと）や、

総
そう

合
ごう

福
ふく

祉
し

センター（プラット）などがあります。

　しるべっとの中には、図
と

書
しょ

館
かん

も入っていて、約
やく

10 万
まん

冊
さつ

の本があり、毎
まい

日
にち

たくさんの人
ひと

々
びと

がおとずれます。

　また、町
ちょう

民
み ん

の歴
れき

史
し

や昔
むかし

の生
せい

活
かつ

などを知ることができる、伝
でん

成
せい

館
かん

や郷
きょう

土
ど

館
かん

な

どの施
し

設
せつ

もあります。

↑総
そう

合
ごう

文
ぶん

化
か

会
かい

館
かん

（しるべっと）

　市
し

街
がい

地
ち

のようすは、
どのようになっている
のだろう。

？

https://www.nakashibetsu.jp/kurashi/kosodate_fukushi/kosodate/mirairu_jidokan/mirairu/
https://www.nakashibetsu.jp/kurashi/kosodate_fukushi/kosodate/mirairu_jidokan/mirairu/
https://www.nakashibetsu.jp/shisetsu_koutsu/shisetsu/fukushi_iryou/plat/
http://www.zncs.or.jp/pc.html
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もっと知りたい　みんなのまち1

　運
うん

動
どう

するための施
し

設
せつ

として、総
そう

合
ごう

体
たい

育
いく

館
かん

（330°アリーナ）、温
おん

水
すい

プールや

運
うん

動
どう

公
こう

園
えん

などがあります。また、丸
まる

山
やま

公
こう

園
えん

や緑
みどり

ヶ
が

丘
おか

森
しん

林
りん

公
こう

園
えん

など、公
こう

園
えん

もい

くつかあり、たくさんの人
ひと

々
びと

がおとずれています。中でも、道
どう

立
りつ

ゆめの森
もり

公
こう

園
えん

は、広い敷
しき

地
ち

に様
さまざま

々な遊
ゆう

具
ぐ

があり、週
しゅう

末
まつ

には多くの家ぞくづれでにぎわい

ます。

　人
ひと

々
びと

の生
せい

活
かつ

を豊
ゆた

かにし、健
けん

康
こう

で安
あん

全
ぜん

な生
せい

活
かつ

を守
まも

るための施
し

設
せつ

としては、役
やく

場
ば

や町
ちょう

立
りつ

病
びょう

院
いん

、警
けい

察
さつ

署
しょ

、消
しょう

防
ぼう

署
しょ

などがあります。

　また、中
なか

標
しべ

津
つ

空
くう

港
こう

や交
こう

通
つう

センター（バスターミナル）があり、ほかの地
ち

域
いき

へ移
い

動
どう

するのにたいへん便
べん

利
り

です。大きなスーパーマーケットや、複
ふく

合
ごう

商
しょう

業
ぎょう

施
し

設
せつ

もあり、ほかの町から買い物
もの

に来る人もたくさんいます。

　さらに、市
し

街
がい

には、温
おん

泉
せん

がいくつもあります。これは、中
なか

標
しべ

津
つ

の大きな特
とく

ちょうといえます。

　
　
　
　

↑ゆめの森
もり

公
こう

園
えん

↑中
なか

標
しべ

津
つ

町
ちょう

役
やく

場
ば

http://www.zncs.or.jp/gym/taiikukan.html
http://www.yumemori.jp/
https://www.nakashibetsu.jp/
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武
む
佐
さ
地
ち
区
く
のようす

　武
む

佐
さ

には、ハリストス正
せい

教
きょう

会
かい

が

あります。また、武
む

佐
さ

岳
だけ

の登
と

山
ざん

口
ぐち

もあり、毎
まいとし

年多くの人が登
と

山
ざん

を楽

しんでいます。

　開
かい

陽
よう

には、地
ち

平
へい

線
せん

をぐるりと見

わたせる開
かい

陽
よう

台
だい

があり、たくさん

の観
かん

光
こう

客
きゃく

がおとずれます。

　俵
たわら

橋
ばし

は、中
なか

標
しべ

津
つ

町
ちょう

で最
さい

初
しょ

に開
かい

た

くされた地
ち

域
いき

で、当
とう

時
じ

の俵
たわら

橋
ばし

小
しょう

学
がっ

校
こう

は町
ちょう

内
ない

で、もっとも歴
れき

史
し

のある

学
がっ

校
こう

でしたが、令
れい

和
わ

２年に閉
へい

校
こう

と

なりました。

↑開
かい

陽
よう

台
だい

「幸
しあわ

せの鐘
かね

」

　武
む

佐
さ

地
ち

区
く

のようすは、
どのようになっている
のだろう。

？

↑武
む

佐
さ

岳
だけ

登
と

山
ざん

道
どう

入
い

り口
ぐち

↑ハリストス正
せい

教
きょう

会
かい

https://www.nakashibetsu.jp/kankou/kankou_jouhou/kaiyoudai/
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もっと知りたい　みんなのまち1

計
け
根
ね
別
べつ
地
ち
区
く
のようす

　計
け

根
ね

別
べつ

幼
よう

稚
ち

園
えん

・計
け

根
ね

別
べつ

学
がく

園
えん

・中
なか

標
しべ

津
つ

農
のう

業
ぎょう

高
こう

校
こう

があります。

　計
け

根
ね

別
べつ

は、中
なか

標
しべ

津
つ

で二番目に大きな

市
し

街
がい

地
ち

があって、道
どう

道
どう

13 号
ごう

線
せん

ぞいに

は商
しょう

店
てん

がたちならんでいます。

　計
け

根
ね

別
べつ

から少しはなれたところには、養
よう

老
ろう

牛
うし

温
おん

泉
せん

があります。

　シマフクロウも姿
すがた

をあらわす、自
し

然
ぜん

にめぐまれた温
おん

泉
せん

地
ち

で、たくさんの

人
ひと

々
びと

がおとずれます。

　計
け

根
ね

別
べつ

地
ち

区
く

のようす
は、どのようになって
いるのだろう。

？

↑中
なか

標
しべ

津
つ

農
のう

業
ぎょう

高
こう

校
こう

↑モアン山

↑養
よう

老
ろう

牛
うし

温
おん

泉
せん

街
がい
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土
と
地
ち
のようすをまとめよう

　調
しら

べたことをもとにして、町の土
と

地
ち

のようすを、みんなで地
ち

図
ず

にまとめる

ことにしました。

　町の土
と

地
ち

の使
つか

われ方
は、どのようになって
いるのだろう。

？

土
と
地
ち
のようすのまとめ方

① 地
ち

図
ず

をなぞって、町の形を紙にかく。町
ちょう

内
ない

のおもな川や道
どう

路
ろ

もかんたん

にかく。または、白
はく

地
ち

図
ず

を用
よう

意
い

してもよい。

② 用
よう

意
い

した地
ち

図
ず

に、それぞれ調
しら

べた場
ば

所
しょ

のようすをかき表
あらわ

す。同じような

ようすごとに、色
いろ

分
わ

けするとわかりやすい。

　わたしたちの町は、平
へい

地
ち

が
多いのね。

　同じ町でも、場
ば

所
しょ

によって
ちがいがあるんだね。

平地
へい ち

さん ち

さん ち

山地

山地
川
主な道路

市街地（店や住宅の多い所）
し

おも どう ろ

がい ち じゅう ところたく
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メ　モ
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わたしたちの買い物
も の2

　どんな店で何を買っ
ていたかな？

？買い物
もの
調
しら
べをしよう

　家の人たちは、ふだん、どんな店で、

何を買っているのでしょうか。わたし

たちは、最
さい

近
きん

の買い物
もの

のことを思い出

しながら、 話し合いました。

↑東
とう

武
ぶ ↑あるる

↑フクハラ ↑スーパーアークス

↑コープさっぽろ ↑コンビニエンスストア（セイコーマート）

↑コンビニエンスストア（セブンイレブン） ↑コンビニエンスストア（ローソン）

http://www.kk-to-bu.co.jp/southhills/
http://www.ja-aruru.com/wp/
https://www.fukuhara-arcs.co.jp/store/detail/104193562.html?recordno=230
https://www.fukuhara-arcs.co.jp/store/detail/104193574.html?recordno=236
https://www.sapporo.coop/shop/detail.html?no=77
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わたしたちの買い物
もの

2

中標津空港

道立ゆめの森公園

緑ヶ丘
森林公園

西町簡易
郵便局

丸山公園
郷土館

雪印メグミルク（株）
なかしべつ工場

西七条
簡易郵便局

北海道中標津
高等学校

北海道立総合研究機構
農業研究本部 酪農試験場

中標津病院

東九条
簡易郵便局

運動公園

末広公園

中標津警察署

丸山
小学校

中標津小学校

中標津
中学校

中標津郵便局

中標津
東小学校
中標津
東小学校

広陵中学校広陵中学校
東十二条
簡易郵便局
東十二条
簡易郵便局

中標津
町役場
中標津
町役場

中標津町総合体育館
（330ﾟアリーナ）
中標津町総合体育館
（330ﾟアリーナ）

中標津
消防署
中標津
消防署

総合文化会館
（図書館）
総合文化会館
（図書館）

中央交番中央交番

釧路地方法務局
中標津出張所
釧路地方法務局
中標津出張所

北海道中標津
支援学校
北海道中標津
支援学校

旭ヶ丘
ふれあい公園
旭ヶ丘

ふれあい公園

下水終末処理場下水終末処理場

　わたしの家は、中
なか

標
しべ

津
つ

の
スーパーマーケットで、ト
マトを買ったわ。

　それぞれの店に、よいところがあるから、店を選
えら

んで
買い物

もの
をしているのではないかな。

　お母さんは、仕
し

事
ごと

の
帰りにコンビニエンス
ストアによって、牛

ぎゅう
乳
にゅう

を買ってきたよ。

　 自
じ

動
どう

車
しゃ

で、 釧
くし

路
ろ

の 大
おおがた

型
ショッピングセンターまで
行ったわ。一

いっ
週
しゅう

間
かん

分
ぶん

の食べ
物
もの

をまとめて買ったのよ。

　同じまちに住
す

んでいるの
に、買い物

もの
をしている店がち

がうのは、なぜかしら。

https://www.nakashibetsu.jp/file/contents/5466/43595/hakuchizu.jpg
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調
し ら

べよう　物
も の

を作る仕
し

事
ご と3

　「なかしべつ」では、「パンを作る仕
し
事
ごと
」、「じゃがいもを作る仕

し
事
ごと
」、「牛

ぎゅう

乳
にゅう
を作る仕

し
事
ごと
」を取

と
り上げています。その他

ほか
にもたくさんの物

もの
を作る仕

し
事
ごと

があるので、調
しら
べてみましょう。

　運
うん
動
どう
公
こう
園
えん
の方に工

こう
場
じょう
があったけど、何を作っているの

かしら？

　たくさんの牛を見たことがあるよ。牛を育
そだ
てて、牛

ぎゅう
乳
にゅう

を作るのかな？

　中
なか
標
しべ
津
つ
で作られたものがスーパーで売って

いるのを見たことがあるよ。ほかに使
つか
われて

いるところはないのかな？

　畑
はたけ
では、たくさんの花がさいていたよ。

でも、何を作っているのかな？

　中
なか
標
しべ
津
つ
町
ちょう
では、どんなものが作られているかみんなで話し合いました。

　話し合っているうちに、みんなは自
じ
分
ぶん
たちの住

す
む中

なか
標
しべ
津
つ
町
ちょう
では、どこでど

のような物
もの
を作っているのかくわしく調

しら
べてみたくなりました。
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調
し ら

べよう　物
も の

を作る仕
し

事
ご と

3

　工
こう
場
じょう
では、ゴーダチー

ズをどのようにして
作っているのだろう。

？工
こう

場
じょう

ではたらく人
ひと

々
びと

ゴーダチーズは、どうやって作られるのかな？

ゴーダチーズを作る仕
し

事
ご と

1

雪
ゆき

印
じるし

メグミルク㈱なかしべつ工
こう

場
じょう

◆操
そう
　　業

ぎょう
：昭

しょう
和
わ
７年 10月

◆製
せい
造
ぞう
品
ひん
目
もく
：�ゴーダチーズ、さけるチーズ、
ホエイ粉

こ

◆集
しゅう
乳
にゅう
地
ち
域
いき
：中

なか
標
しべ
津
つ
、標
しべ
津
つ
、羅

ら
臼
うす
、別
べっ
海
かい

掲
けいさい
載内

ないよう
容は 2020（令

れい
和
わ
２）年７月時

じてん
点の情

じょう
報
ほう
に基

もと
づき作

さくせい
成

？

①�酪
らく
農
のう
家
か
が生

せい
産
さん
した大

たい
切
せつ
な生

せい
乳
にゅう
が、タンクローリーで毎

まい
日
にち

運
はこ
ばれてくるんだ。これがゴーダチーズの原

げん
料
りょう
になるん

だ。

②�生
せい
乳
にゅう
は、タンクローリーごとに検

けん
査
さ
されて、大きなタン

クに貯
た
められるんだ。

　�生
せい
乳
にゅう
は、パイプラインで運

はこ
ばれるから、直

ちょく
接
せつ
見えないん

だね。

https://www.meg-snow.com/
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自
じ

動
どう

化
か

されたラインで、 連
れん

続
ぞく

的
てき

にゴーダチーズは作られるんだね。

④ざっきんを取
と
って、熱

ねつ
を加

くわ
えて殺

さっ
きんするんだ。

⑤�カードメイキング：�タンクの中で、生
せい
乳
にゅう
に乳

にゅう
酸
さん
きんと酵

こう

素
そ
（レンネット）を混

ま
ぜると、とうふのように固

かた
まるんだ。

⑥�そして小さくきって、かき混
ま
ぜると、カード（固

かた
まり）

とホエイ（水
すいぶん
分）に分かれるんだ。

⑦ホエイをのぞき、カードに塩
しお
を混

ま
ぜるんだ。

③�ゴーダチーズを作るために生
せい
乳
にゅう
の成

せい
分
ぶん
（しぼう分）を調

ちょう

整
せい
するんだ。
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調
し ら

べよう　物
も の

を作る仕
し

事
ご と

3

⑧�ブロックに固
かた
めて、フィルムで真

しん
空
くう
ほうそうするんだ。

金
きん
属
ぞく
やほかのものが入っていないかも確

かくにん
認するよ。

⑨冷
れい
蔵
ぞう
庫
こ
で�1�日かけて冷

ひ
やすんだ。

⑩ダンボールにつめるんだ。

⑪トラックに乗
の
せてさぁ出

しゅっ
発
ぱつ
だ。
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　工
こう
場
じょう
では、専

せん
用
よう
のユニホームを着

き
て、手あらい、ゴミ

取
と
りをして、衛

えい
生
せい
管
かん
理
り
に気をつけているよ。使

つか
った機

き
械
かい

は毎
まいにち
日あらっているんだ。

　はたらく人がみんな、明るく、元
げん
気
き
に仕

し
事
ごと
ができるよ

うに、指
ゆび
さし確

かく
認
にん
したり、声をかけあったり、�ルールを

しっかり守
まも
ることが大

たい
切
せつ
なんだ。

　ゴーダチーズを作るためには、たくさんの水や電
でん
気
き
な

どのエネルギーを使
つか
うんだ。使

つか
うエネルギーをできるだ

け減
へ
らせるように、色

いろ
々
いろ
な工

く
夫
ふう
をして、環

かん
境
きょう
にやさしい

取
とり
組
く
みを進

すす
めているよ。

　原
げん
材
ざい
料
りょう
、製
せい
造
ぞう
とちゅう、製

せいひん
品で色

いろいろ
々な検

けん
査
さ
をして、全

すべ

て合
ごう
格
かく
していることを確

かく
認
にん
して出

しゅっ
荷
か
できるんだ。

　工
こう
場
じょう
の人たちは、ど

んなことに気を付
つ
けな

がら、ゴーダチーズを
作っているのだろう。

？はたらく人はどんなことに
気をつけているのかな

なかしべつ工
こう

場
じょう

のこだわり

衛
えい

生
せい

・品
ひん

質
しつ

へのこだわり

安
あん

全
ぜん

活
かつ

動
どう

省
しょう

エネルギー
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調
し ら

べよう　物
も の

を作る仕
し

事
ご と

3

　なかしべつゴーダチーズは、酪
らく
農
のう
家
か
のみなさんが、大

たい
切
せつ
に育

そだ
てた牛

からえられた良
りょう
質
しつ
な生

せい
乳
にゅう
からできています。お客

きゃく
様
さま
が安

あん
心
しん
して食べて

いただけるよう、日
に
本
ほん
人
じん
の好

この
みにあった、安

あんぜん
全でおいしいゴーダチー

ズをこれからも心をこめて作っていきます。ぜひ、食べてくださいね。

　工
こう
場
じょう
ではたらく人は、全

ぜん
部
ぶ
で 100 人をこえるんだ。みんなが力を

あわせて、ゴーダチーズはできているんだ。

工
こう

場
じょう

ではたらく人の話

　ゴーダチーズづくり
のほかに、どんな仕

し
事
ごと

があるのだろう。

？工
こう

場
じょう

ではたらく人たち

工
こう

場
じょう

には、いろいろな役
やく

割
わり

のひとがいるんだね
仕
し

事
ごと

によって着
き

る服
ふくそう

装も違
ちが

うんだ

事
じ
務
む
の仕

し
事
ごと
をして

います

品
ひん
質
しつ
検
けん
査
さ
の仕

し
事
ごと
を

しています
ゴーダチーズを倉

そう
庫
こ
に

運
はこ
ぶ仕

し
事
ごと
をしています

チーズを作る仕
し
事
ごと
を

しています
工
こう
場
じょう
で使

つか
う電

でん
力
りょく
などを

管
かん
理
り
しています
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　できあがった品
しな
物
もの
は

どこへ、どのようにし
て運

はこ
ばれるのだろう。

？ゴーダチーズの行き先は
どこなんだろう

　ゴーダチーズは、乳
にゅう
酸
さん
きんと酵

こう
素
そ
のち

からで、数
すう
か月

げつ
間
かん
たつと、おいしくなる

んだ。なかしべつ工
こう
場
じょう
でつくられたゴー

ダチーズは、町
ちょう
内
ない
で小さなサイズにした

ものが売られているんだ。多くは、本
ほん
州
しゅう

の工
こう
場
じょう
に送

おく
って、プロセスチーズの原

げん
料
りょう

になるんだ。

　ゴーダチーズは、ナチュラルチーズの

1種
しゅ
なんだよ。

　「ナチュラルチーズ」は原
げん
料
りょう
の牛

ぎゅう
乳
にゅう
を

乳
にゅう
酸
さん
きんと酵

こう
素
そ
で固

かた
めたもので、乳

にゅう
酸
さん
き

んが生きているチーズなんだ。�

　「プロセスチーズ」は、ナチュラルチー

ズを数
すう
種
しゅ
類
るい
混
ま
ぜ、熱

ねつ
を加

くわ
えて作るチーズ

だよ。味
あじ
がかわらず、保

ほ
存
ぞん
性
せい
に優

すぐ
れてい

るんだ。

「ナチュラルチーズ」「プロセスチーズ」は

どう違
ちが

うの？ 20kg のゴーダチーズ
をカットして作った商

しょう

品
ひん
だよ

　プロセスチーズには
こんな商

しょう
品
ひん
があるんだ。
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調
し ら

べよう　物
も の

を作る仕
し

事
ご と

3

　工
こう
場
じょう
では、パンを、

どのようにして作って
いるのだろう。

？　わたしたちが食べている給
きゅう
食
しょく
にはパン

の日があります。このパンはどこで作ら

れているのでしょうか。じつは、中
なか
標
しべ
津
つ

町
ちょう
にある「万

まん
両
りょう
屋
や
」というパン屋

や
で作ら

れています。�今
こんかい
回は係

かかり
の人に案

あん
内
ない
して

いただきながらパン工
こう
場
じょう
の中を見せても

らいました。

パンを作る仕
し

事
ご と

2

パンができるまで
↑運
うんどうこうえん
動公園近くにある万

まん
両
りょう
屋
や

　ひつような材
ざい
料
りょう
の量

りょう
をはかります。正

せい
確
かく
には

かることが大
たいせつ
切です。そして、はかった材

ざい
料
りょう
を

混
ま
ぜあわせます。

①計
けい
量
りょう
・調

ちょう
合
ごう

　材
ざい
料
りょう
をしっかりと混

ま
ぜ、こねていきます。こ

のとき、こねすぎると生
き
地
じ
がベタベタになり、

味
あじ
がおちてしまうので、そうならないように気

をつけます。

②ミキシング

https://www.manriyouya.com/
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　こねた生
き
地
じ
をやすませます。こうすることで、

パンの味
あじ
がよくなり、おいしいパンになります。

③一
いち
次
じ
発
はっ
酵
こう

　生
き
地
じ
の形をととのえます。形には、まるい形

のブール型
がた
やフランスパンのような形のバケッ

ト型
がた
などがあります。

④成
せい
型
けい

　成
せい
型
けい
した生

き
地
じ
は、二

に
次
じ
発
はっ
酵
こう
させます。こうす

ると、パンのボリュームがでて、ふわふわのパ
ンになります。

⑤二
に
次
じ
発
はっ
酵
こう

このようにふくらむよ。
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調
し ら

べよう　物
も の

を作る仕
し

事
ご と

3

　二
に
次
じ
発
はっ
酵
こう
させた生

き
地
じ
をオーブンで焼

や
きます。

コッペパンなどはこれで完
かんせい
成です。

⑥焼
しょう
成
せい

　調
ちょう
理
り
パンや菓

か
子
し
パンは、パンが焼

や
き上がって

から作ります。パンを切ったり、クリームをし
ぼったりします。

⑦仕
し
上
あ
げ、調

ちょう
理
り

　おいしいパンの完
かん
成
せい
です。

　このように、パンは一つ一つ作られています。

完
かん
成
せい
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　工
こう
場
じょう
の人たちは、ど

んなことに気をつけな
がら、パンを作ってい
るのだろう。

？パン作りのくふう

　パン作りのくふうについて工
こう
場
じょう
の方に

話を聞きました。

　中
なか
標
しべ
津
つ
高
こうこう
校の商

しょう
業
ぎょう
研
けん
究
きゅう
会
かい
と協

きょう
力
りょく
して中

なか
標
しべ
津
つ
町
ちょう
の食

しょく
材
ざい
をつかったパン作りをしまし

た。この時に使
つか
った食

しょく
材
ざい
が「ムサマル」（じゃがいも）です。とてもおいしいパンに

なりました。�また、中
なか
標
しべ
津
つ
町
ちょう
の牛

ぎゅう
乳
にゅう
も使

つか
っていますよ。

　最
さいきん
近では、中

なか
標
しべ
津
つ
町
ちょう
で作られた小

こ
麦
むぎ
を使

つか
ったパン作りに取

と
り組んでいます。給

きゅう
食
しょく
に

もそのパンが出るかもしれません。

　給
きゅう
食
しょく
では、小

しょう
学
がく
生
せい
・中

ちゅう
学
がく
生
せい
と食べる人に合わせてパ

ンの大きさをかえて作っています。発
はっ
酵
こう
させた生

き
地
じ
を

成
せい
型
けい
する前に、機

き
械
かい
で小

しょう
学
がく
生
せい
用
よう
、中

ちゅう
学
がく
生
せい
用
よう
に分けてい

ます。先に分けることで�同じように作ってもできあが
りの大きさはかわるのです。

　いつもと同じように作っても、パンは温
おん
度
ど
や湿

しつ
度
ど
がちがうと、できあがりも大きく

かわります。だから、その時の温
おん
度
ど
や湿

しつ
度
ど
に合わせて作り方をくふうしています。暑

あつ

い時は冷
つめ
たい水で冷

ひ
やしたり、寒

さむ
いときは部

へ
屋
や
の温

おん
度
ど
を上げたりしながら、いつもと

かわらないおいしいパンを作っています。

①中
なか

標
しべ

津
つ

町
ちょう

の食
しょく

材
ざい

を使
つか

ったパン作り

③食べる人に合わせて大きさをかえています。

②パンは「いきもの」
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調
し ら

べよう　物
も の

を作る仕
し

事
ご と

3

　できあがった品
しなもの
物は

どこへ、�どのようにし
て運

はこ
ばれるのだろう。

？できあがったパンはどこへ

　できあがったパンはどこへどのように

して運
はこ
ばれるのか、工

こう
場
じょう
の方に聞いてみ

ました。

　万
まん
両
りょう
屋
や
で作られたパンは、給

きゅう
食
しょく
だけでなく、色

いろ
々
いろ
なところで売られている

ことがわかりました。また、万
まん
両
りょう
屋
や
の工

こう
場
じょう
が中

なか
標
しべ
津
つ
町
ちょう
のスーパーアークスの

中にもあることがわかりました。

　話を聞いていくと給
きゅう
食
しょく
と万

まん
両
りょう
屋
や
とのかかわりがほかにもわかりました。

①給
きゅう
食
しょく
で出ているご飯

はん
やめんも万

まん
両
りょう
屋
や
で作られている。

②�できあがった給
きゅう
食
しょく
をトラックで学

がっ
校
こう
へ運

はこ
び、食べ終

お

わったあとの残
のこ
った給

きゅう
食
しょく
を給

きゅう
食
しょく
センターにもどして

いる。

作る場
ば
所
しょ

とどける場
ば
所
しょ

万
まん
両
りょう
屋
や
パン工

こう
場
じょう

トラックで

小
しょう
学
がっ
校
こう
・中

ちゅう
学
がっ
校
こう
（中

なか

標
しべ
津
つ
・別

べっ
海
かい
・標

しべ
津
つ
）

計
け
根
ね
別
べつ
幼
よう
稚
ち
園
えん
・

中
なか
標
しべ
津
つ
農
のう
業
ぎょう
高
こうこう
校

中
なか
標
しべ
津
つ
高
こうこう
校

（パンの販
はん
売
ばい
）

パン屋
や
さん

（ぴえーる）
（スーパーアークス・フクハラ）

スーパーアークスに
ある万

まん
両
りょう
屋
や
パン工

こう
場
じょう
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　工
こう
場
じょう
の人たちは、ど

のようなねがいをもっ
ているのだろう？

？パンを作っている人たちのねがい

　万
まん
両
りょう
屋
や
でパンを作っている人たちにこ

れからの目
もく
標
ひょう
やねがいを聞いてみまし

た。

　パンの主
しゅ
原
げん
料
りょう
は小

こ
麦
むぎ
です。その小

こ
麦
むぎ
が今、中

なか
標
しべ
津
つ
町
ちょう
でも作られるようになってきま

した。だんだんと目
もく
標
ひょう
に近づいてきましたが、まだパン作りに必

ひつ
要
よう
な他

ほか
の材

ざい
料
りょう
が中

なか
標
しべ

津
つ
では作られていません。いつかすべての材

ざい
料
りょう
が中

なか
標
しべ
津
つ
産
さん
のパンを作ってみたいです

ね。

　万
まん
両
りょう
屋
や
では、給

きゅう
食
しょく
を給

きゅう
食
しょく
センターにもどす仕

し
事
ごと
もしています。その時に給

きゅう
食
しょく
の入れ

物
もの
が軽

かる
いと、みんながわたしたちの作ったパンやご飯

はん
をしっかり食べてくれたことが

わかります。給
きゅう
食
しょく
を作る人にとって一番うれしいのは、作った物

もの
を全

ぜん
部
ぶ
食べてくれる

ことです。
　ぜひ、給

きゅう
食
しょく
をおいしく、そしてたくさん食べてくださいね。

　万
まん
両
りょう
屋
や
では、てんか物

ぶつ
の少ないパン作りを目

め
指
ざ
しています。それでも少しは使

つか
わな

いと作れません。これからも新しいパン作りに取
と
り組んで、てんか物

ぶつ
が入らないパン

を作り、どんな人でも食べられるパンを作りたいですね。
※�てんか物

ぶつ
とは、食べ物

もの
をカビからまもったり、色をよく見せたりするものです。体

によくないものもあるそうです。

①オール中
なか

標
しべ

津
つ

産
さん

の材
ざい

料
りょう

でパンを作りたい

③給
きゅう

食
しょく

をたくさん食べてね

②てんか物
ぶつ

が少ないパン作り
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調
し ら

べよう　物
も の

を作る仕
し

事
ご と

3

　じゃがいもは、どの
ようにして�作られるの
だろう。

？

じゃがいもを作る仕
し

事
ご と

3

　じゃがいもは、「たねいも」をうえて育
そだ
てます。たねいもは、太

たいよう
陽に当てると病

びょう
気
き
に強

い芽
め
になります。

　芽
め
が出たら、たねいもを切り、機

き
械
かい
で畑

はたけ
にまきます。

①浴
よっ
光
こう
催
さい
芽
が
（４月下

げ
旬
じゅん
～５月上

じょう
旬
じゅん
）

②は種
しゅ
（５月中

ちゅう
旬
じゅん
～５月下

げ
旬
じゅん
）

　ここでは、「伯
はく
爵
しゃく
じゃがいも」が育

そだ
つ

までを紹
しょう
介
かい
します。じゃがいもは植

う
えて

から収
しゅう
穫
かく
するまでに 120 日くらいかか

ります。
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　病
びょう
気
き
にならないために消

しょう
毒
どく
をおこなったり、除

じょ
草
そう
や培

ばい
土
ど
を天

てん
気
き
や生

せい
長
ちょう
を見ながら行いま

す。

　順
じゅん
調
ちょう
に生

せい
長
ちょう
すると、むらさき色の花をさかせます。

　生
せい
長
ちょう
したくきや葉

は
は、だんだんかれてきます。その分、土の中のいもに養

よう
分
ぶん
がいき、い

もが大きくなっていきます。
　くきや葉

は
がかれて植

う
えつけてから４か月ぐらいたった頃

ころ
、収

しゅう
穫
かく
します。機

き
械
かい
で掘

ほ
って、

いもを手でひろいます。大きさを選
せん
別
べつ
し、箱

はこ
詰
づ
めして出

しゅっ
荷
か
します。

　　選
せん
別
べつ
は、じゃがいも１個70ｇのＭサイズから320ｇの３Ｌサイズに分けられます。

　出
しゅっ
荷
か
までは保

ほ
冷
れい
庫
こ
という大きな冷

れい
蔵
ぞう
庫
こ
の中で保

ほ
管
かん
します。

　培
ばい
土
ど
とは、土をよせる作

さ
業
ぎょう
のことです。

これは育
そだ
ついもに日

にっこう
光をあてないために

土をよせます。
　いもは日

にっこう
光にあたると緑

みどり
色
いろ
になるの

で、緑
みどり
色
いろ
になるのを防

ふせ
ぎます。緑

みどり
色
いろ
の部

ぶ

分
ぶん
は食べると中

ちゅう
毒
どく
になることがあるので

注
ちゅう
意
い
が必

ひつ
要
よう
です。

③管
かん
理
り
作
さ
業
ぎょう
（培

ばい
土
ど
・消

しょう
毒
どく
・除

じょ
草
そう
など）

④収
しゅう
穫
かく
（は種

しゅ
をしてから４か月）
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調
し ら

べよう　物
も の

を作る仕
し

事
ご と

3

　中
なか
標
しべ
津
つ
町
ちょう
では、どん

なじゃがいもが作られ
ているのだろう。

？中
なか

標
しべ

津
つ

町
ちょう

で作られているじゃがいも

　中
なか
標
しべ
津
つ
町
ちょう
では、「伯

はく
爵
しゃく
じゃがいも」だ

けでなく、他
ほか
の種

しゅ
類
るい
のじゃがいもも作っ

ています。

　昔
むかし
、ヨーロッパの田

いな か
舎の春祭

まつ
り（５月のお祭

まつ
り）の時に村の若

わか
い娘

むすめ
さんの中から選

えら

ばれる女
じょ
王
おう
様
さま
にちなんで、５月の女

じょ
王
おう
＝メイ・クイーンと言われています。煮

に
ても形

が崩
くず
れないので、シチューやカレー、おでんで食べると美

お
味
い
しいです。

　でんぷん用のじゃがいもの「コナヒメ」です。でんぷんの取
と
れる量

りょう
が優

すぐ
れており、�

中
なか
標
しべ
津
つ
で採

と
れるじゃがいもの半

はんぶん
分以

い
上
じょう
を占

し
めています。でんぷんで作られる商

しょう
品
ひん
は、

ラーメン、かまぼこ、お菓
か し
子やお酒

さけ
などがあり、炭

たん
酸
さん
飲
いん
料
りょう
にも使

つか
われています。

　中
なか
標
しべ
津
つ
生まれの「ムサマル」。中

なか
標
しべ
津
つ
の山、武

む
佐
さ
岳
だけ
とじゃがいもの形が丸いので、

ムサ＋マルでムサマルと言われています。

①メークイン

②コナヒメ

③ムサマル
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　中
なか
標
しべ
津
つ
でじゃがいも

が作られるようになっ
たのは、どうしてだろ
う。

？なぜ中
なか

標
しべ

津
つ

町
ちょう

でじゃがいも作り？

　なぜ中
なか
標
しべ
津
つ
町
ちょう
でじゃがいもがたくさん

作られるようになったのでしょうか。そ

れにはいくつかの理
り
由
ゆう
があります。

　中
なか
標
しべ
津
つ
町
ちょう
でじゃがいもがたくさん作れるのには、このような理

り
由
ゆう
があるの

です。

　じゃがいもは、もともとすずしい地
ち
域
いき
の野

や
菜
さい
ですので、暑

あつ
い地

ち
域
いき
では、育

そだ
てること

ができません。中
なか
標
しべ
津
つ
町
ちょう
の気

き
温
おん
は、夏もそれほど暑

あつ
くならないので、じゃがいもを育

そだ

てるのに合っているのです。

　気
き
温
おん
が低

ひく
いことで、じゃがいもの害

がい
虫
ちゅう
が少ないことも理

り
由
ゆう
の一つです。また、元

げん
気
き

にじゃがいもが育
そだ
つので、病

びょう
気
き
にもかかりにくくなります。

　そうすることで、農
のう
薬
やく
をたくさん使

つか
わなくても、じゃがいもを作ることができるの

です。

　じゃがいも作りに大
たいせつ
切なことの一つに、土づくりがあります。よい土を作るために

は、よい肥
ひ
料
りょう
を土に混

ま
ぜることが必

ひつ
要
よう
です。よい肥

ひ
料
りょう
とは、牛や馬などのふんです。

中
なか
標
しべ
津
つ
町
ちょう
は、酪

らく
農
のう
の町でもあるので、牛のふんがたくさん手に入ります。それを畑

はたけ
に

まいて、よい土を作ることができるのです。

②害
がい

虫
ちゅう

や病
びょう

気
き

が少ない、農
のう

薬
やく

をへらすことができる

③よい肥
ひ

料
りょう

が手に入りやすい

①中
なか

標
しべ

津
つ

町
ちょう

の気
き

温
おん
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調
し ら

べよう　物
も の

を作る仕
し

事
ご と

3

　収
しゅう
穫
かく
したじゃがいも

は、どこにいくのだろ
う？

？収
しゅう

穫
かく

したじゃがいもはどこへ？

　じゃがいもを育
そだ
てるには、じゃがいもを作る畑

はた
作
さく
農
のう
家
か
をはじめ、農

のう
協
きょう
の職

しょく

員
いん
や肥

ひ
料
りょう
会
かい
社
しゃ
・農

のう
薬
やく
会
かい
社
しゃ
などたくさんの人がかかわっています。�多くの人

がかかわりながら作られたじゃがいもは、農
のう
家
か
や作

さ
業
ぎょう
員
いん
が収

しゅう
穫
かく
します。

　食
しょく
用
よう
のじゃがいもは、１年

ねんかん
間に 100ｔ生産されます。100ｔは 10kg　

のじゃがいもが入る箱
はこ
が１万個

こ
分です。

　そのうちの 20％は道
どうがい
外の市

し
場
じょう
に、50％は道

どうがい
外のスーパーに、20％は全

ぜん

国
こく
からくる個

こ
人
じん
の注

ちゅう
文
もん
に、そして 10％は町

ちょう
内
ない
のスーパーで売られます。

“じゃがいも”生
せい
産
さん
者
しゃ
�

ＪＡ職
しょく
員
いん
・関

かんけい
係機

き
関
かん
の職

しょく
員
いん

市
し
場
じょう
（道

どうがい
外）

� 20％
個
こ
人
じん
宅
たく
配
はい

� 20％�
スーパー
（道

どうがい
外）

� 50％
（町

ちょう
内
ない
「あるる」ほか）

� 10％

選
せん
別
べつ
して

出
しゅっ
荷
か
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　牛を育
そだ
てるに

は、どのような
仕
し
事
ごと
があるのだ

ろう。

？

● 門
もん

馬
ま

さんの１日の仕
し

事
ごと

● 門
もん

馬
ま

さんの１年
ねんかん

間の仕
し

事
ごと

牛
ぎゅう

乳
にゅう

を作る仕
し

事
ご と

4

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

21 34 5 6 7 8 9 10 11 12

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

21 34 5 6 7 8 9 10 11 12

・
人じ

ん
工こ

う
受じ

ゅ
精せ

い

・
子こ

牛う
し
の
世せ

話わ

・
そ
う
じ

・
さ
く
乳
に
ゅ
う

・
エ
サ
や
り

時じ  

刻こ
く

午
ご

  前
ぜん

牛
ぎゅう

舎
しゃ

の仕
し

事
ごと

（そうじ、エサやり、さく乳
にゅう

、子
こ

牛
うし

の世
せ わ

話、冬の牛
ぎゅう

舎
しゃ

の除
じょ

雪
せつ

など）

午
ご

  後
ご

仕し  

事ご
と

月つ
き

牧ぼ
く
そ
う草

の
世せ

わ話

牛う
し

の
世せ

わ話

・
子こ

牛う
し

の
世せ

話わ

・
そ
う
じ

・
さ
く
乳
に
ゅ
う

・
エ
サ
や
り

・
牧ぼ
く
草そ

う
づ
く
り

・
ス
ラ
リ
ー
（
液え
き

体た
い

肥ひ

料り
ょ
う

）
を
ま
く

・
デ
ン
ト
コ
ー
ン
の
種た
ね

を
ま
く

・
肥ひ

料り
ょ
う

を
ま
く

・
牧ぼ
く
草そ

う
畑ば

た
け

を
耕た

が
や

す

・
ス
ラ
リ
ー
を
ま
く

・
肥ひ

料り
ょ
う

を
ま
く

・
二に

番ば
ん
草ぐ

さ
の
収し

ゅ
う
か
く穫

・
デ
ン
ト
コ
ー
ン
の
収し

ゅ
う

穫か
く

・
機き

械か
い

の
整せ

い

備び

・ 

一い
ち
番ば

ん
草ぐ

さ
（
最さ

い
し
ょ初
に
生
え
て
き
た
牧ぼ

く
草そ

う
）
の
収し

ゅ
う
か
く穫

　牛
ぎゅう
舎
しゃ
の仕

し
事
ごと
と牧

ぼく
草
そう
づくりの仕

し
事
ごと
があるんだね。

こんな朝早くから仕
し
事
ごと
があると大

たいへん
変そうだね。

　たい肥
ひ
や肥

ひ
料
りょう
をま

いて牧
ぼく
草
そう
がよく育

そだ
つ

ようにしているね。
1年のうちに２回牧

ぼく

草
そう
を収

しゅう
穫
かく
するんだ

ね。デントコーンは
動
どうぶつ
物の飼

し
料
りょう
（エサ）

とする大
おお
型
がた
のトウ

モロコシのことなん
だって！

　牛を育
そだ
てて、乳

ちち
をしぼる人のことを「酪

らく
農
のう

家
か
」といいます。酪

らく
農
のう
家
か
の方は、いつもどの

ような仕
し
事
ごと
をしているのか、中

なか
標
しべ
津
つ
町
ちょう
武
む
佐
さ
の

門
もん
馬
ま
さんを訪

たず
ねて教わることにしました。
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調
し ら

べよう　物
も の

を作る仕
し

事
ご と

3

酪
らく

農
のう

のくふう

エサづくりのくふう

〇�牧
ぼく
草
そう
の肥

ひ
料
りょう
は、牛のふんを使

つか
って作ったスラリーやたい肥

ひ
が中

ちゅう
心
しん
で、化

か
学
がく

肥
ひ
料
りょう
をあまり使

つか
わないようにすることで、上

じょう
質
しつ
な牧

ぼく
草
そう
を作っています。

〇�牧
ぼく
草
そう
のほとんどは、ハーベスターでかり

とったものをダンプトラックで運
はこ
んで、バ

ンカーサイロに貯
ちょ
蔵
ぞう
します。その時に重

じゅう
機
き

で上から踏
ふ
んで空

くう
気
き
をぬき、シートをかぶ

せて牧
ぼく
草
そう
を発

はつ
こうさせ、サイレージ（発

はつ
こ

うした牧
ぼく
草
そう
でつくられた牛のエサ）をつく

ります。また、牧
ぼく
草
そう
をかんそうロールにし

てたくわえることがあります。

〇�牛のエサは、サイロにたくわえられたサイ

レージに配
はい
合
ごう
飼
し
料
りょう
（トウモロコシや大

だい
豆
ず
か

すなど）をまぜて作っています。

さく乳
にゅう

のくふう

〇�牛が乳
ちち
をしぼってもらいたくなると、牛が

自
じ
分
ぶん
でロボットの中に入ります。ロボット

の中に入ると、センサーが乳
にゅう
頭
とう
の位

い
置
ち
や形

をさがしあて、自
じ
動
どう
的
てき
にミルカーをつけま

す。牛の顔のところにエサがあるので、牛

はエサを食べながらさく乳
にゅう
されます。さく

乳
にゅう
が終

お
わると、自

じ
動
どう
的
てき
に乳

にゅう
頭
とう
からミルカー

↑�ハーベスターで、牧
ぼく
草
そう
をダンプにつ

みこむ

↑�重
じゅう
機
き
で踏

ふ
んで空

くう
気
き
をぬく

↑�バンカーサイロに貯
ちょ
蔵
ぞ う
する
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がはずれ、牛は外に出されます。牛の首に

ついているタグで、いつさく乳
にゅう
したか分か

るようになっていて、まださく乳
にゅう
しなくて

も大
だい
丈
じょう
夫
ぶ
な牛は、しぼられることなく出さ

れます。

牛を育
そだ

てるくふう

〇�広いフリーストール牛
ぎゅう
舎
しゃ
で牛を育

そだ
てていま

す。牛は自
じ
由
ゆう
に歩き、エサを食べ、水をの

み、休むことができるので、牛へのストレ

スが少なく飼
し
育
いく
ができます。また、牛はあ

つさに弱く、病
びょう
気
き
になってしまうため、夏

の暑
あつ
い日はせんぷうきをつけて牛

ぎゅう
舎
しゃ
の温

おん
度
ど

をちょうせいしています。

〇�牛はひづめがのびすぎると、歩きづらく

なったり、いたくなったりして、体
たい
調
ちょう
をく

ずし、乳
ちち
が出なくなったりするため、４か

月に一回さくてい（ひづめを切ること）を

しています。

〇�牛が食べるときにエサをとばしてしまう

と、十
じゅう
分
ぶん
に食べられなくなります。これま

では人がエサを寄
よ
せていましたが、今は、

エサを寄
よ
せるロボットがかつやくしていま

す。夜
よ
中
なか
でも寄

よ
せることができるので、牛

↑�ミルキングパーラー

↑�ミルカー

↑牛の出
で
入
い
り口

ぐち

↑エサを食べる牛
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調
し ら

べよう　物
も の

を作る仕
し

事
ご と

3

はいつでも十
じゅう
分
ぶん
にエサを食べることがで

き、乳
ちち
の量

りょう
がふえました。

〇�牛のふんのそうじは、スクレッパーという

機
き
械
かい
で自

じ
動
どう
的
てき
に行います。牛のふんは集

あつ
め

られ、牧
ぼくそう
草を育

そだ
てる肥

ひ
料
りょう
に利

り
用
よう
されます。

〇�牧
ぼく
草
そう
地
ち
へ牛を放

ほうぼく
牧します。中

なか
標
しべ
津
つ
は広い土

と

地
ち
があるので放

ほう
牧
ぼく
ができますが、本

ほん
州
しゅう
など

では土
と
地
ち
がせまいので放

ほう
牧
ぼく
できないそうで

す。

↑牛
ぎゅう
舎
しゃ
の中

↑牛
ぎゅう
舎
しゃ
のそうじ

↑エサを寄
よ
せるロボット

↑スクレッパー

　牛がストレスなく生
せいかつ
活していけるように、

様
さまざま
々なくふうをしているんだね。機

き
械
かい
が人の

かわりにいろいろな仕
し
事
ごと
をしているなんて、

すごいね。
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　しぼった乳
ちち
は、どこ

へ、どのようにして製
せい

品
ひん
になるのだろう。

？しぼった乳
ちち

はどこへ

　しぼった乳
ちち
はどこへ、どのようにして

運
はこ
ばれるのか、工

こう
場
じょう
の方に聞いてみまし

た。

　中
なか
標
しべ
津
つ
町
ちょう
の酪

らく
農
のう
家
か
でしぼった乳

ちち
のほとんどが牛

ぎゅう
乳
にゅう
やチーズの工

こう
場
じょう
に運

はこ
ばれ

ます。バルククーラーに入っている乳
ちち
をタンクローリーにうつし、工

こう
場
じょう
まで

運
はこ
びます。工

こう
場
じょう
に運

はこ
ばれた乳

ちち
は、たくさんの職

しょく
員
いん
の作

さ
業
ぎょう
で牛

ぎゅう
乳
にゅう
やチーズにな

ります。できた牛
ぎゅう
乳
にゅう
やチーズは、中

なか
標
しべ
津
つ
町
ちょう
やほかの地

ち
域
いき
で販

はん
売
ばい
されます。

農
のう
家
か
個
こ
人
じん
プラント

（中
なか
標
しべ
津
つ
町
ちょう
内
ない
）

雪
ゆき
印
じるし
メグミルク㈱

（なかしべつ工
こう
場
じょう
）

乳
にゅう
製
せい
品
ひん
工
こう
場
じょう

（ＪＡ中
なか
標
しべ
津
つ
）

㈱明
めい
治
じ

（西
にし
春
しゅん
別
べつ
工
こう
場
じょう
）

※計
け
根
ね
別
べつ
地
ち く
区に移

い
転
てん
予
よ
定
てい

生
せい
　産

さん
製
せい
　造

ぞう

タンク
�ローリー

お店で販
はん
売
ばい

牛
ぎゅう
乳
にゅう
・乳

にゅう
製
せい
品
ひん
を製

せい
造
ぞう

中
なか
標
しべ
津
つ
農
のう
協
きょう

酪
らく
農
のう
家
か

計
け
根
ね
別
べつ
農
のうきょう
協

酪
らく
農
のう
家
か
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調
し ら

べよう　物
も の

を作る仕
し

事
ご と

3

　酪
らく
農
のう
家
か
の人は、どの

ような思いでこの仕
し
事
ごと

をしているのだろう。

？酪
らく

農
のう

家
か

のねがい

　最
さい
後
ご
に、酪

らく
農
のう
の仕

し
事
ごと
について話を聞き

ました。

　ほかにもいろいろなくふうが・・・

①良
りょう

質
しつ

な牛
ぎゅう

乳
にゅう

を生
せいさん

産したい

②酪
らく

農
のう

家
か

にとって大
たいせつ

切なこと

・ 牧
ぼく

場
じょう

内
ない

の環
かん

境
きょう

整
せい

備
び

（草刈
か

り、水はけ等
など

）

・ 牛
ぎゅう

舎
しゃ

の環
かん

境
きょう

（太
たい

陽
よう

と風
かぜ

の有
ゆうこう

効活
かつよう

用）

・ 牛
ぎゅう

舎
しゃ

のレイアウト（自
じ

由
ゆう

に食べて、寝
ね

ることのできるストレスフリーの環
かん

境
きょう

）

　酪
らく
農
のう
家
か
は、毎

まいにち
日の努

ど
力
りょく
の積

つ
み重

かさ
ねが結

けっ
果
か
につながるや

りがいのある仕
し
事
ごと
です。大

だい
自
し
然
ぜん
の中で動

どうぶつ
物と触

ふ
れ合いな

がら仕
し
事
ごと
をしたいと、酪

らく
農
のう
家
か
を目

め ざ
指す人もいますよ。

　きれいな環
かん
境
きょう
で、健

けん
康
こう
な牛から良

りょう
質
しつ
な牛

ぎゅう
乳
にゅう
を生

せい
産
さん
することを常

つね
に心がけています。

そのためには、エサがすべてであり、エサづくりに全
ぜん
力
りょく
を注

そそ
いでいます。酪

らく
農
のう
家
か
は、

基
き
本
ほん
的
てき
に年

ねん
中
じゅう
無
む
休
きゅう
、生き物

もの
と自

し
然
ぜん
が相

あい
手
て
です。息

いき
の抜

ぬ
けない仕

し
事
ごと
ではありますが、や

り方次
し
第
だい
では、自

じ
由
ゆう
に時

じ
間
かん
を使

つか
え、家

か
族
ぞく
との大

たい
切
せつ
なひと時を過

す
ごせます。

　毎
まいにち
日、繰

く
り返

かえ
しの仕

し
事
ごと
。忍

にん
耐
たい
力
りょく
と健

けん
康
こう
な体が大

たいせつ
切です。もちろん、動

どう
物
ぶつ
や自

し
然
ぜん
が好

す

きであることが大
だい
前
ぜん
提
てい
となります。私

わたし
は牧

ぼく
場
じょう
の後

こう
継
けい
者
しゃ
として生まれ、酪

らく
農
のう
家
か
となりま

したが、11年
ねんかん
間東

とう
京
きょう
と大

おお
阪
さか
で学

がく
生
せい
、社

しゃ
会
かい
人
じん
として経

けい
験
けん
を積

つ
むことができました。た

とえ後
こう
継
けい
者
しゃ
であっても、このような経

けい
験
けん
が大きな財

ざい
産
さん
となり、経

けい
営
えい
に反

はん
映
えい
することと

思います。
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各
かく
地
ち
の神
じん
社
じゃ

　わたしたちの町、中
なか

標
しべ

津
つ

町
ちょう

に開
かい

たくの

ために人が住
す

みつくようになったのは、

今から 100 年ほど前です。開
かい

たくの苦
く

労
ろう

はたいへんなものでしたが、人
ひと

々
びと

は森を切り開
ひら

き、畑
はたけ

をつくっていきまし

た。そして中
なか

標
しべ

津
つ

町
ちょう

の各
かく

地
ち

域
いき

の人
ひと

々
びと

は、神
じん

社
じゃ

をつくりました。地
ち

域
いき

の安
あん

全
ぜん

や

作
さく

物
もつ

の収
しゅう

穫
かく

への祈
いの

り、感
かん

謝
しゃ

のために神
じん

社
じゃ

祭
さい

がおこなわれるようになりました。

そして人
ひと

々
びと

の生
せいかつ

活に深
ふか

く根
ね

ざしていきました。その神
じん

社
じゃ

祭
さい

は、形を変
か

えなが

ら現
げん

在
ざい

もいくつかの神
じん

社
じゃ

で続
つづ

いています。長い歴
れき

史
し

のある地
ち

域
いき

の行
ぎょう

事
じ

です。

さぐってみよう昔
むかし

のくらし4

　中
なか

標
しべ

津
つ

町
ちょう

には、どん
な神

じんじゃ
社があるのだろう。

？

まちの人たちが受
う

けつぐ行
ぎょう

事
じ

1

↑中
なか

標
しべ

津
つ

神
じん

社
じゃ

↑上
かみ

武
む

佐
さ

神
じん

社
じゃ

↑計
け

根
ね

別
べつ

神
じん

社
じゃ

↑武
む

佐
さ

神
じん

社
じゃ
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さぐってみよう昔
むかし

のくらし4

↑（開
かい

陽
よう

）八
はち

幡
まん

神
じん

社
じゃ

↑東
ひがし

西
にし

竹
たけ

神
じん

社
じゃ

↑養
よう

老
ろう

牛
うし

神
じん

社
じゃ

↑中
なか

標
しべ

津
つ

神
じん

社
じゃ

例
れいたいさい

大祭

↑計
け

根
ね

別
べつ

神
じん

社
じゃ

祭
さい

↑俣
また

落
おち

拓
たく

北
ほく

神
じん

社
じゃ

↑西
にし

竹
たけ

神
じん

社
じゃ

↑上
かみ

標
しべ

津
つ

神
じん

社
じゃ

　中
なか

標
しべ

津
つ

町
ちょう

でも、神
じん

社
じゃ

祭
さい

はおこなわれている
のだろうか。

？
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　それぞれの神
じん

社
じゃ

には「宮
ぐう

司
じ

」や「氏
うじ

子
こ

総
そう

代
だい

」の方がいます。それらの人にお話

をうかがってみましょう。神
じん

社
じゃ

や神
じん

社
じゃ

祭
さい

のことをはじめとして、中
なか

標
しべ

津
つ

町
ちょう

の人
ひと

々
びと

の昔
むかし

のくらしのようすがわかります。

神
じん

社
じゃ

名
めい

できた年 神
じん

社
じゃ

祭
さい

中
なか

標
しべ

津
つ

神
じん

社
じゃ

１９１３（大
たい

正
しょう

２）年 ７月例
れい

大
たい

祭
さい

計
け

根
ね

別
べつ

神
じん

社
じゃ

１９２９（昭
しょう

和
わ

４）年 ９月

上
かみ

武
む

佐
さ

神
じん

社
じゃ

１９２０（大
たい

正
しょう

９）年 ９月

武
む

佐
さ

神
じん

社
じゃ

１９１４（大
たい

正
しょう

３）年 ９月

（開
かい

陽
よう

）八
はち

幡
まん

神
じん

社
じゃ

１９２４（大
たい

正
しょう

13）年 ９月

俣
また

落
おち

拓
たく

北
ほく

神
じん

社
じゃ

 １９１９（大
たい

正
しょう

８）年 ６月

東
ひがし

西
にし

竹
たけ

神
じん

社
じゃ

１９４７（昭
しょう

和
わ

22）年 ６月

西
にし

竹
たけ

神
じん

社
じゃ

１９４０（昭
しょう

和
わ

15）年 ６月

養
よう

老
ろう

牛
うし

神
じん

社
じゃ

１９２９（昭
しょう

和
わ

4）年 ６月

上
かみ

標
しべ

津
つ

神
じん

社
じゃ

１９７５（昭
しょう

和
わ

50）年 ６月

※ このほかにも中
なか

標
しべ

津
つ

町
ちょう

内
ない

には神
じん

社
じゃ

があります。俵
たわら

橋
ばし

地
ち

区
く

には、

「共
きょう

成
せい

神
じん

社
じゃ

」がありましたが中
なか

標
しべ

津
つ

神
じん

社
じゃ

に合
ごう

祀
し

され、いっしょ

になりました。

各
かく

神
じん

社
じゃ

のできた年と神
じん

社
じゃ

祭
さい

の時
じ

期
き

　神
じん

社
じゃ

や神
じん

社
じゃ

祭
さい

のこと
について調

しら
べてみよう。

？
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さぐってみよう昔
むかし

のくらし4

　中
なか

標
しべ

津
つ

町
ちょう

でも続
つづ

けら
れている行

ぎょう
事
じ

には、ど
んなものがあるだろう
か。

？

↑なかしべつ夏祭
まつ

り（8 月）

↑なかしべつ冬まつり（2 月） ↑じゃがいも伯
はく

爵
しゃく

まつり（9 月）

中
なか
標
しべ
津
つ
町
ちょう
の年
ねん
中
ちゅう
行
ぎょう
事
じ

　中
なか

標
しべ

津
つ

町
ちょう

では、神
じん

社
じゃ

祭
さい

のほかにも、お

祭
まつ

りやもよおし物
もの

が毎
まいとし

年おこなわれてい

ます。それらの行
ぎょう

事
じ

もこの地
ち

域
いき

の特
とく

色
しょく

や

産
さん

業
ぎょう

の発
はっ

展
てん

を人
ひと

々
びと

が喜
よろこ

び合う場となって

います。「なかしべつ夏祭
まつ

り」のように

50 年以
い

上
じょう

続
つづ

いているお祭
まつ

りもあります。
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昔
むかし
の道
どう
具
ぐ
とくらし

　中
なか

標
しべ

津
つ

町
ちょう

の昔
むかし

のくらしのようすや昔
むかし

使
つか

っていた道
どう

具
ぐ

を調
しら

べるのには、郷
きょう

土
ど

館
かん

に行く方
ほうほう

法もあります。郷
きょう

土
ど

館
かん

では、

人
ひと

々
びと

が昔
むかし

使
つか

っていたさまざまな道
どう

具
ぐ

が展
てん

示
じ

されており、昔
むかし

の人
ひと

々
びと

のくらしの

ようすを調
しら

べることができます。中
なか

標
しべ

津
つ

の地に開
かい

たくに入った人
ひと

々
びと

は、はじ

めは畑
はたさく

作をおこないました。しかし、気
き

温
おん

が上がらず冷
れい

害
がい

が続
つづ

いたため、だ

んだんと牛を飼
か

う酪
らく

農
のう

をするようになりました。郷
きょう

土
ど

館
かん

には、そのころ使
つか

っ

ていた農
のう

業
ぎょう

の道
どう

具
ぐ

も展
てん

示
じ

されています。

　昔
むかし

の道
どう

具
ぐ

には、どん
なものがあったのだろ
うか。

？

昔
むかし

の道
どう

具
ぐ

とくらし2

↑ヘイレーキ
馬にひかせ、刈

か
った牧

ぼくそう
草を集

あつ
めてよせる機

き
械
かい

↑牛
ぎゅう

乳
にゅう

輸
ゆ

送
そ う

缶
か ん

しぼった牛
ぎゅう

乳
にゅう

を運
は こ

ぶための小
こ

型
が た

タンク。１斗
と

５
升
しょう

入り（約
や く

27ℓ）が主
お も

に使
つ か

われました。

↑プラウ
土を耕

たがや
す農

のう
具
ぐ

↑ズラリと並
なら

べられた別
べっ

所
しょ

式
しき

プラウ
中
なか

標
しべ

津
つ

市
し

街
がい

の別
べっ

所
しょ

鉄
てっ

工
こう

所
しょ

でつくられた「別
べっ

所
しょ

式
しき

プラウ」は、北
ほっ

海
かい

道
どう

庁
ちょう

で優
すぐ

れた農
のう

具
ぐ

の１つに指
し

定
てい

されていました。並
なら

べられたプラウは、満
まん

州
しゅう

開
かい

たくで使
つか

われました。（昭
しょう

和
わ

12 年頃
ころ

撮
さつえい

影）
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さぐってみよう昔
むかし

のくらし4

学
がっ
校
こう
のうつりかわり

　中
なか

標
しべ

津
つ

町
ちょう

には、小
しょう

学
がっ

校
こう

が３校、中
ちゅう

学
がっ

校
こう

が２校、義
ぎ

務
む

教
きょう

育
いく

学
がっ

校
こう

が１校、高
こう

等
とう

学
がっ

校
こう

が２校、支
し

援
えん

学
がっ

校
こう

が１校あります。小
しょう

学
がっ

校
こう

の児
じ

童
どう

数
すう

は約
やく

1,200 人、中
ちゅう

学
がっ

校
こう

の生
せい

徒
と

数
すう

は約 640 人です。今から６０

年以
い

上
じょう

前は、小
しょう

学
がっ

校
こう

の数は 14 校あり、児
じ

童
どう

数
すう

は 2,000 人をこえていました。

郡
ぐん

部
ぶ

の地
ち

域
いき

での児
じ

童
どう

数
すう

がへってきたため、統
とうごう

合や閉
へいこう

校が進
すす

み、現
げん

在
ざい

（2022

（令
れい

和
わ

４）年）の数になっています。

　自
じ

分
ぶん

の学
がっ

校
こう

の歴
れき

史
し

を調
しら

べて、年
ねん

表
ぴょう

などにしてみましょう。

　昔
むかし

の学
がっ

校
こう

のようすは、
どうだったのだろうか。

？

学
がっ

校
こう

名
めい

校
こう

章
しょう

開
かいこう

校 備
び

考
こう

俵
たわら

橋
ばし

小
しょう

学
がっ

校
こう

 １９１６（大
たい

正
しょう

５）年
令
れい

和
わ

２年中
なか

標
しべ

津
つ

東
ひがし

小
しょう

に 統
とうごう

合 し、
閉
へいこう

校

武
む

佐
さ

小
しょう

学
がっ

校
こう

１９１７（大
たい

正
しょう

６）年
平
へいせい

成 29 年 中
なか

標
しべ

津
つ

東
ひがし

小
しょう

に 統
とうごう

合
し、閉

へいこう
校

武
む

佐
さ

中
ちゅう

学
がっ

校
こう

１９4 ７（昭
しょう

和
わ

22）年

1964（昭
しょう

和
わ

39）
年から小

しょう
中
ちゅう

併
へいせつ

設校
こう

となる。中
ちゅう

学
がっ

校
こう

は
平
へいせい

成 26 年に広
こう

陵
りょう

中
ちゅう

に統
とうごう

合し、閉
へいこう

校

開
かい

陽
よう

小
しょう

学
がっ

校
こう

１９１８（大
たい

正
しょう

７）年
平
へいせい

成 26 年、 丸
まる

山
やま

小
しょう

に 統
とうごう

合 し、 
閉
へいこう

校

中
なか

標
しべ

津
つ

小
しょう

学
がっ

校
こう

１９２０（大
たい

正
しょう

９）年

中
なか

標
しべ

津
つ

町
ちょう

内
ない

の小
しょう

学
がっ

校
こう

・中
ちゅう

学
がっ

校
こう

https://www.nakashibetsu.jp/file/contents/5466/43540/tawarabashisho.jpg
https://www.nakashibetsu.jp/file/contents/5466/43540/musasho.jpg
https://www.nakashibetsu.jp/file/contents/5466/43540/musachu.jpg
https://www.nakashibetsu.jp/file/contents/5466/43540/kaiyosho.jpg
https://www.nakashibetsu.jp/file/contents/5466/43540/nakashibetsusho.jpg
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学
がっ

校
こう

名
めい

校
こう

章
しょう

開
かいこう

校 備
び

考
こう

俣
また

落
おち

小
しょう

学
がっ

校
こう

１９２２（大
たい

正
しょう

11）年
平
へいせい

成 25 年、 丸
まる

山
やま

小
しょう

に 統
とうごう

合 し、
閉
へいこう

校

当
とう

幌
ほろ

小
しょう

学
がっ

校
こう

１９２５（大
たい

正
しょう

14）年
昭
しょう

和
わ

47 年、 中
なか

標
しべ

津
つ

小
しょう

に 統
とうごう

合
し、閉

へいこう
校

計
け

根
ね

別
べつ

小
しょう

学
がっ

校
こう

１９２７（昭
しょう

和
わ

２）年
平
へいせい

成 27 年、 計
け

根
ね

別
べつ

学
がくえん

園に統
とうごう

合
し、閉

へいこう
校

上
かみ

標
しべ

津
つ

小
しょう

学
がっ

校
こう

１９２８（昭
しょう

和
わ

３）年
昭
しょう

和
わ

51 年、 計
け

根
ね

別
べつ

小
しょう

に 統
とうごう

合
し、閉

へいこう
校

養
よう

老
ろう

牛
うし

小
しょう

学
がっ

校
こう

１９２９（昭
しょう

和
わ

４）年
平
へいせい

成 24 年、 計
け

根
ね

別
べつ

小
しょう

に 統
とうごう

合
し、閉

へいこう
校

豊
とよ

岡
おか

小
しょう

学
がっ

校
こう

１９２９（昭
しょう

和
わ

４）年
昭
しょう

和
わ

53 年、 中
なか

標
しべ

津
つ

小
しょう

に 統
とうごう

合
し、閉

へいこう
校

協
きょう

和
わ

小
しょう

学
がっ

校
こう

１９２９（昭
しょう

和
わ

４）年
昭
しょう

和
わ

52 年、 中
なか

標
しべ

津
つ

小
しょう

に 統
とうごう

合
し、閉

へいこう
校

若
わか

竹
たけ

小
しょう

学
がっ

校
こう

１９４５（昭
しょう

和
わ

20）年
平
へいせい

成 18 年、 計
け

根
ね

別
べつ

小
しょう

に 統
とうごう

合
し、閉

へいこう
校

（初
しょだい

代）

https://www.nakashibetsu.jp/file/contents/5466/43540/mataochisho.jpg
https://www.nakashibetsu.jp/file/contents/5466/43540/tohorosho.jpg
https://www.nakashibetsu.jp/file/contents/5466/43540/kenebetsusho.jpg
https://www.nakashibetsu.jp/file/contents/5466/43540/kamishibetsusho.jpg
https://www.nakashibetsu.jp/file/contents/5466/43540/yoroushisho.jpg
https://www.nakashibetsu.jp/file/contents/5466/43540/toyokasho.jpg
https://www.nakashibetsu.jp/file/contents/5466/43540/kyowasho.jpg
https://www.nakashibetsu.jp/file/contents/5466/43540/wakatakesho.jpg
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さぐってみよう昔
むかし

のくらし4

学
がっ

校
こう

名
めい

校
こう

章
しょう

開
かいこう

校 備
び

考
こう

中
なか

標
しべ

津
つ

中
ちゅう

学
がっ

校
こう

１９４７（昭
しょう

和
わ

22）年

計
け

根
ね

別
べつ

中
ちゅう

学
がっ

校
こう

１９４７（昭
しょう

和
わ

22）年
平
へいせい

成 27 年、 計
け

根
ね

別
べつ

学
がくえん

園に統
とうごう

合
し、閉

へいこう
校

西
にし

竹
たけ

小
しょう

学
がっ

校
こう

１９４９（昭
しょう

和
わ

24）年
平
へいせい

成 27 年、 計
け

根
ね

別
べつ

学
がくえん

園に統
とうごう

合
し、閉

へいこう
校

第
だい

二
に

俣
また

落
おち

小
しょう

学
がっ

校
こう

１９５３（昭
しょう

和
わ

28）年
昭
しょう

和
わ

47 年、 俣
また

落
おち

小
しょう

に 統
とうごう

合 し、
閉
へいこう

校

中
なか

標
しべ

津
つ

東
ひがし

小
しょう

学
がっ

校
こう

１９６９（昭
しょう

和
わ

44）年

広
こう

陵
りょう

中
ちゅう

学
がっ

校
こう

１９７８（昭
しょう

和
わ

53）年

丸
まる

山
やま

小
しょう

学
がっ

校
こう

１９８２（昭
しょう

和
わ

57）年

計
け

根
ね

別
べつ

学
がく

園
えん

２０１５（平
へ い せ い

成 27）年

※ 俵
たわら

橋
ばし

、武
む さ

佐、開
かい

陽
よう

、俣
また

落
おち

、当
とう

幌
ほろ

、上
かみ

標
しべ

津
つ

、養
よう

老
ろう

牛
うし

、西
にし

竹
たけ

の学
がっ

校
こう

は、中
ちゅう

学
がっ

校
こう

も併
へい

設
せつ

され、
「小

しょう
中
ちゅう

学
がっ

校
こう

」だった時
じ

期
き

がありました。

（初
しょだい

代）

https://www.nakashibetsu.jp/file/contents/5466/43540/nakashibetsuchu.jpg
https://www.nakashibetsu.jp/file/contents/5466/43540/kenebetsuchu.jpg
https://www.nakashibetsu.jp/file/contents/5466/43540/nishitakesho.jpg
https://www.nakashibetsu.jp/file/contents/5466/43540/dai2mataochisho.jpg
https://www.nakashibetsu.jp/file/contents/5466/43540/higashisho.jpg
https://www.nakashibetsu.jp/file/contents/5466/43540/koryochu.jpg
https://www.nakashibetsu.jp/file/contents/5466/43540/maruyamasho.jpg
https://www.nakashibetsu.jp/file/contents/5466/43540/kenebetsugakuen.jpg
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↑令
れい

和
わ

2 年 3 月で閉
へいこう

校となった俵
たわら

橋
ばし

小
しょう

学
がっ

校
こう

↑俵
たわら

橋
ばし

小
しょう

学
がっ

校
こう

閉
へいこう

校の碑
ひ
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メ　モ
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安
あ ん

全
ぜ ん

なくらしとまち5
事
じ

件
けん

・事
じ

故
こ

のない まちをめざして

グラフや表
ひょう

で調
しら

べて考えよう
　わたしたちは、中

なか
標
しべ

津
つ

警
けい

察
さつ

署
しょ

の担
たんとう

当の

地
ち

域
いき

でおきた交
こう

通
つう

事
じ

故
こ

について、グラフ

や表
ひょう

で調
しら

べ、わかったことや考えたこと

を話し合いました。

根
ね

室
むろ

管
かん

内
ない

の交
こう

通
つう

事
じ

故
こ

の件
けん

数
すう

中
なか

標
しべ

津
つ

町
ちょう

内
ない

の交
こうつう

通事
じ こ

故の件
けんすう

数

1

　中
なか

標
しべ

津
つ

署
しょ

の担
たん

当
とう

して
い る 地

ち
域
いき

で は 毎
まいとし

年 ど
のくらいの件

けんすう
数の交

こうつう
通

事
じ こ

故がおこるのだろう。

？
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安
あん

全
ぜん

なくらしとまち5

　交
こう

通
つう

事
じ

故
こ

をへらすための仕
し

事
ごと

をしています。交
こう

通
つう

安
あん

全
ぜん

教
きょう

室
しつ

や、 交
こう

通
つう

整
せい

理
り

、交
こう

通
つう

いはんのとりしまりも仕
し

事
ごと

のひとつ
です。

　交
こう

通
つう

事
じ

故
こ

の原
げん

因
いん

で多いのは
なにかな。

都
と

道
どう

府
ふ

県
けん

別
べつ

交
こうつう

通事
じ こ

故死
し

ワースト５

原
げん

　因
いん

件
けん

数
すう

追
お

いこし 0

歩
ほ

行
こう

者
しゃ

保
ほ

護
ご

2

過
か

労
ろう

運
うん

転
てん

0

信
しん

号
ごう

無
む

視
し

3

一
いち

時
じ

停
てい

止
し

6

前
ぜん

方
ぽう

不
ふ

注
ちゅう

視
し

10

とびだし・歩
ほ

行
こう

者
しゃ

の信
しん

号
ごう

無
む

視
し

などをふくむ
動
どう

静
せい

不
ふ

注
ちゅう

視
し 1

その他
た

・不
ふ

明
めい

9

合
ごう

　計
けい

31
2021年

順
じゅん

位
い

都
と

道
どう

府
ふ

県
けん

名
めい

件
けん

数
すう

１ 神
か

奈
な

川
がわ

県
けん

１４２

２ 大
おお

阪
さか

府
ふ

１４０

３ 東
とう

京
きょう

都
と

１３３

４ 千
ち

葉
ば

県
けん

１２１

５ 北
ほっ

海
かい

道
どう

１２０
2021年

根
ね

室
むろ

管
かん

内
ない

でおこった交
こう

通
つう

事
じ こ

故の主
おも

な原
げんいん

因
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学
がっ

校
こう

のまわりを調
しら

べよう
　学

がっ
校
こう

のまわりを歩いて、道
どう

路
ろ

のようす

や、交
こう

通
つう

事
じ

故
こ

を防
ふせ

ぐための施
し

設
せつ

について

調
しら

べましょう。

　せまい道
どう

路
ろ

、広い道
どう

路
ろ

、交さ点など、道
どう

路
ろ

のようすに
合わせた施

し
設
せつ

やくふうがあるんだね。

　交
こうつう

通のきまりにはどのようなものが
あるのかな。

　交
こう

通
つう

事
じ こ

故を防
ふせ

ぐため
に、学

がっ
校
こう

のまわりには
どのような施

し
設
せつ

がある
だろう。

？
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安
あん

全
ぜん

なくらしとまち5

警
けい

察
さつ

署
しょ

をたずねて調
しら

べよう
　わたしたちは、警

けい
察
さつ

署
しょ

をたずねて、交
こう

通
つう

事
じ

故
こ

がおきてしまったときにはどうす

るのかを教えていただきました。

　中
なか

標
しべ

津
つ

町
ちょう

で 110 番すると、釧
くし

路
ろ

市
し

の通
つう

信
しん

司
し

令
れい

室
しつ

につながります。

　交
こう

通
つう

事
じ

故
こ

を防
ふせ

ぐため
に、警

けい
察
さつ

署
しょ

では、どの
ような仕

し
事
ごと

をしている
のだろう。

？

　交
こう

通
つう

事
じ

故
こ

がおきたら、現
げん

場
ば

へ急
きゅう

行
こう

し、その場で続
つづ

けて
事
じ

故
こ

がおきないように交
こう

通
つう

整
せい

理
り

をしたり、事
じ

故
こ

車
しゃ

を道
どう

路
ろ

のはしに動
うご

かしたりします。
　けが人がいるときには、消

しょう
防
ぼう

署
しょ

に連
れんらく

絡をして救
きゅう

急
きゅう

車
しゃ

を
よびます。また、事

じ
故
こ

の原
げん

因
いん

を明らかにするために、現
げん

場
ば

のようすを調
しら

べます。警
けい

察
さつ

の仕
し

事
ごと

は、速
はや

さが大
たいせつ

切です。

110番のしくみ
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くらしの安
あんぜん

全をまもる警
けい

察
さつ

署
しょ

　わたしたちは、警
けい

察
さつ

署
しょ

で、110 番のし

くみや、警
けい

察
さつ

官
かん

のみなさんが、くらしの

安
あんぜん

全のためにどのような仕
し

事
ごと

をしている

のかを教えていただきました。

　まちでは交
こう

通
つう

事
じ

故
こ

のほかにも、

様
さまざま

々な事
じ

件
けん

がおきています。その

ため、警
けい

察
さつ

官
かん

のみなさんは、わた

したちが 24 時
じ

間
かん

、安
あんしん

心してくら

せるように、次
つぎ

のような仕
し

事
ごと

をし

ています。

・まちのパトロール

・道
みち

案
あん

内
ない

や落
お

とし物
もの

の受
う

けつけ

・おとしよりの家をたずねて注
ちゅう

意
い

をよびかける

・事
じ

件
けん

がおきないように、通
つう

行
こう

人
にん

に協
きょう

力
りょく

をもとめる　など

　警
けい

察
さつ

官
かん

は、どのよう
な仕

し
事
ごと

をしているのだ
ろう。

？

　警
けい

察
さつ

署
しょ

は、交
こう

通
つう

事
じ

故
こ

を防
ふせ

ぐために、町や北
ほっ

海
かい

道
どう

と協
きょう

力
りょく

して、信
しん

号
ごう

機
き

や横
おう

断
だん

歩
ほ

道
どう

などの施
し

設
せつ

を整
ととの

える仕
し

事
ごと

を
したり、町と協

きょう
力
りょく

して、 地
ち

域
いき

や学
がっこう

校で交
こう

通
つう

安
あん

全
ぜん

教
きょう

室
しつ

を
ひらき、交

こう
通
つう

のきまりや、道
どう

路
ろ

の正しい歩き方、自
じ

転
てん

車
しゃ

の正しい乗
の

り方などを教えたりしています。
　また、各

かく
交
こうばん

番から地
ち

域
いき

に向
む

けてのおたよりを出して
防
ぼう

はんや交
こう

通
つう

安
あんぜん

全をよびかけています。

地
ち

域
いき

の人たちと協
きょう

力
りょく

して

https://www.police.pref.hokkaido.lg.jp/00ps/nakashibetsu-syo/index.html
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火
か

事
じ

をふせぐ

グラフや表
ひょう

で調
しら

べて考えよう
　わたしたちは、中

なか
標
しべ

津
つ

町
ちょう

でおきた火
か

事
じ

について、グラフや表
ひょう

で調
しら

べ、わかった

ことや考えたことを話し合いました。

2

　中
なか

標
しべ

津
つ

町
ちょう

では、毎
まい

年
とし

どのくらいの火
か

事
じ

がお
きているのだろう。

？

根
ね

室
むろ

管
かん

内
ない

でおきた火
か

事
じ

の原
げん

因
いん

（2021 年
ねん

度
ど

33 件
けん

）

根
ね

室
むろ

管
かん

内
ない

の火
か

事
じ

の件
けんすう

数 中
なか

標
しべ

津
つ

町
ちょう

の火
か

事
じ

の件
けんすう
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　わたしたちは、学
がっ

校
こう

の消
しょう

防
ぼう

設
せつ

備
び

について調
しら

べました。

　学
がっ

校
こう

の消
しょう

防
ぼう

設
せつ

備
び

の調
しら

べ方

　　①学
がっ

校
こう

の見
み

取
と

り図
ず

を用
よう

意
い

する。

　　②場
ば

所
しょ

を分たんして、消
しょう

防
ぼう

設
せつ

備
び

をさがす。

　　③消
しょう

防
ぼう

設
せつ

備
び

を見つけたら、見
み

取
と

り図
ず

に書きこむ。

　　④見
み

取
と

り図
ず

を持
も

ちよって、一つにまとめる。

　　⑤消
しょう

防
ぼう

設
せつ

備
び

がその場
ば

所
しょ

にあるわけを考える。

学
がっ

校
こう

の中の消
しょう

防
ぼう

設
せつ

備
び

をさがそう
　学

がっ
校
こう

には火
か

事
じ

から守
まも

る設
せつ

備
び

はあるのだろう
か。

？

　火
か

事
じ

の原
げん

因
いん

で多いのは何かな。

　取
とり

灰
ばい

は、バーベキューなどで残
のこ

った
炭
すみ

の燃
も

えかすなどのことを言います。

　火
か

事
じ

をふせぐにはどうすれば
いいのかな。

　ぼくたちの学
がっ

校
こう

には火
か

事
じ

から守
まも

る設
せつ

備
び

はあるのかな。

　学
がっ

校
こう

が火
か

事
じ

になったらどうし
よう…。
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この消
しょう

防
ぼう

設
せつ

備
び

は何だろう。
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体育館

家庭科室

視聴覚室

校務センター

校長室

職員玄関

高学年児童玄関中学年
ステーション

保健室

ト
イ
レ

ト
イ
レ

ト
イ
レ

シ
ャ
ワ
ー

パソコン室

しょう か

しょう か せん

かん

じ どう

ぼう

ねつかん ち き

とびらか

か さいほう ち

ち き

き

教室
きょうしつ

教室
きょうしつ

ほ けんしつ

しょくいん

こう
ちゅうがくねん

ていがくねん

がくねん じ どうげんかん

げんかん

教室
きょうしつ

教室
きょうしつ

教室
きょうしつ

教室
きょうしつ

教室
きょうしつ

教室
きょうしつ

教室
きょうしつ

防

防 防け

け

け

け け

器

器

器

…消火器器

…消火栓栓

…けむり感知器け

…自動火災報知せつび自

…防火扉防

…熱感知器ね

器
栓

栓

栓

ね

ね

ね

ね

ね

ね
ね

ね

ね

ね

ね

ね
ね

ね

ね

ね

ね

ね

ね

ね

ね

ね

ね

ね

ね

ね

ね

ね

低学年玄関

低学年
ステーションね

ね

ね

ね

ね

ね ね ね 自

ね

ね

ていがくねんげんかん

たい

か かてい しつ

しつかくし

こう

こう しつちょう

む

ちょう

いくかん

中
なか

標
しべ

津
つ

小
しょう

学
がっ

校
こう

の消
しょう

防
ぼう

設
せつ

備
び

　消
しょう

火
か

器
き

が、いくつもおかれている部
へ や

屋があるのはどうし
てかな。

　消
しょう

防
ぼ う

設
せ つ

備
び

をなかま分けしてみると、
どのように分けられるかな。

　防
ぼう

火
か

設
せつ

備
び

が階
かい

だんの近くにあるのは、どうしてだろう。
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地
ち

域
いき

の消
しょう

防
ぼう

施
し

設
せつ

を調
しら

べよう
　次

つぎ
に、わたしたちは、学

がっ
校
こう

のまわりに

は、どのような消
しょう

防
ぼう

施
し

設
せつ

があるのか調
しら

べ

ることにしました。

　さがして地
ち ず

図に記
き

入
にゅう

しましょう！

　火
か

事
じ

から守
まも

るために、
学
がっ

校
こう

のまわりにはどの
ような施

し
設
せつ

があるのだ
ろう。

？

さがして地
ち ず

図に記
き

入
にゅう

しましょう！
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消
しょう

防
ぼう

署
しょ

をたずねて調
しら

べよう
　わたしたちは、消

しょう
防
ぼう

署
しょ

をたずねて、

119 番のしくみや、消
しょう

防
ぼう

士
し

さんの仕
し

事
ごと

に

ついて教えていただきました。

　119 番のしくみはど
のようになっているの
だろう。

？

消
しょう

防
ぼう

署
しょ

の人の話
　119 番の電

でん
話
わ

は、すべて中
なか

標
しべ

津
つ

消
しょう

防
ぼう

署
しょ

の中にある
「通

つう
信
しん

指
し

令
れい

室
しつ

」で受
う

けます。119 番を受
う

けると、指
し

令
れい

室
しつ

の画
が

面
めん

には、電
でん

話
わ

をかけた人がいる場
ば

所
しょ

の住
じゅう

所
しょ

と周
しゅう

辺
へん

の地
ち ず

図がうつしだされます。それを見ながら火
か じ

事な
のか事

じ こ
故なのか、何が燃

も
えているのかなどをたしかめ

て、ただちに出
しゅつ

動
どう

します。山のおくをのぞき、出
しゅつ

動
どう

か
ら７～８分ほどで、火

か じ
事や事

じ こ
故の現

げん
場
ば

にかけつけるこ
とを目

もく
標
ひょう

にしています。指
し

令
れい

室
しつ

は、消
しょう

火
か

や救
きゅう

助
じょ

の仕
し

事
ごと

をしやすくするために、必
ひつ

要
よう

に応
おう

じて地
ち

域
いき

の消
しょう

防
ぼう

団
だん

、
警
けい

察
さつ

署
しょ

、ガス会
がい

社
しゃ

、電
でん

力
りょく

会
がい

社
しゃ

、病
びょう

院
いん

などにも連
れん

絡
らく

します。

https://www.nakashibetsu.jp/kurashi/bohanbosai/shobo/
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119番のしくみ

　火
か じ

事を防
ふせ

ぐために、
消
しょう

防
ぼう

署
しょ

では、どのよう
な仕

し
事
ごと

をしているのだ
ろう。

？

消
しょう

防
ぼう

署
しょ

の人の話
　出

しゅつ
動
どう

がないときには、消
しょう

火
か

や救
きゅう

助
じょ

のための器
き

具
ぐ

の点
てんけん

検や訓
くんれん

練などをしていま
す。また、地

ち
域
いき

へでかけて、消
しょう

防
ぼう

施
し

設
せつ

の点
てんけん

検、火
か

災
さい

予
よ

防
ぼう

のよびかけ、消
しょう

火
か

訓
くんれん

練
の指

し
導
どう

などもします。
　消

しょう
防
ぼう

署
しょ

には、24 時
じ

間
かん

、いつでも出
しゅつ

動
どう

できるように、消
しょう

防
ぼう

署
しょ

員
いん

が交
こう

代
たい

で、ね
とまりしています。

↑通
つうしん

信指
し

令
れい

室
しつ

のようす
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火
か じ

事をはやく消
け

すための消
しょう

防
ぼう

の工
く

夫
ふう

をまとめよう

消
しょう

防
ぼう

署
しょ

の一日

↑いつでも出
しゅつ

動
どう

できるように点
てんけん

検します。 ↑出
しゅつ

動
どう

しないときはここで訓
くんれん

練します。

火
か じ

事をはやく消
け

すための消
しょう

防
ぼう

の工
く

夫
ふう

●わかったこと

　・地
ち

域
いき

の消
しょう

防
ぼう

団
だん

、警
けい

察
さつ

署
しょ

、電
でん

力
りょく

会
がい

社
しゃ

、ガス会
がい

社
しゃ

などと協
きょう

力
りょく

している。

　・消
しょう

防
ぼう

施
し

設
せつ

や消
しょう

火
か

器
き ぐ

具の点
てんけん

検、訓
くんれん

練をして火
か じ

事にそなえている。

●思ったこと

　・消
しょう

防
ぼう

署
しょ

員
いん

は、人の命
いのち

を救
すく

う仕
し

事
ごと

に一
いっ

生
しょう

けん命
めい

がんばっている。

○車両資機材の
　点検

しゃ

てんけん

じ

しょうぼうくんれん し

し ごと

どう

む しょ り くんれん

し き ざい くんれん

し ごと

さ さつ じ しん

じ

こうたい

かん

や きん む

し ごと

む しょ りりょう き
ゅ
う

き
ゅ
う

し
ょ
く

ゆ
う

ち
ゅ
う
し
ょ
く

○訓練や査察などの
　仕事

○事務処理などの
　仕事
○トレーニング

○深夜勤務
　(2時間おきに
　交替します）

休
け
い
（
昼
食
）

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

休
け
い
（
夕
食
）○消防訓練指導

　などの仕事

○事務処理・訓練

9：009：15 11：00 12：00 18：00 19：00 22：00 6：30

出動指令があるとすぐに
災害現場に向かいます。

交
替

こ
う
た
い

8：30

交
替

こ
う
た
い

8：30

勤
務
終
了

き
ん

し
ゅ
う
り
ょ
う

む

8：35

前日の勤務だった職員から
仕事を引き継ぎます。

車両のライトやウィンカー
などの点検をします。

災害出動

車両のライトやウィンカー
などの点検や準備体操をし
ます。

真夜中も交替しな
がら、出動にそな
えています。

車両のライトやウィン
カーなどの点検、消防
署のそうじをします。

火事がおきやすい昼食や
夕食の用意の時間帯の出
動にそなえ、時間をずら
して食事をします。

ぜんじつ

し ごと

か じ ま よ なか こうたい しゃりょう

しゅつどう てんけん ぼうしょう

しょ

ちゅうしょく

しょく

しょく じ

しゅつゆう よう

どう じかん

い じ かんたいてんけん び たいそうじゅん

りょうしゃ

つ

きん いんむ しょく しゃ

てんけん

さいがい どうしゅつりょう しゅつどう し れい

さいがいげん ば む
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海の安
あん

全
ぜん

を守
まも

る

　私
わたし

たちが住
す

んでいる日
に

本
ほん

は、まわりが海でかこまれています。

　海の上では、魚をとる漁
ぎょ

船
せん

や荷
に

物
もつ

を運
はこ

ぶ、かもつ船などのたくさんの船が

仕
し

事
ごと

をし、私
わたし

たちの生
せいかつ

活をささえています。海で事
じ

故
こ

がおきた時に船や人を

助
たす

けたり、海の交
こう

通
つう

整
せい

理
り

をしたり、海でのはんざいを取
と

りしまったりして、

みんなが安
あんしん

心してくらすことが出
で き

来るようにする役
やく

目
め

が、海
かい

上
じょう

保
ほ

安
あん

庁
ちょう

の仕
し

事
ごと

です。

　私
わたし

たちの中
なか

標
しべ

津
つ

町
ちょう

の近くにある根
ね

室
むろ

か

いきょうでも、根
ね

室
むろ

海
かい

上
じょう

保
ほ

安
あん

部
ぶ

のじゅん

し船が、24 時
じ

間
かん

365 日パトロールして

います。 

　じゅんし船は事
じ こ

故がおきた時にすぐか

けつけられるように、速
はや

く走ることがで

きたり、小がたのボートをのせていたり、

船の火
か じ

事を消
け

すためのそうちが取
と

りつけ

られています。また、流
りゅう

氷
ひょう

の海でも氷
こおり

を

割
わ

りながら走ることができるじゅんし船
せん

もあります。

3

↑ 流
りゅう

氷
ひょう

に閉
と

じ込
こ

められた漁
ぎょせん

船のために、氷
こおり

を切り開
ひら

き救
きゅう

助
じょ

する「てしお」
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海の地
ち ず

図 ～海
かい

図
ず

～

海の「事
じ

件
けん

・事
じ

故
こ

」は118番

　船が海の上を安
あんしん

心して走るため

に、港
みなと

や灯
とう

台
だい

の位
い

置
ち

、海の深
ふか

さな

どが書かれた地
ち ず

図のことを「海
かい

図
ず

」

といい、船を走らせるためにはか

かせないものです。海
かい

図
ず

を作るた

めに海の深
ふか

さをはかるのも、海
かい

上
じょう

保
ほ

安
あん

庁
ちょう

の重
じゅう

要
よう

な仕
し

事
ごと

の一つです。

　海で事
じ

故
こ

や事
じ

件
けん

がおきたときは 118 番に電
でん

話
わ

します。

　電
でん

話
わ

は海
かい

上
じょう

保
ほ

安
あん

庁
ちょう

の運
うん

用
よう

司
し

令
れい

センターにつながるので、落
お

ち着
つ

いて「いつ、

どこで、何があったのか」をはっきり伝
つた

えましょう。

事
じ

件
けん

・事
じ

故
こ

発
はっ

生
せい

！

現
げん

場
ば

へ急
きゅう

行
こう

せよ！

はい。こちら海
かい

上
じょう

保
ほ

安
あん

庁
ちょう

です。
すぐに救

きゅう
助
じょ

に向
む

かいます！

「118 番」に電
でん

話
わ
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災
さい

害
がい

にそなえるまちづくり

大きな地
じ

震
しん

がおこったら
　わたしたちは町

まち
役
やく

場
ば

に行ったときに、平
へい

成
せい

6 年におこった北
ほっ

海
かい

道
どう

東
とう

方
ほう

沖
おき

地
じ

震
しん

でこわれたかべを保
ほ

存
ぞん

しているのを見つけました。

　そこでわたしたちは、ぎもんに思ったことや知りたいことを、町
まち

役
やく

場
ば

に行っ

て聞いてみることにしました。町
まち

役
やく

場
ば

には、災
さい

害
がい

にそなえる取
とり

組
くみ

を進
すす

めたり、

災
さい

害
がい

がおこったときに関
かん

係
けい

者
しゃ

に協
きょう

力
りょく

を求
もと

めたりする総
そう

務
む

課
か

があります。

4

　中
なか

標
しべ

津
つ

でも大きな地
じ

震
しん

があって、
ひがいが出たんだね。

　ひなんする場
ば

所
しょ

が決
き

まっているのかについても
知りたいな。

　火
か

災
さい

や事
じ

故
こ

のように、地
じ

震
しん

に
そなえるしくみがあるのかな？
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総
そう

務
む

課
か

の人の話
　町では、地

じ
震
しん

がおこったときに、住
じゅう

民
みん

の皆
みな

さんの
安
あん

全
ぜん

を守
まも

るために、関
かん

係
けい

機
き

関
かん

がどのように協
きょう

力
りょく

し合
うかを決

き
めた「地

ち
域
いき

防
ぼう

災
さい

計
けい

画
かく

」を作っています。ふ
だんから住

じゅう
民
みん

に呼
よ

びかけて、災
さい

害
がい

時
じ

にすぐに行
こうどう

動が
とれるように取

と
り組んでいます。

●安
あん
全
ぜん
に避

ひ
難
なん
するための関

かん
係
けい
機
き
関
かん
の役

やく
割
わり

避
ひ

難
なん

所
じょ

住
じゅう

民
みん

地
じ

震
しん

発
はっ

生
せい

！

⃝避
ひ

難
なん

者
しゃ

の把
は

握
あく

⃝食
しょく

事
じ

の分
ぶん

配
ぱい

すぐに避
ひ

難
なん

連
れん

絡
らく

連
れん

絡
らく

情
じょう

報
ほう

交
こう

換
かん

情
じょう

報
ほう

交
こう

換
かん

⃝広
こう

報
ほう

車
しゃ

巡
じゅん

回
かい

⃝戸
こ

別
べつ

避
ひ

難
なん

確
かく

認
にん

⃝避
ひ

難
なん

指
し

示
じ

消
しょう

防
ぼう

署
しょ

・消
しょう

防
ぼう

団
だん

町
まち

役
やく

場
ば

⃝災
さい

害
がい

対
たい

策
さく

本
ほん

部
ぶ

の設
せっ

置
ち

⃝避
ひ

難
なん

勧
かん

告
こく

発
はつ

令
れい

⃝広
こう

報
ほう

車
しゃ

巡
じゅん

回
かい

⃝避
ひ

難
なん

所
じょ

の開
かい

設
せつ

⃝住
じゅう

民
みん

の避
ひ

難
なん

確
かく

認
にん

⃝避
ひ

難
なん

誘
ゆう

導
どう

⃝お年
とし

寄
よ

りや体の不
ふ

自
じ

由
ゆう

な人の援
えん

助
じょ

⃝避
ひ

難
なん

所
じょ

内
ない

の手
て

伝
つだ

い
⃝避

ひ

難
なん

所
じょ

の開
かい

設
せつ

⃝避
ひ

難
なん

先
さき

情
じょう

報
ほう

収
しゅう

集
しゅう

、連
れん

絡
らく

自
じ

主
しゅ

防
ぼう

災
さい

組
そ

織
しき
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安
あん

全
ぜん

なくらしとまち5

命
いのち

を守
まも

る大
たいせつ

切な情
じょう

報
ほう

　大きな地
じ

震
しん

がおこったときに、町が住
じゅう

民
みん

を守
まも

るためにどんなことをしてい

るのか、町
まち

役
やく

場
ば

総
そう

務
む

課
か

の人に教えてもらいました。

総
そう

務
む

課
か

の人の話
～防

ぼう
災
さい

ハンドブックについて
　町では、災

さい
害
がい

時
じ

に住
じゅう

民
みん

の皆
みな

さんがすぐに行
こうどう

動でき
るように防

ぼう
災
さい

ハンドブックを作っています。いざと
いうときの行

こうどう
動について、ふだんから知っておいて

ほしいと思います。
　また、最

さいきん
近は外

がい
国
こく

の方も増
ふ

えてきているので、外
がい

国
こく

語
ご

で書いたハンドブックも作っています。

総
そう

務
む

課
か

の人の話
～様

さま
々
ざま

な情
じょう

報
ほう

発
はっ

信
しん

について
　町では、災

さい
害
がい

時
じ

に住
じゅう

民
みん

の皆
みな

さんに避
ひ

難
なん

の情
じょう

報
ほう

など
をとどけるために、様

さま
々
ざま

なメディアを活
かつ

用
よう

して情
じょう

報
ほう

発
はっ

信
しん

をしています。

●町からの災
さい

害
がい

にかかわる情
じょう

報
ほう

発
はっ

信
しん

・中
なか

標
しべ

津
つ

町
ちょう

緊
きん

急
きゅう

防
ぼう

災
さい

メール（キキボウ）
・フェイスブック、X（旧Ｔｗｉｔｔｅｒ）での
   防

ぼう
災
さい

情
じょう

報
ほう

の発
はっ

信
しん

・ラジオ「ＦＭはな」での緊
きん

急
きゅう

割
わ

り込
こ

み放
ほう

送
そう

・災
さい

害
がい

対
たい

応
おう

型
がた

自
じ

動
どう

販
はん

売
ばい

機
き

での情
じょう

報
ほう

発
はっ

信
しん ↑ FM はな ↑ 災

さ い
害
が い

対
た い

応
お う

型
が た

自
じ

動
ど う

販
は ん

売
ば い

機
き

https://www.nakashibetsu.jp/kurashi/bohanbosai/bousai/
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↑震
し ん

度
ど

階
か い

級
きゅう

（中
な か

標
し べ

津
つ

町
ちょう

防
ぼ う

災
さ い

ハンドブック）

　ところで、地
じ

震
しん

があったときに『震
しん

度
ど

』という
言
こと

葉
ば

を聞くけど、震
しん

度
ど

に応
おう

じて、どんなことをし
たらよいのかな。

　町では、いざというときのために、町のいろいろなし
くみを作ったり、物

もの
を準

じゅん
備
び

したり、情
じょう

報
ほう

を発
はっ

信
しん

したりし
ているんだね。
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安
あん

全
ぜん

なくらしとまち5

避
ひ

難
なん

場
ば

所
しょ

について知っておこう
　大きな地

じ
震
しん

があったときは、すぐに避
ひ

難
なん

のための行
こうどう

動をおこすことの大
たいせつ

切

さを学んだわたしたちは、実
じっさい

際にどこに避
ひ

難
なん

したらよいのかを知りたいと思

い、町
まち

役
やく

場
ば

の人に教えてもらうことにしました。

総
そう

務
む

課
か

の人の話
～避

ひ
難
なん

場
ば

所
しょ

について
町では、小

しょう
学
がっ

校
こう

や中
ちゅう

学
がっ

校
こう

はじめ町の様
さまざま

々な施
し

設
せつ

を避
ひ

難
なん

場
ば

所
しょ

として使
つか

えるようにしています。また、その場
ば

所
しょ

を知らせる看
かん

板
ばん

を目立つ場
ば

所
しょ

に設
せっ

置
ち

しています。

↑中
なか

標
しべ

津
つ

東
ひがし

小
しょう

学
がっ

校
こう

グラウンド↑中
なか

標
しべ

津
つ

東
ひがし

小
しょう

学
がっ

校
こう

↑避
ひ

難
なん

場
ば

所
しょ

を示
しめ

す看
かんばん

板↑丸
まるやま

山公
こうえん

園多
た

目
もくてき

的広
ひろ

場
ば
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　地
じ

震
しん

はいつやってくるかわかりません。学
がっ

校
こう

から家に安
あん

全
ぜん

に帰ることので

きる道や、その道が使
つか

えないときはどうするのかなど、ふだんから家
か

族
ぞく

と確
かく

認
にん

しておくことが大
たいせつ

切です。

↑指
し

定
てい

避
ひ

難
なん

所
じょ
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安
あん

全
ぜん

なくらしとまち5

海のそばにいるときに地
じ

震
しん

がおきたら
～津

つ
波
なみ

へのそなえ～
〇 海のそばにいるときに強い揺

ゆ
れや長い時

じ
間
かん

の揺
ゆ

れを感
かん

じたら、「すぐに高
たか

台
だい

へ避
ひ

難
なん

」しよう
〇海

かい
岸
がん

からはすぐにはなれよう
〇津

つ
波
なみ

警
けい

報
ほう

がでたら、すぐに避
ひ

難
なん

しよう
〇ラジオなどで、「津

つ
波
なみ

の情
じょう

報
ほう

をきちんと確
かく

認
にん

しよう」
〇 津

つ
波
なみ

は繰
く

り返
かえ

しやってくるので、警
けい

報
ほう

や注
ちゅう

意
い

報
ほう

が解
かい

除
じょ

されるまで、気をゆ
るめないようにしよう



75

暴
ぼう

風
ふう

雪
せつ

にそなえる
　地

じ
震
しん

についてのそなえを調
しら

べているときに読んだ防
ぼう

災
さい

ハンドブックに暴
ぼう

風
ふう

雪
せつ

についてのことが書かれていることに気づきました。

　そこで二人は、ぎもんに思ったことや知りたいことを、町
まち

役
やく

場
ば

に行って聞

いてみることにしました。

　雪が降
ふ

ると、みんなで雪遊
あそ

びができてうれし
いけど、こまっている人もいるんだね。

　北
ほっ

海
かい

道
どう

では、暴
ぼう

風
ふう

雪
せつ

による災
さい

害
がい

が毎
まい

年
とし

繰
く

り返
かえ

し
おこっているみたいね。
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安
あん

全
ぜん

なくらしとまち5

総
そう

務
む

課
か

の人の話
　中

なか
標
しべ

津
つ

町
ちょう

では、主
おも

に交
こう

通
つう

障
しょう

害
がい

などの暴
ぼう

風
ふう

雪
せつ

による
災
さい

害
がい

が、毎
まいとし

年おこっています。主
おも

な被
ひ

害
がい

は、交
こう

通
つう

障
しょう

害
がい

ですが、農
のう

業
ぎょう

用
よう

の施
し

設
せつ

や公
こう

共
きょう

施
し

設
せつ

がこわれたりす
る被

ひ
害
がい

もおこっています。
　近

きん
年
ねん

で特
とく

にひどかったのは、2013（平
へいせい

成 25）年
３月２日から３日にかけての暴

ぼう
風
ふう

雪
せつ

で、５人の方が
亡
な

くなりました。

総
そう

務
む

課
か

の人の話
　中

なか
標
しべ

津
つ

町
ちょう

には、暴
ぼう

風
ふう

雪
せつ

による交
こう

通
つう

障
しょう

害
がい

を防
ふせ

ぐため
に、道

どう
路
ろ

に防
ぼう

雪
せつ

柵
さく

やシェルターがあります。また、
視
し

界
かい

が悪
わる

くなっても安
あん

全
ぜん

に車で走れるように、視
し

線
せん

誘
ゆう

導
どう

設
せつ

備
び

（矢
や

羽
ば

根
ね

）を設
せっ

置
ち

しています。

　暴
ぼう

風
ふう

雪
せつ

の災
さい

害
がい

を防
ふせ

ぐために、町ではどんな取
と

り組みをしているのかな？

暴
ぼう

風
ふう

雪
せつ

から町の人を守
まも

るそなえ

　暴
ぼう

風
ふう

雪
せつ

から町の人を守
まも

るために、どんなそなえ
があるんだろうか？
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　町の人が暴
ぼう

風
ふう

雪
せつ

でも安
あんしん

心してく
らせるように様

さまざま
々な設

せつ
備
び

があるの
ね。

↑防
ぼうせつさく

雪柵（吹
ふ

き流
なが

し柵
さく

）

↑防
ぼうせつさく

雪柵（吹
ふきどめ

止柵
さく

）裏
うら

↑スノーシェルター（養
ようろううし

老牛）

↑防
ぼうせつさく

雪柵（吹
ふき

止
どめ

柵
さく

）

↑視
し

線
せん

誘
ゆうどう

導設
せつ

備
び

（矢
や ば ね

羽根）
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メ　モ
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健
け ん

康
こ う

なくらしとまちづくり6
ごみはどこへ

家
か
庭
てい
から出るごみ

　学
がっ

校
こう

や家
か

庭
てい

から出るごみは、どこへ運
はこ

ばれていくのでしょう。みなさんは、自
じ

分
ぶん

の家の近くにあるごみ置
お

き場から、ご

みが運
はこ

ばれていくのを見たことがありま

すか。

　中
なか

標
しべ

津
つ

町
ちょう

では、それぞれの地
ち

域
いき

で決
き

められた日に燃
も

やせるごみ・燃
も

やせな

いごみ・資
し

源
げん

ごみなどに分
ぶん

別
べつ

して、ごみ置
お

き場へ出すことになっています。

その日に合わせて、役
やく

場
ば

から委
い

たくされた業
ぎょう

者
しゃ

の人が収
しゅう

集
しゅう

していってくれる

のです。
※委

い
たく：仕

し ご と
事などを他

ほか
の会

かいしゃ
社や機

き
関
かん

にお願
ねが

いすること

1

　家
か

庭
てい

からはどのくら
いの量

りょう
のごみがでてい

るのだろう。

？

10,000
可燃ごみ
か ねん

へいせい へいせい へいせい れい わ れい わ

う
け
い
れ
り
ょ
う

ふ ねん し げん

（年）

9,000

8,000

7,000

6,000

5,000

4,000

3,000

2,000

1,000

0

受
入
量

（t）

平成28

8,5758,575

平成29

8,5808,580

平成30

8,5558,555

令和元

8,2238,223

令和2

8,3258,325

不燃ごみ 資源ごみ

中
なか
標
しべ
津
つ
で処

しょ
理
り
されているごみの量

りょう
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健
けん

康
こう

なくらしとまちづくり6

　ごみを出すときに、きまりがあるのかな。

　たくさんのごみが出ているね。

https://www.nakashibetsu.jp/kurashi/seikatsu/gomi/bunbetsu/
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　ごみを分
ぶん

別
べつ

して、それぞれちがう
場
ば

所
しょ

に運
はこ

んでいるんだね。

ごみの収
しゅう
集
しゅう
のようす

　燃
も

やせるごみの処
しょ

理
り

のしかたを調
しら

べる

ために、ごみ処
しょ

理
り

施
し

設
せつ

を見
けん

学
がく

することに

しました。

　中
なか

標
しべ

津
つ

町
ちょう

では、それぞれの地
ち

域
いき

で決
き

め

られた日に燃
も

やせるごみ・燃
も

やせないご

み・資
し

源
げん

ごみなどに分
ぶん

別
べつ

してごみを収
しゅう

集
しゅう

しています。

　町全
ぜん

体
たい

から集
あつ

められたごみは、別
べつ

海
かい

町
ちょう

にある『根
ね

室
むろ

北
ほく

部
ぶ

廃
はい

棄
き

物
ぶつ

処
しょ

理
り

広
こう

域
いき

連
れん

合
ごう

ご

み処
しょ

理
り

施
し

設
せつ

』や中
なか

標
しべ

津
つ

町
ちょう

にある『広
こう

域
いき

連
れん

合
ごう

リサイクルセンターくるっと』『中
なか

標
しべ

津
つ

町
ちょう

一
いっ

般
ぱん

廃
はい

棄
き

物
ぶつ

最
さい

終
しゅう

処
しょ

分
ぶん

場
じょう

』という場
ば

所
しょ

に運
はこ

ばれていきます。

　家
か

庭
てい

から出たごみは
どこで処

しょ
理
り

されている
のだろう。

？

↑中
なか

標
しべ

津
つ

町
ちょう

一
いっ

般
ぱん

廃
はい

棄
き

物
ぶつ

最
さい

終
しゅう

処
しょ

分
ぶん

場
じょう

↑根
ね

室
むろ

北
ほく

部
ぶ

廃
はい

棄
き

物
ぶつ

処
しょ

理
り

広
こう

域
いき

連
れん

合
ごう

ごみ処
しょ

理
り

施
し

設
せつ

 

↑広
こう

域
いき

連
れん

合
ごう

リサイクルセンターくるっと

https://www.nakashibetsu.jp/shisetsu_koutsu/shisetsu/sonota/syobunnsyori/
http://nemurohokubu-kouikirengo.jp/blog.php?cID=2
http://nemurohokubu-kouikirengo.jp/blog.php?cID=2
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健
けん

康
こう

なくらしとまちづくり6

　収
しゅう

集
しゅう

する場
ば

所
しょ

によって出す日
も決

き
まっているのね。

　処
しょ

理
り

をする場
ば

所
しょ

がちがうのは
なぜだろう。
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根
ね
室
むろ
北
ほく
部
ぶ
広
こういき
域ごみ処

しょ
理
り
施
し
設
せつ
のしくみ
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健
けん

康
こう

なくらしとまちづくり6

ごみ処
しょ
理
り
施
し
設
せつ

　燃
も

やせるごみの処
しょ

理
り

のしかたを調
しら

べる

ためにごみ処
しょ

理
り

施
し

設
せつ

を見
けんがく

学することにし

ました。

　『根
ね

室
むろ

北
ほく

部
ぶ

廃
はい

棄
き

物
ぶつ

処
しょ

理
り

広
こう

域
いき

連
れん

合
ごう

ごみ処
しょ

理
り

施
し

設
せつ

』では、「流
りゅう

動
どう

床
ゆか

式
しき

ガス化
か

溶
よう

融
ゆう

炉
ろ

」

というしくみを使
つか

って、ごみを処
しょ

理
り

しています。このしくみのおかげで、燃
も

やしたあとのごみをとても少なくすることができます。

　燃
も

やせるごみは、ど
のように処

しょ
理
り

されてい
るのだろう。

？

↑プラットホーム
ごみを受

う
け入れます

↑ガス冷
れい

却
きゃく

室
しつ

排
はい

ガスを冷
れい

却
きゃく

します
↑溶

ようゆう
融炉

ろ

溶
ようゆう

融してスラグを取
と

り出します ↑バグフィルタ
有
ゆうがいぶっしつ

害物質を確
かくじつ

実に除
じょきょ

去し
ます

↑ガス化
か ろ

炉
流
りゅう

動
どう

床
ゆか

式
しき

でごみをガス化
か

します

↑ごみピット
ごみを貯

た
めます
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↑ペットボトル圧
あっ

縮
しゅく

梱
こんぽう

包設
せつ

備
び

　空
あきかん

缶選
せんべつ

別圧
あっ

縮
しゅく

設
せつ

備
び

↑成
せいけいひん

形品（例
れい

）

↑その他
た

プラスチック等
とう

　圧
あっ

縮
しゅく

梱
こんぽう

包設
せつ

備
び

↑ガラスびん選
せんべつ

別破
は

砕
さい

設
せつ

備
び

　トレー・発
はっぽう

泡スチロール減
げんよう

容設
せつ

備
び

　燃
も

やしたあとに、まだごみが残
のこ

っているよ。
どうするんだろう。

　きちんと分
ぶん

別
べつ

がされていないと、鉄
てつ

などの燃
も

やせないご
みが機

き
械
かい

のなかにつまって処
しょ

理
り

できなくなってしまうそう
です。１人ひとりがごみを出すときに、気をつけなくては
なりませんね。

リサイクルセンターくるっとのようす
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健
けん

康
こう

なくらしとまちづくり6

資
し
源
げん
ごみのリサイクル

　『 広
こう

域
いき

連
れん

合
ごう

リ サ イ ク ル セ ン タ ー く

るっと』に運
はこ

ばれたごみがどうなって

いるか、調
しら

べてみました。

　資
し

源
げん

ごみのびんやかん、ペットボトル

などは、係
かかり

の人によってさらに分
ぶん

別
べつ

され

たり、つぶしてかたまりにしたりして、上
じょう

手
ず

にリサイクルできるようにして

います。

　リサイクルできるご
みは、どのように処

しょ
理
り

されるのだろう。

？

　資
し

源
げん

ごみは、この後どう
なるのかな。

　紙
かみ

類
るい

や衣
い

服
ふく

は、新しい製
せい

品
ひん

の原
げん

料
りょう

になっ
たり、もう一度

ど
使
つか

われたりしているみたい
だよ。

　資
し

源
げん

ごみのリサイクルを進
すす

めるために、ごみ
を分

ぶん
別
べつ

して収
しゅう

集
しゅう

しているのね。

　リサイクルできないものが入っていたら、ど
うするんだろう。
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ごみを燃
も
やしたあと

　ごみを燃
も

やしたあとには、灰
はい

が出ま

す。この灰
はい

は、最
さい

終
しゅう

処
しょ

分
ぶん

場
じょう

に運
はこ

ばれ、

燃
も

やせないごみやリサイクルできない

ご み と 一
いっ

緒
しょ

に 土

の 中 に う め ら れ

ます。

　ごみをうめる場
ば

所
しょ

には地
ち

中
ちゅう

に雨などの水を通さ

ず、土をよごさない工
く

夫
ふう

がしてあります。うめられ

たごみにたまった雨などの水は最
さい

終
しゅう

処
しょ

分
ぶん

場
じょう

にある浸
しん

出
しゅつ

水
すい

処
しょ

理
り

施
し

設
せつ

できれいにしてから川に流
なが

されていま

す。

　ごみが燃
も

やされたあ
とは、どうなるのだろ
う。

？

中
なか
標
しべ
津
つ
町
ちょう
一
いっぱん
般廃

はい
棄
き
物
ぶつ
最
さい
終
しゅう
処
しょぶん
分場

じょう

↑浸
しん

出
しゅつ

水
すい

処
しょ

理
り

施
し

設
せつ
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健
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康
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ごみの処
しょ
理
り
にかかる費

ひ
用
よう

　中
なか

標
しべ

津
つ

町
ちょう

のごみ処
しょ

理
り

にかかる費
ひ

用
よう

に

ついて考えました。
　ごみの処

しょ
理
り

にかかる
費
ひ

用
よう

は、どれくらいな
のだろう。

？

　燃
も

やせるごみを出すのに、20ℓや 40ℓ
のふくろを使

つか
うよね。

　中
なか

標
しべ

津
つ

町
ちょう

では、令
れい

和
わ

4 年
ねん

度
ど

には 8,140ｔ
のごみ（燃

も
やせるごみ・燃

も
やせないごみ・資

し

源
げん

ごみの合
ごうけい

計）処
しょ

理
り

するのに 6 億
おく

7,461 万
円もかかったそうだよ。

燃
も

やされた量
りょう

（中
なか

標
しべ

津
つ

町
ちょう

）

平
へいせい

成３０年
ねん

度
ど

6,601ｔ

令
れい

和
わ

元年
ねん

度
ど

6,616ｔ

令
れい

和
わ

２年
ねん

度
ど

6,569ｔ

令
れい

和
わ

3 年
ねん

度
ど

6,660ｔ

令
れい

和
わ

4 年
ねん

度
ど

6,465ｔ
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配
はい

水
すい

区
く

域
いき

取
しゅ

水
すい

川
かわ

中
なか

標
しべ

津
つ

上
じょう

水
すい

道
どう

俣
また

落
おち

川
がわ

開
かい

陽
よう

浄
じょう

水
すい

場
じょう

系
けい

クテクンベツ川
養
よう

老
ろう

牛
うし

温
おん

泉
せん

系
けい

ポンモシベツ川
計
け

根
ね

別
べつ

浄
じょう

水
すい

場
じょう

系
けい

ケネカ川
西
にし

竹
たけ

浄
じょう

水
すい

場
じょう

系
けい

荒
あら

川
かわ

水はどこから

水が家
か
庭
てい
に送
おく
られてくるまで

私
わたし

たちが使
つか

う水は、どこからくるので

しょうか。中
なか

標
しべ

津
つ

町
ちょう

では、５つの配
はい

水
すい

区
く

分
ぶん

があります。自
じ

分
ぶん

の住
す

んでいる地
ち

域
いき

の

水
すい

道
どう

がどこからくるか調
しら

べましょう。

2

　水はどこできれいに
され、送

おく
られてくるの

だろう。

？

↑中
なか

標
しべ

津
つ

町
ちょう

の水
すい

道
どう

の配
はい

水
すい

区
く

分
ぶん
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　私
わたし

たちが使
つか

う水はどのようにしてとどけられているのでしょう。

↑中
なか

標
しべ

津
つ

浄
じょう

水
すい

場
じょう

↑中
ちゅう

央
おう

管
かん

理
り

室
しつ

①取
しゅ

水
すい

きょ・沈
ちん

砂
さ

池
ち

川から水を取
と

り入れ、水
すい

中
ちゅう

の砂
すな

やごみが時
じ

間
かん

がたっ
て沈

しず
むのを待

ま
ちます。

https://www.nakashibetsu.jp/shisetsu_koutsu/shisetsu/sonota/jyosuijyo/
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②水
すい

質
しつ

試
し

験
けん

室
しつ

原
げん

水
すい

に毒
どく

物
ぶつ

が入っていない
か試

し
験
けん

します。
③着

ちゃく
水
すい

井
せい

取
しゅ

水
すい

きょから導
どう

水
すい

され
た原

げん
水
すい

がここから浄
じょう

水
すい

場
じょう

に入ります。

④薬
やく

品
ひん

混
こん

和
わ

池
ち

細かな砂
すな

やごみを沈
しず

めやすくするため固
かた

め
る薬

くすり
を水に混

ま
ぜます。

⑤フロック形
けい

成
せい

池
ち

薬
くすり

を混
ま

ぜてごみをかたまり状
じょう

に大き
くします。

⑦急
きゅう

速
そく

ろ過
か

池
ち

細かいよごれを取
と

り
のぞきます。

⑧配
はい

水
すい

池
ち

きれいになった水を安
あん

定
てい

して送
おく

るた
めにためておきます。

⑨標
しべ

津
つ

川
がわ

水
すいかん

管橋
きょう

⑥薬
やくひん

品沈
ちん

澱
でん

池
ち

水をプラスチック板
ばん

にとおしてごみ
をおとします。

　安
あん

全
ぜん

な飲
の

み水を作るには、いろいろ複
ふく

雑
ざつ

な処
しょ

理
り

をしなくてはいけないんだ。
わたしたちが水をよごしてしまうと、飲

の
み水をつくるのは、今よりももっともっ

と大
たい

変
へん

な仕
し

事
ごと

になってしまう。水をよごさないようにすることは、自
じ

分
ぶん

たちの
飲
の

み水を守
まも

ることでもあるんだね！
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メ　モ
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　町に人が住
す
むようになったのはいつごろで、どのへんということは、はっ

きりしていません。

　しかし、今まで発
はっ
見
けん
された土

ど
器
き
などを調

しら
べてみると、約

やく
6,000 年前には、

じょうもん土
ど
器
き
をつかった人

ひと
々
びと
が住

す
んでいたことがわかっています。

　じょうもん土
ど
器
き
をつかった人

ひと
々
びと
や、その後生

せい
活
かつ
していたぞくじょうもん土

ど

器
き
やさつもん土

ど
器
き
をつかった人

ひと
々
びと
、そしてアイヌの人

ひと
々
びと
は、日当たりのよい

丘
おか
や、水をつかうのにべんりな川の近くに家をつくりました。

　人
ひと
々
びと
はそこで土をやいてつくった土

ど
器
き
や、石でつくった石

せっ
器
き
などをつかい、

山や川からの自
し
然
ぜん
のめぐみをうけて生

せい
活
かつ
していました。

昔
むかし

から今へと続
つづ

くまちづくり7
大
おお

昔
むかし

の中
なか

標
しべ

津
つ

町
ちょう1

↑�ビノス貝で作られ
たペンダント

↑�復
ふく
元
げん
された、たて穴

あな
住
じゅう
居
きょ

↑�たて穴
あな
住
じゅう
居
きょ
あとを発

はっ
掘
くつ
調
ちょう
査
さ
しているようす

���（平
へいせい
成 22年）

↑�イノシシの牙
きば
で作られた

うでわ

　北
ほっ
海
かい
道
どう
には生

せいそく
息していな

いイノシシの牙
きば
で作られた

うでわが計
け
根
ね
別
べつ
市
し
街
がい
の近く

のじょうもん時
じ
代
だい
の遺

い
跡
せき
か

ら発
はっ
見
けん
されている！
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昔
むかし

から今へと続
つづ

くまちづくり7

「和
わ

人
じん

」とアイヌの人たち

　むかしの北
ほっ
海
かい
道
どう
には、たくさんの

アイヌの人が住
す
んでいました。川の

ある所
ところ
にそってコタン（村）があり、

魚や貝、けものをとって生
せい
活
かつ
してい

ました。アイヌの人が住
す
んでいたあ

とやチャシ（山
やま
城
じろ
）のあとがいくつ

かのこされています。これらはたい

てい丘
おか
の上や見

み
晴
は
らしの良

よ
いところ

につくられています。アイヌの人は

熊
くま
などの、たましいを祭

まつ
れば、よろ

こんで神
かみ
の国へ帰って行けると信

しん
じ

ていました。その祭
まつ
りの場

ば
所
しょ
を「熊

くま

送
おく
り場」といいます。熊

くま
は、神

かみ
の子

です。送
おく
るぎ式を、「イヨマンテ」と

いい、とても重
じゅう
要
よう
なものと考えてい

ました。中
なか
標
しべ
津
つ
地
ち
方
ほう
は、アイヌの人

たちが、魚やしか、熊
くま
などをとる、

とても重
じゅう
要
よう
な場だったのです。大

たい
正
しょう

時
じ
代
だい
のはじめに中

なか
標
しべ
津
つ
へ移

い
住
じゅう
した西

にし

村
むら
武
たけ
重
しげ
が、アイヌの人から聞き取

と
り

今の「養
よう
老
ろう
牛
うし
温
おん
泉
せん
」までたどりつき

ました。そこには、ヒグマの頭の骨
ほね
がおよそ 400頭分祭

さい
だんの上にまつら

れていたのを目の当たりにしています。アイヌの人たちは、何
なん
百
びゃく
年
ねん
も前から、

2

↑俣
またおち
落のチャシあと

↑養
よう
老
ろう
牛
うし
温
おん
泉
せん

↑ひぐまの頭
とうこつ
骨の祭

さい
だん

　（出
しゅっ
典
てん
：標
しべ
茶
ちゃ
町
ちょう
町
ちょう
史
し
編
へん
纂
さん
事
じ
務
む
室
しつ
）
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標
しべ
茶
ちゃ
町
ちょう
虹
にじ
別
べつ
より養

よう
老
ろう
牛
うし
へ入

にゅう
浴
よく
しに親

しん
族
ぞく
で行き来して、男の人はヒグマを狩

か
っ

たり、女の人はヤマベを釣
つ
ったり、植

しょく
物
ぶつ
のイラクサを温

おん
泉
せん
にひたしてやわら

かくして着
き
物
もの
の糸を作って編

あ
んでいました。

　また、釧
くし
路
ろ
・根

ね
室
むろ
・網

あば
走
しり
に行く通り道となっていて、アイヌの人たちが利

り

用
よう
する駅

えき
てい（りょかん）もありました。このようにして、アイヌの人たち

は、たがいに助
たす
けあい、村おさの命

めい
れいにしたがって、きまり正しい生

せい
活
かつ
を

おくっていました。

　山や川にはたくさんの食べものがありました。畑
はたけ
で作

さく
物
もつ
も作るようになり

ました。人
ひと
々
びと
は、このようにくらせることを神

かみ
に感

かん
謝
しゃ
していました。

和
わ
人
じん
とアイヌの人

ひと
々
びと

　今から 700年あまり前、海や川の幸
さち
をもとめて、えぞ地とよばれていた

北
ほっ
海
かい
道
どう
に、本

ほん
州
しゅう
からわたってきて住

す
み着

つ
く人が多くなりました。これらの人

たちはアイヌの人たちにたいして、和
わ
人
じん
とよばれていました。

　根
ね
室
むろ
地
ち
方
ほう
にはじめて和

わ
人
じん
がきたのは、250年ほど前のことです。和

わ
人
じん
は、

奥
おく
地
ち
にどんどん入りこみ、アイヌの人たちのとったサケ・マス・ニシン・け

もの毛
け
皮
がわ
、砂

さ
金
きん
などと、自

じ
分
ぶん
が持

も
っている、少しばかりのたばこ・おさけ・

古
こ
道
どう
具
ぐ
などと、取

と
りかえて、大きなりえきをえるようになりました。

　そのうちに、和
わ
人
じん
の商

しょう
人
にん
たちは、物

もの
を取

と
りかえるだけでなく、自

じ
分
ぶん
たちの

漁
ぎょ
場
ば
を開

ひら
いて、大きなあみ

を使
つか
い、一度

ど
にたくさんの

サケ・マス・ニシンをとる

ようになりました。やがて、

アイヌの人たちは、和
わ
人
じん
の

漁
ぎょ
場
ば
へ、むりやりにつれて

いかれ働
はたら
かされるようにま

↑江
え ど
戸時

じ
代
だい
の終

お
わり頃

ころ
の中
なか
標
しべ
津
つ
市
し
街
がい
のあたり

　（北
ほっかいどう
海道大

だいがく
学附

ふ
属
ぞく
図
と
書
しょ
館
かん
所
しょ
蔵
ぞう
）
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昔
むかし

から今へと続
つづ

くまちづくり7

開
かい

たくのはじまり（乾
いぬい

定
さだ

太
た

郎
ろう

の入
にゅう

殖
しょく

）

　明
めい
治
じ
時
じ
代
だい
、新しい国づくりのため、手つかずの自

し
然
ぜん
豊
ゆたか
な北

ほっ
海
かい
道
どう
を開

かい
たくし

て、産
さん
業
ぎょう
をおこすとともに、ロシアなどから北

ほっ
海
かい
道
どう
を守

まも
ることを考

かんが
えてまし

た。

　北
ほっ
海
かい
道
どう
庁
ちょう
が 1886（明

めい
治
じ
19）年に

発
ほっ
足
そく
し、道

どうない
内において開

かい
たくが可

か
のう

な土
と ち
地がどのくらいあるか調

しら
べるた

めの調
ちょう
査
さ
が行われ、「殖

しょく
民
みん
区
く
画
かく
図
ず
」が

作られました。本
ほん
州
しゅう
からの移

い
住
じゅう
者
しゃ
は、

この図を見てどこに入るかを選
えら
んで

入って行きました。町の道
どう
路
ろ
や畑

はたけ
、風

3

↑中
なか
標
しべ
津
つ
原
げん
野
や
の殖

しょく
民
みん
区
く
画
かく
図
ず

でなったのです。そのため、コタンには、子どもと年よりだけがのこされ、

秋から冬まで働
はたら
いても、わずかな米と着

き
物
もの
一枚

まい
くらいしかもらえなかったの

で、とても苦
くる
しい生

せい
活
かつ
をしなければなりませんでした。

　アイヌの人たちは、このような和
わ
人
じん
のやり方にたいして、自

じ
分
ぶん
たちのくら

しを守
まも
るために、和

わ
人
じん
とのたたかいを何

なんかい
回もしました。

　北
ほっ
海
かい
道
どう
の開

かい
たくが進

すす
み入

にゅう
殖
しょく
者
しゃ
によって、森

しんりん
林がつぎつぎと切りたおされ、

大きな道
どう
路
ろ
がつくられるようになると、ついに、アイヌの人たちも住

す
みなれ

た土
と
地
ち
に別

わか
れをつげ、去

さ
っていかなければなりませんでした。こうして、様

さまざま
々

な事
こと
があった後、アイヌの人たちにも和

わ
人
じん
と同

おな
じようなくらしができるよう

に、いろいろなきまりがつくられるようになったのです。

　もともとアイヌの人たちの住
す
む土

と
地
ち
だった北

ほっ
海
かい
道
どう
には、アイヌの人たちに

ついての物
もの
語
がたり
がたくさん伝

つた
えられています。
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などから産
さん
業
ぎょう
およびくらしを守

まも
る防

ぼう

風
ふう
林
りん
などのサイズや規

き ぼ
模は、この図

がもとになっています。

　その後、1907（明
めい
治
じ
40）年に町

ちょう

内
ない
で最

さい
初
しょ
の牧

ぼく
場
じょう
が芦

あし
沢
ざわ
勇
ゆう
吉
きち
によって

俵
たわら
橋
ばし
地
ち
区
く
で営

いとな
まれ、試

し
験
けん
的
てき
に開

かい
たく

に入る人もいました。開
かい
たくが本

ほん
格
かく

的
てき
になったのは、明

めい
治
じ
時
じ
代
だい
の終

お
わり

頃
ころ
のことで、北

ほっ
海
かい
道
どう
の中でも遅

おそ
いほ

うでした。1911（明
めい
治
じ
44）年に乾

いぬい

定
さだ
太
た
郎
ろう
を団

だん
長
ちょう
とした団

だん
体
たい
の移

い
住
じゅう
によ

り開
かい
たくが進

すす
んでいきました。

開
かい

たくの苦
く

労
ろう

　北
ほっ
海
かい
道
どう
を開

かい
たくするために、北

ほっ
海
かい
道
どう
庁
ちょう
では、北

ほっ
海
かい
道
どう
のようすを書いた案

あん
内
ない

や、映
えい
画
が
を作って、たくさんの人がくるようにせんでんしました。

　1911（明
めい
治
じ
44）年、町に、はじめて開

かい
たく者

しゃ
が入

にゅう
殖
しょく
してから大

たい
正
しょう
時
じ
代
だい

4

↑根
こん
釧
せん
台
だい
地
ち
の格
こう
子
し
状
じょう
防
ぼう
風
ふう
林
りん

↑芦
あし
沢
ざわ
牧
ぼく
場
じょう
内の馬と芦

あし
沢
ざわ
勇
ゆう
吉
きち

↑乾
いぬい
定
さだ
太
た
郎
ろう
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にかけて、少しずつ人がふえてきまし

た。そのころの町は、道らしい道も

なく、大
だいしんりん
森林のおいしげったところで

したが、この原
げん
野
や
に入るにはおもに3

つの道がつかわれました

　そのひとつは、釧
くし
路
ろ
から小さな船

にのって釧
くし
路
ろ
川
がわ
をすすみ、次

つぎ
に、人

が泊
と
まったり休んだり、馬を乗

の
りか

える駅
えき
てい所

しょ
から駅

えき
てい所

しょ
へと歩い

て中
なか
標
しべ
津
つ
にむかう方

ほう
法
ほう
。

　もうひとつは、釧
くし
路
ろ
から根

ね
室
むろ
まで

船できて、そこから標
しべ
津
つ
まで歩いて

中
なか
標
しべ
津
つ
に入るか、または、船で標

しべ
津
つ

まできて中
なか
標
しべ
津
つ
にくる方

ほう
法
ほう
。

　さいごは、網
あば
走
しり
から斜

しゃ
里
り
まで歩い

て、駅
えき
てい所

しょ
に泊

と
まりながら何

なん
日
にち
も

かかって、根
こん
北
ぽく
峠
とうげ
をこえ、川

かわ
北
きた
を通

り中
なか
標
しべ
津
つ
につくなどの方

ほう
法
ほう
でした。

　大
たい
正
しょう
時
じ
代
だい
の開

かい
たく者

しゃ
は、おもにこの

3つの道を通ってきたのですが、女の

人や子ども、老
ろう
人
じん
のいる家

か
族
ぞく
をつれ

て、あせを流
なが
し、足にマメができても、いく日もかかって歩いたのです。

　川の近くは農
のう
業
ぎょう
によい土

と ち
地なので、みんな早いもの勝

か
ちで手に入れようと

しました。

　そして、まず最
さい
初
しょ
に小さな小

こ
屋
や
を建

た
てます。

　この小
こ
屋
や
は、人が手を合わせておがんだときのような、三

さんかくけい
角形のそまつな

↑せんでんの案
あん
内
ない

↑武
む
佐
さ
の駅

えき
てい所

しょ
（今の上

かみ
武
む
佐
さ
市
し
街
がい
）

↑おがみ小
こ
屋
や
の復

ふく
元
げん
（開

かい
陽
よう
小
しょう
学
がっこう
校）
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ものなので、「おがみ小
こ
屋
や
」とか「ちゃくしゅ小

こ

屋
や
」などとよばれました。このほかにも、その

形から「あみがさ小
こ
屋
や
」、「さんかく小

こ
屋
や
」、「カ

マボコ小
こ
屋
や
」などとよばれるものもありました。

次
つぎ
に、大きな木を切りたおして焼

や
き、家を建

た
て

る場
ば
所
しょ
をつくってから、ササやカヤの屋

や
根
ね
をつ

けたほっ立
たて
小
こ
屋
や
を作るのです。�

　開
かい
たく者

しゃ
の中には、木の皮

かわ
をはりつけてその

上に土をかけるという、当
とう
時
じ
としてはりっぱな

小
こ
屋
や
を建

た
てる人もいました。

　家と家は遠
とお
くはなれていて、小さな道がつい

ているだけです。

　入
にゅう
殖
しょく
した人は、このような小

こ
屋
や
に住

す
みながら

開
かい
たくをはじめました。

　馬をかりるのには、お金がかかるので、重
おも
い

クワを持
も
ち、ひとクワひとクワ自

じ
分
ぶん
の手で土

と ち
地

をたがやしました。ですから、1反歩（＝いっ

たんぶ＝10アール）の土
と ち
地をたがやすのに10日もかかりました。

　それでも、毎
まいにち
日毎

まいにち
日あせにまみれながら、一

いっ
生
しょう
けん命に働

はたら
いたのです。

　冬になると屋
や
根
ね
やかべのすき間から雪が入りこみました。朝、目がさめる

と、ふとんの上は白くなり、えりははくいきでカチカチにこおっていました。

　食べ物
もの
は、そば粉

こ
で作った、だんごやそば焼

や
きが多く、麦にマメやイナキ

ビを混
ま
ぜたごはんは、ごちそうでした。お米は、お盆

ぼん
やお正

しょう
月
がつ
のときだけし

か食べられなかったのですが、川には、たくさんのサケやマスがのぼってき

たので、食べ物
もの
にはこまりませんでした。

　服
ふく
はほとんど着

き
物
もの
を着

き
ていました。子どもたちは、冬でも（わたの入った）

↑開
かい
たくの記

き
念
ねん
にとられた写

しゃ
真
しん

↑昭
しょう
和
わ
の初

はじ
め頃
ころ
の家

か
族
ぞく
写
しゃ
真
しん
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北
ほっ

海
かい

道
どう

農
のう

事
じ

試
し

験
けん

場
じょう

の開
かい

設
せつ

と酪
らく

農
のう

への切り替
か

え

　移
い
住
じゅう
者
しゃ
の指

し
導
どう
とこの地

ち
方
ほう
に合った

農
のう
業
ぎょう
の試

し
験
けん
や研

けん
究
きゅう
をおこなうため、国

が 1927（昭
しょう
和
わ
2）年に北

ほっ
海
かい
道
どう
農
のう
事
じ
試
し

験
けん
場
じょう
根
ね
室
むろ
支
し
場
じょう
（現

げん
在
ざい
の伝

でん
成
せい
館
かん
）を作り

ました。

　手つかずの原
げん
野
や
に、当

とう
時
じ
都
と
会
かい
でもめ

ずらしかったコンクリートづくりの

建
たて
物
もの
が中

なか
標
しべ
津
つ
にできたことから、移

い

住
じゅう
者
しゃ
は中

なか
標
しべ
津
つ
に夢

ゆめ
や希

き
望
ぼう
を感

かん
じ移

い
住
じゅう

する人がふえて、市
し
街
がい
地
ち
はまたたく

まに大きくなりました。

　開
かい
たく当

とう
時
じ
の農

のう
業
ぎょう
は、おもにそば

や大
だい
豆
ず
など畑

はたけ
を作っていました。し

かし開
かい
たくはきびしい自

し
然
ぜん
環
かん
境
きょう
のた

め、毎
まい
年
とし
夏に気

き
温
おん
が上がらないこと

が原
げん
因
いん
で作

さくもつ
物が育

そだ
たず悩

なや
まされていました。特

とく
に 1931、1932（昭

しょう
和
わ
６、７）

年は作
さく
物
もつ
が育

そだ
たず、たくさんの人が土

と ち
地をはなれていくことになりました。

これをきっかけに酪
らく
農
のう
へと切り替

か
えられるようになりました。

5

↑完
かんせい
成したばかりの試

し
験
けん
場
じょう

↑現
げん
在
ざい
の試

し
験
けん
場
じょう
（伝

でん
成
せい
館
かん
）

着
き
物
もの
を着

き
て、手ぬぐいで、ほおかぶりして学

がっこう
校に通いました。

　くつは、わらで作った、ぞうりやツマゴ、鮭
さけ
の皮

かわ
で作ったくつをはくこと

もあったそうです。冬には赤いもうふを足にまきつけて、わらぐつをはいた

り、雪の上を歩くときは、かんじきをはいたりしました。
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交
こう

通
つう

の歴
れき

史
し

　江
え ど
戸時

じ
代
だい
の終

お
わりころ、標

し
津
べつ
川
がわ
とケ

ネカ川沿
ぞ
いにあったアイヌの人たち

のふみ分け道を江
え
戸
ど
幕
ばく
府
ふ
が新たに作

り直して、標
しべ
津
つ
から計

け
根
ね
別
べつ
を通って斜

しゃ

里
り
へ通ずる道がつくられました。

　その道は、70年程
ほど
の間、たくさん

の人に使
つか
われましたが、毎

まいとし
年冬になる

と通ることができなかったり、雪で壊
こわ

れてしまう大
たい
変
へん
な道だったりしたこ

とから、明
めい
治
じ
時
じ
代
だい
の中頃

ごろ
には今の根

こん
北
ぽく

峠
とうげ
を通る道に替

か
わっていきました。

　明
めい
治
じ
時
じ
代
だい
の終

お
わり頃

ころ
から始

はじ
まった

開
かい
たくにより移

い
住
じゅう
者
しゃ
がふえるにつれ

て、道
どう
路
ろ
ができて中

なか
標
しべ
津
つ
各
かく
地
ち
に駅

えき
てい

6

↑大きくなってきた中
なか
標
しべ
津
つ
市
し
街
がい
（東 1条

じょう
通り）

↑江
え
戸
ど
時
じ
代
だい
終
お
わり頃

ころ
の標

しべ
津
つ
のようす

　（北
ほっかいどう
海道大

だいがく
学附

ふ
属
ぞく
図
と
書
しょ
館
かん
所
しょ
蔵
ぞう
）

↑養
よう
老
ろう
牛
うし
の駅
えき
てい所

し ょ
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所
しょ
がつくられるようになりました。

　1925（大
たい
正
しょう
14）年には、人やモ

ノを運
はこ
ぶため、鉄

てつ
道
どう
よりも線

せん
路
ろ
幅
はば
の

せまい「しょくみん軌
き
道
どう
」が日

に
本
ほん
で

初
はじ
めて使

つか
われていきました。ほとん

どの動
どう
力
りょく
は馬でしたが、1929（昭

しょう
和
わ

４）年には、ガソリン機
き
関
かん
車
しゃ
が走り

はじめました。

　昭
しょう
和
わ
になって、移

い
住
じゅう
者
しゃ
が増

ふ
えるに

つれて、「しょくみん軌
き
道
どう
」だけでは、

肥
ひ
料
りょう
などのモノを運

はこ
ぶことが間に合

わないので、鉄
てつ
道
どう
が通ることをきた

いしていました。ついに1937（昭
しょう
和
わ

12）年 10 月移
い
住
じゅう
者
しゃ
たちが待

ま
ちのぞ

んでいた鉄
てつ
道
どう
が開

かい
通
つう
しました。

　標
しべ
津
つ
線
せん
というこの路

ろ
線
せん
は、厚

あっ
床
とこ
―

中
なか
標
しべ
津
つ
の支

し
線
せん
と、標

しべ
茶
ちゃ
―中

なか
標
しべ
津
つ
―根

ね

室
むろ
標
しべ
津
つ
の本

ほん
線
せん
からなり、丸

まる
山
やま
公
こう
園
えん
の

郷
きょう
土
ど
館
かん
横
よこ
にある蒸

じょう
気
き
機
き
関
かん
車
しゃ
の C11 や

C12が走ることもありました。

　鉄
てつ
道
どう
の開

かい
通
つう
は、毎

まい
年
とし
のように続

つづ
く

凶
きょう
作
さく
にうちのめされた住

じゅう
民
みん
にとって、

新しい希
き
望
ぼう
を与

あた
えてくれました。ま

た交
こう
通
つう
が便

べん
利
り
になったことで、中

なか
標
しべ

津
つ
地
ち
方
ほう
の開

かい
たくがいっそう進

すす
み、中

なか
標
しべ
津
つ
は根

ね
室
むろ
内
ない
陸
りく
の中

ちゅう
心
しん
地
ち
として、酪

らく
農
のう
だ

けでなく商
しょう
業
ぎょう
も大きく発

はっ
展
てん
したことから中

なか
標
しべ
津
つ
村
むら
が誕

たん
生
じょう
しました。

↑しょくみん軌
き
道
どう

↑鉄
てつ
道
どう
が開

かい
通
つう
したばかりの頃

ころ

↑旧
きゅう
中
なか
標
しべ
津
つ
駅
えき
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　一日も休
やす
むことなく利

り
用
よう
されてき

た鉄
てつ
道
どう
は中

なか
標
しべ
津
つ
の発

はっ
展
てん
になくてはな

らないものでしたが、自
じ
動
どう
車
しゃ
の普

ふ
及
きゅう

や道
どう
路
ろ
網
もう
の整

せい
備
び
により、その役

やく
割
わり
を

失
うしな
ってしまい、1989（平

へい
成
せい
元）年 4

月２９日をもって廃
はい
止
し
されました。

　今、駅
えき
のあったところは中

なか
標
しべ
津
つ
町
ちょう

交
こう
通
つう
センターになっています。

　いっぽう、戦
せん
争
そう
中
ちゅう
につくられた飛

ひ

行
こう
場
じょう
を整

せい
備
び
した、中

なか
標
しべ
津
つ
空
くうこう
港が 1965

（昭
しょう
和
わ
40）年に開

かいこう
港しました。

　だんだん乗
の
る人が増

ふ
えてきたため

飛
ひ
行
こう
機
き
は大きくなり、札

さっぽろ
幌や東

とう
京
きょう
への

定
てい
期
き
便
びん
が毎

まいにち
日飛

と
ぶようになりました。

　荒
あ
れ地だった根

ね
室
むろ
原
げん
野
や
の中

なか
標
しべ
津
つ
は、

一年中ガスがたちこめていて、農
のう
業
ぎょう
ど

ころか、人も住
す
めないと信

しん
じられてき

ました。

　しかし、1909（明
めい
治
じ
42）年に、

俵
たわら
橋
ばし
、川
かわ
北
きた
地
ち
区
く
で開

かい
こんをためしてみ

たところ、農
のう
業
ぎょう
ができることがわかり

↑急
きゅう
に大きくなった中

なか
標
しべ
津
つ
市
し
街
がい

↑札
さっ
幌
ぽろ
への定

てい
期
き
便
びん
（YS11型

がた
機
き
）

↑廃
はいせん
線となった中

なか
標
しべ
津
つ
駅
えき

中
なか

標
しべ

津
つ

村
むら

のはじまり7
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ました。このことが道
どう
内
ない
外
がい
に伝

つた
えられると。俵

たわら

橋
ばし
・武

む
佐
さ
・開
かい
陽
よう
・俣
また
落
おち
に開

かい
たくする農

のう
家
か
がふえ、

人
じん
口
こう
も多くなってきました。

　1918（大
たい
正
しょう
７）年に 1,731 人（400戸）だっ

た人
じんこう
口も、1932（昭

しょう
和
わ
７）年には、中

なか
標
しべ
津
つ
市
し

街
がい
地
ち
だけで 100戸をこえるようになりました。

　海
かい
岸
がん
地
ち
方
ほう
にくらべ内

ない
陸
りく
は、開

かい
発
はつ
がおくれぎみ

でしたが、1923（大
たい
正
しょう
12）年に標

しべ
津
つ
、中

なか
標
しべ

津
つ
をふくめて標

しべ
津
つ
村
むら
となりました。昭

しょう
和
わ
になっ

て開
かい
たくが急

きゅう
に進

すす
み、学

がっ
校
こう
や店ができ、道

どう
路
ろ
が

つくられ、郵
ゆう
便
びん
局
きょく
が置

お
かれ、電

でん
話
わ
も使

つか
えるようになりましたが、1931（昭

しょう

和
わ
６）、1932（昭

しょう
和
わ
７）年には、夏

か
季
き
に気

き
温
おん
が上がらず作

さく
物
もつ
が育

そだ
たない不

ふ

作
さく
に合うなど、大

たい
変
へん
苦
く
労
ろう
をしたこともありました。

　その後、中
なか
標
しべ
津
つ
の方がどんどんひらけ、人

じん
口
こう
も 9,644 人となり、1946

（昭
しょう
和
わ
21）年に中

なか
標
しべ
津
つ
村
むら
となりました。

↑�不
ふ
作
さく
から立ち上がるためスロー

ガンが書かれた杭
くい

　第
だい
２次

じ
世
せ
界
かい
大
たい
戦
せん
が終

お
わり、国は戦

せん
争
そう

から帰ってきた人たちに働
はたら
いてもら

うため、そして食べものをたくさん作

らなければならなかったので、戦
せん
後
ご
開
かい

たくが進
すす
められました。

　中
なか
標
しべ
津
つ
でも俣

また
落
おち
や西

にし
竹
たけ
地
ち
区
く
を中

ちゅう
心
しん

とする広
こう
大
だい
で平

へい
坦
たん
な土

と
地
ち
が緊

きん
急
きゅう
開
かい
た

戦
せん

後
ご

開
かい

たく8

↑開
かい
たく者

しゃ
が住

す
んでいた小

こ
屋
や
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　1950（昭
しょう
和
わ
25）年１月１日、中

なか
標
しべ
津
つ
村
むら
は中

なか
標
しべ
津
つ
町
ちょう
と改

あらた
められました。

　中
なか
標
しべ
津
つ
町
ちょう
は、根

ね
室
むろ
管
かん
内
ない
内
ない
陸
りく
部
ぶ
の中

ちゅう
心
しん
となり、鉄

てつ
道
どう
やバスが集

あつ
まっていて、

羅
ら
臼
うす
、根

ね
室
むろ
をはじめ、釧

くし
路
ろ
方
ほう
面
めん
に行くにもとても便

べん
利
り
になりました。

　また、平
へいせい
成に入って鉄

てつ
道
どう
はなくなってしまいましたが、中

なか
標
しべ
津
つ
空
くう
港
こう
があり、

飛
ひ
行
こう
機
き
で札

さっ
幌
ぽろ
や東

とう
京
きょう
などにわずかな時

じ
間
かん
で行けるようになりました。

　このように、交
こう
通
つう
が便

べん
利
り
になってきたことや町の開

かい
発
はつ
が進

すす
んできたことか

ら、いろいろな店や役
やく
所
しょ
ができて、新しい町として栄

さか
えるようになりました。

　中
なか
標
しべ
津
つ
市
し
街
がい
には人

じん
口
こう
の大

たい
半
はん
が集

あつ
まっており、役

やく
所
しょ
や銀

ぎん
行
こう
をはじめ、いろい

ろな商
しょう
店
てん
や大

おお
型
がた
店
てん
が立ち並

なら
び、さらにこの地

ち
方
ほう
の人

ひと
々
びと
の生

せいかつ
活になくてはなら

ないものがほとんどそろっており、周
しゅう
辺
へん
市
し
町
ちょう
から買い物

もの
に来るようになりま

した。

　地
ち
球
きゅう
が丸く見える開

かい
陽
よう
台
だい
、歴

れき
史
し
のある養

よう
老
ろう
牛
うし
温
おん
泉
せん
、おいしいチーズや牛

ぎゅう
乳
にゅう

町の発
はっ

展
てん9

く地として入
にゅう
殖
しょく
が進

すす
められ、たくさ

んの人がやってきました。

　しかし、戦
せん
争
そう
後で食べ物

もの
が手には

いりにくい上、大
たい
変
へん
な作

さ
業
ぎょう
の毎

まいにち
日の

ため、この土
と
地
ち
を離

はな
れていく人もた

くさんいました。

　戦
せん
争
そう
が終

お
わってからの 10年

ねんかん
間で、

1,379 人（377戸）が定
てい
着
ちゃく
しました。

　その後の根
こん
釧
せん
パイロットファーム事

じ
業
ぎょう
をはじめ、国の事

じ
業
ぎょう
により農

のう
地
ち
が広

がっていきました。

↑レーキドーザーでの開
かい
こん
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昔
むかし

から今へと続
つづ

くまちづくり7

が、広くみんなに知られるようにな

りました。

　また、中
なか
標
しべ
津
つ
町
ちょう
は酪

らく
農
のう
がさかんで、

およそ 43,000 頭（2022（令
れい
和
わ
４）

年現
げんざい
在）の牛がかわれ、馬れいしょ

のほかにも、てんさいや大
だいこん
根、ブロッ

コリー、小
こ
麦
むぎ
、そばなども作られて

います。

　村から町になってからも人
じんこう
口は毎

まい

年
とし
ふえてきました。根

ね
室
むろ
振
しん
興
こう
局
きょく
管
かん
内
ない

で根
ね
室
むろ
市
し
に次

つ
いで２番目に大きな町

に発
はっ
展
てん
しました。

　町の人
ひと
々
びと
は、この中

なか
標
しべ
津
つ
町
ちょう
を、もっ

と豊
ゆた
かな住

す
みやすい町にしようと考

え、努
ど
力
りょく
してきました。

　今も、町に住
す
む人

ひと
々
びと
の考えや、願

ねが
いをもとにつくられた、町づくりの計

けい
画
かく

↑町になった頃
ころ
の中
なか
標
しべ
津
つ
市
し
街
がい

↑今の中
なか
標
しべ
津
つ
市
し
街
がい

↑開
かい
陽
よう
台
だい
のてんぼう館

かん
（平
へい
成
せい
7 年）
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町の“おたから”を探
さが
して、見てみよう〜

北
ほっかいどう
海道デジタルミュージアム

　北
ほっかいどう
海道デジタルミュージアムでは、郷

きょう
土
ど
館
かん
で展

てん
示
じ
されている資

し
料
りょう
をネット上で見ること

ができます！

　URL 又
また
は QRコードより、アクセスして「施

し
設
せつ
情
じょう
報
ほう
」ページの右側

がわ
の

「収
しゅう
蔵
ぞう
資
し
料
りょう
」をクリックして資

し
料
りょう
を探

さが
したり、見ることができます。

サイト管
かん
理
り
者
しゃ
：北

ほっかいどう
海道環

かん
境
きょう
生
せいかつ
活部

ぶ
文
ぶん
化
か
局
きょく
文
ぶん
化
か
振
しんこう
興課

か

URL：https://hokkaido-digital-museum.jp/facility/ 中標津町郷土館 /

によって、次
つぎ
々
つぎ
に新しい仕

し
事
ごと
が進

すす
め

られています。

　みなさんも、どうすればこの中
なか
標
しべ

津
つ
町
ちょう
をもっと住

す
みよい豊

ゆた
かな町にす

ることができるか、いろいろ考えた

り話し合ったりしましょう。

学
がく
習
しゅう
のまとめ

　「中
なか
標
しべ
津
つ
町
ちょう
のうつりかわり」を学

がく
習
しゅう
して分かったことをまとめましょ

う。

①中
なか
標
しべ
津
つ
の昔

むかし
はアイヌの人たちが住

す
んでいた。

②�開
かい
たくのため人

ひと
々
びと
が住

す
み着

つ
くようになったのは 100 年ほど前から

である。

③開
かい
たくは、人の力によるもので、長い間の苦

く
労
ろう
があった。

④�自
じ
分
ぶん
たちの住

す
んでいるところをよくしようとする、地

ち
域
いき
の人

ひと
々
びと
の協

きょう

力
りょく
があった。

↑�開
かい
たくから 100年の時をかけてできた空か

ら見える格
こう
子
し
状
じょう
防
ぼう
風
ふう
林
りん
の風
ふう
景
けい
がつくられた。

https://hokkaido-digital-museum.jp/facility/%E4%B8%AD%E6%A8%99%E6%B4%A5%E7%94%BA%E9%83%B7%E5%9C%9F%E9%A4%A8
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わたしたちの北
ほっ

海
かい

道
どう

のまちづくり8
北
ほっ

海
かい

道
どう

の地
ち

図
ず

を広げて

北
ほっ

海
かい

道
どう

の地
ち

図
ず

を見てみよう
　みんなで、北

ほっ
海
かい

道
どう

の地
ち

図
ず

や、中
なか

標
しべ

津
つ

町
ちょう

とそのまわりの地
ち

図
ず

を見ながら話し合い

ました。

1

　私
わたし

たちが住
す

んでいる
北
ほっ

海
かい

道
どう

の市
し

町
ちょう

村
そん

の位
い

置
ち

、
北
ほっ

海
かい

道
どう

の形や土
と ち

地の高
さは、どんなようすだ
ろう。

？

根室市

中標津町

標津町標津町

羅臼町羅臼町
らら うすうすちょうちょう

しべしべ

なかなか

べつべつかいかいちょうちょう

ねね むろむろ しし

しべしべ ちょうちょうつつ

つつ ちょうちょう

別海町別海町

札幌市

函館市

旭川市

釧路市
帯広市

稚内市
わっかない し

あさひかわ し

さっぽろ し

はこだて し

おびひろ し

くし ろ し
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わたしたちの北
ほっ

海
かい

道
どう

のまちづくり8

　ぼくたちの住
す

んでいる中
なか

標
しべ

津
つ

町
ちょう

は、
北
ほっ

海
かい

道
どう

の東側
がわ

にあるんだね。

　よく見ると北
ほっ

海
かい

道
どう

は、金
きん

魚
ぎょ

のような形をしているね。
とても、おぼえやすい形だね。

　中
なか

標
しべ

津
つ

町
ちょう

から見た稚
わっか

内
ない

市
し

の位
い

置
ち

を、
方
ほう

位
い

で表
あらわ

してみましょう。

　中
なか

標
しべ

津
つ

町
ちょう

のまわりには、標
しべ

津
つ

町
ちょう

や別
べつ

海
かい

町
ちょう

などの
まちがあるよ。

　稚
わっか

内
ない

市
し

は、北と西の間にあるから、中
なか

標
しべ

津
つ

町
ちょう

の
北
ほく

西
せい

にあります。
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　みんなは、上の地
ち

図
ず

を調
しら

べて、下の北
ほっ

海
かい

道
どう

の「高い山・長い川ベスト５」

の表
ひょう

を完
かん

成
せい

させました。

北
ほっ

海
かい

道
どう

の長い川ベスト５

順
じゅん

位
い

川の名
な

前
まえ 長さ

( 全
ぜん

長
ちょう

) 
１ ㎞
２ ㎞
３ ㎞
４ ㎞
５ ㎞

北
ほっ

海
かい

道
どう

の高い山ベスト５

順
じゅん

位
い

山の名
な

前
まえ

高さ

１ m
２ m
３ m
４ m
５ m

　調
しら

べているうちに地
ち

図
ず

にぬってある色は、それぞれの高さを表
あらわ

しているこ

とに気づきました。

　みんなは、北
ほっ

海
かい

道
どう

の地
ち

形
けい

を知るため、地
ち

図
ず

では土
と ち

地の高さがどのように表
あらわ

されているかくわしく知りたいと思いました。

長い川
第
だい

2 位
い

高い山
第
だい

4 位
い

高い山
第
だい

1 位
い

〜大
たい

雪
せつ

山
ざん

　　　　　岳
だけ

第
だい

2 位
い

〜大
たい

雪
せつ

山
ざん

　　　　　岳
だけ

第
だい

3 位
い

〜大
たい

雪
せつ

山
ざん

　　　　　岳
だけ

第
だい

5 位
い

〜大
たい

雪
せつ

山
ざん

　　　　　岳
だけ

長い川
第
だい

1 位
い

長い川
第
だい

4 位
い

長い川
第
だい

3 位
い長い川

第
だい

5 位
い



112

わたしたちの北
ほっ

海
かい

道
どう

のまちづくり8

地
ち

図
ず

で見る土
と

地
ち

の高さ
　みんなは、地

ち
図
ず

を見ていて、気になる

ところを見つけました。

　そこで、土
と

地
ち

の高さを表
あらわ

す時に用いられる「等
とう

高
こう

線
せん

」の見
み

方
かた

を、先
せんせい

生に教

えていただくことにしました。

　地
ち

図
ず

は、土
と

地
ち

の高さ
を、どのような方

ほう
法
ほう

で
表
あらわ

しているのだろう。

？

　地
ち

図
ず

には、緑
みどり

のところと、茶
ちゃ

色
いろ

のと
ころがあるね。

　茶
ちゃ

色
いろ

のところは、山を表
あらわ

して
いるみたいだね。

等
とう

高
こう

線
せん

　土
と

地
ち

の高さを地
ち

図
ず

に表
あらわ

すために考えられたもの
で、海

かいがん
岸からの高さが同じところを結

むす
んだ線のこ

とです。

等
とう

高
こう

線
せん

からわかること
　①地

ち
図
ず

をよく見ると、高さを表
あらわ

す数
すう

字
じ

が書いてあります。
　②地

ち
図
ず

上
じょう

の場
ば

所
しょ

が、どれくらいの高さなのかがわかります。
　③等

とう
高
こう

線
せん

の間かくから、土
と

地
ち

のかたむきがゆるやかか、急
きゅう

なのかがわかります。

600
m

低い所

少し高い所

高い所
ところ

ところ

ところひく

400

200

0
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250m250m 375m375m

300300
200200
100100

島島
しましま

海海

海海

ウウ

イイアア

イイアア

エエ

00

100100

200200

300300

　土
と

地
ち

の高さの表
あらわ

し方がわかったみんなは、113 ページの北
ほっ

海
かい

道
どう

の地
ち

図
ず

で、

土
と

地
ち

の高さが、どのように色
いろ

分
わ

けされているかを、先
せんせい

生に教えていただきま

した。そして、わかった北
ほっ

海
かい

道
どう

の地
ち

図
ず

の形について話し合いノートにまとめ

ました。

　反
はん

対
たい

に、等
とう

高
こう

線
せん

の間かくが
広いところは、かたむきがゆ
るやかになるのですね。

　ウとエではどちらの方がかたむ
きが急

きゅう
でしょうか。左の図からも

わかるように、等
とう

高
こう

線
せん

の間かくが
せまいところは、かたむきが急

きゅう
に

なります。

北
ほっ

海
かい

道
どう

の地
ち

形
けい

　・山
さん

地
ち

と平
へい

地
ち

が入り組んでいる。
　・北

ほっ
海
かい

道
どう

の中
ちゅう

央
おう

には高い山が並
なら

んでいて、土
と

地
ち

が高くなっている。
　・北

ほっ
海
かい

道
どう

のまわりは、海に面
めん

している。
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わたしたちの北
ほっ

海
かい

道
どう

のまちづくり8

　北
ほっ

海
かい

道
どう

のどこで、ど
んな農

のう
産
さん

物
ぶつ

が作られて
いるのだろう。

？

函館
はこだて

札幌
さっぽろ

帯広
おびひろ

北見
きた み

釧路
くし ろ

旭川
あさひかわ

苫小牧
とま こ まい

　平
へい

野
や

でつくられている所
ところ

が多いね。

かぼちゃ
ゆりね
じゃがいも
だいこん
メロン
いんげん
米

アスパラガス馬
にんじん
小
こ

麦
むぎ

大
だい

豆
ず

小
あ ず き

豆
ブロッコリー

生
せ い

乳
にゅう

たまねぎ

てんさい

農
のう

業
ぎょう

のさかんな地
ち

域
いき

　みんなは、地
ち

図
ず

帳
ちょう

の地
ち

図
ず

の中から、北
ほっ

海
かい

道
どう

で作られているものをさがして、話

し合いました。すると、北
ほっ

海
かい

道
どう

で作られ

ているものは、農
のう

業
ぎょう

、漁
ぎょ

業
ぎょう

、工
こう

業
ぎょう

にかか

わる３つの種
しゅ

類
るい

に分けることが出
で き

来たの

で、グループで分
ぶん

担
たん

して調
しら

べ、わかったことを発
はっ

表
ぴょう

することにしました。み

んなは、北
ほっ

海
かい

道
どう

の資
し

料
りょう

などを見て、どんな農
のう

産
さん

物
ぶつ

が、どこで作られているか

を調
しら

べました。そして、各
かく

地
ち

で作られている農
のう

産
さん

物
ぶつ

の絵をカードに書いて、

北
ほっ

海
かい

道
どう

の地
ち

図
ず

にはりました。その地
ち

図
ず

を見ながら、北
ほっ

海
かい

道
どう

の農
のう

業
ぎょう

のようすに

ついて話し合いました。

北
ほっ

海
かい

道
どう

でつくられている主
おも

な農
のう

産
さん

物
ぶつ



115

　みんなは、北
ほっ

海
かい

道
どう

で、たくさんの農
のう

産
さん

物
ぶつ

が作られていることを知りました。
その中には、生

せい
産
さん

量
りょう

が全
ぜん

国
こく

で一番多い物
もの

があることがわかりました。

　そして、わかったことを絵
え

地
ち

図
ず

に表
あらわ

し、北
ほっ

海
かい

道
どう

の農
のう

業
ぎょう

についてノートにま

とめました。

　調
しら

べてみて、中
なか

標
しべ

津
つ

では酪
らく

農
のう

やじゃがいもの畑
はた

作
さく

がさかんなことがわか
りました。

北
ほっ

海
かい

道
どう

が全
ぜんこく

国１位
い

の農
のう

産
さん

物
ぶつ

（ホクレンホームページ　北
ほっ

海
かい

道
どう

の農
のう

業
ぎょう

についてより　令
れい

和
わ

2 年
ねん

度
ど

データ）

米づくり
　石

いし
狩
かり

平
へい

野
や

や上
かみ

川
かわ

盆
ぼん

地
ち

などでは、米づくりが有
ゆう

名
めい

です。最
さい

近
きん

では、とてもおい
しいと評

ひょう
判
ばん

の新しい種
しゅ

類
るい

のお米も作られました。北
ほっ

海
かい

道
どう

では、最
もっと

も質
しつ

の高い、
特
とく

Ａ
エー

ランクのお米が３種
しゅ

類
るい

あります。

畑
はた

作
さく

　十
と

勝
かち

や北
きた

見
み

などでは、畑
はた

作
さく

がさかんです。特
とく

に麦
むぎ

類
るい

や豆
まめ

類
るい

、たまねぎやじゃ
がいもなどが有

ゆう
名
めい

です。また、てんさいという作
さく

物
もつ

は、砂
さ

糖
とう

の原
げん

料
りょう

で、日
に

本
ほん

で
作られる砂

さ
糖
とう

のおよそ 80％がてんさいから作られています。

酪
らく

農
のう

　宗
そう

谷
や

や釧
くし

路
ろ

、根
ね

室
むろ

などでは、酪
らく

農
のう

がさかんです。たくさんの生
せ い

乳
にゅう

をしぼって
います。

にんじん
19.5 万ｔ

（32.7％）

たまねぎ
88.6 万ｔ

（65.6％）

てんさい
391.2 万ｔ
（100％）

小
こ

麦
むぎ

6.3 万ｔ
（66.4％）

じゃがいも
173.2 万ｔ
（80％）

かぼちゃ
8.8 万ｔ

（47.3％）

小
あ ず き

豆
4 万 9 千ｔ
（93.6％）

生
せい

乳
にゅう

415.9 万ｔ
（55.9％）
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わたしたちの北
ほっ

海
かい

道
どう

のまちづくり8

漁
ぎょ

業
ぎょう

のさかんな地
ち

域
いき

　みんなは、北
ほっ

海
かい

道
どう

のまわりの海で、ど

んな海
かい

産
さん

物
ぶつ

をとったり、養
よう

しょくしたり

しているのか調
しら

べました。

　北
ほっ

海
かい

道
どう

は海に囲
かこ

まれているため、たく

さんの漁
ぎょ

港
こう

があることがわかりました。

　また、北
ほっ

海
かい

道
どう

の３つの海では、それぞ

れの海でとれる物
もの

のちがいがあることが

わかりました。

　北
ほっ

海
かい

道
どう

の海で、どん
な海

かい
産
さん

物
ぶつ

がとれるのだ
ろう。

？

海
かい

産
さん

物
ぶつ

　魚や貝などの海でとれ
るものと、その加

か
工
こう

品
ひん

。

養
よう

しょく
　魚、貝、海そうなどを、
人
に ん げ ん

間が手を加
く わ

えて、増
ふ

や
し育

そ だ
てること。

函館函館

森森
室蘭室蘭

苫小牧苫小牧

岩内岩内

余市余市

小樽小樽

石狩湾新港石狩湾新港

増毛増毛

留萌留萌

羽幌羽幌

稚内稚内
わっかわっかないない

はは ぼろぼろ

るる もいもい

ましまし けけ

よよ いちいち いしいしかりかりわんわんしんしんこうこう

いわいわ

もりもり

ないない

むろむろらんらん

ええ さしさし

まつまつまえまえ
はこはこだてだて

うらうらかわかわ

とと かちかち

くしくし ろろ

しべしべ つつ

あばあばしりしり

もんもんべつべつ

ええ さしさし

らら うすうす

あっあっけしけし

おちおちいしいし

ねね むろむろ

おお だいとうだいとう

さまさま にに

とまとま まいまいここ

おお たるたる

枝幸枝幸

紋別紋別

網走網走 羅臼羅臼

標津標津
尾岱沼尾岱沼

根室根室
落石落石

厚岸厚岸釧路釧路

十勝十勝

様似様似

浦河浦河

松前松前

江差江差

北
ほっ

海
かい

道
どう

の主
おも

な港
みなと
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太
たい

平
へい

洋
よう

さんま、さけ、かになどがたくさんとれます。かき、うになどの養
よう

しょくもさ
かんです。

日
に

本
ほん

海
かい

かれい、ほっけ、ひらめなどがとれます。あわびなどの養
よう

しょくもさかんです。

オホーツク海
かい

ほっけ、ます、たこ、かになどがとれます。ほたて漁
りょう

もさかんです。

↑北
ほっかい

海しまえび（打
う

たせ網
あみ

漁
りょう

）

↑さけの定
てい

置
ち

網
あみ

漁
りょう

↑さんまの水揚
あ

げ

↑コンブ漁
りょう
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わたしたちの北
ほっ

海
かい

道
どう

のまちづくり8

工
こう

業
ぎょう

のさかんな地
ち

域
いき

　みんなは、北
ほっ

海
かい

道
どう

の工
こう

業
ぎょう

のようすにつ

いて調
しら

べました。先
せんせい

生に教えていただき

ながら、北
ほっ

海
かい

道
どう

庁
ちょう

のホームページなどで、

北
ほっ

海
かい

道
どう

で作られている主
おも

な工
こう

業
ぎょう

製
せい

品
ひん

など

を調
しら

べ、絵カードにして地
ち ず

図にはり付
つ

け

ました。

　室
むろ

蘭
らん

市
し

や苫
とま

小
こ

牧
まい

市
し

で
工
こう

業
ぎょう

がさかんなのは、
なぜだろう。

？

函館
はこだて

札幌
さっぽろ

紋別
もんべつ

小樽
お たる

室蘭
むろらん

帯広
おびひろ

北見
きた み

釧路
くし ろ

旭川
あさひかわ

苫小牧
とま こ まい

船

ビール
車
食ひん
ガラス
家
か ぐ

具
牛
ぎゅう

乳
にゅう

さとう
でんわ

かんづめ
鉄
てつ

製
せい

油
ゆ

紙

　海や川にそったところ以
い

外
がい

に
も工

こう
場
じょう

があるのは、どうしてだ
ろう？

北
ほっ

海
かい

道
どう

でつくられている 主
おも

な工
こう

業
ぎょう

製
せい

品
ひん
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　さらに、工
こう

場
じょう

でつくられた物
もの

の出
しゅっ

荷
か

額
がく

を調
しら

べました。特
とく

に多いのが苫
とま

小
こ

牧
まい

市
し

であることがわかりました。

　これらの地
ち

域
いき

では、どんな物
もの

が作
つく

られていて、なぜ、工
こう

業
ぎょう

がさかんになっ

たのかを地
ち ず

図帳
ちょう

や資
し

料
りょう

を使
つか

って調
しら

べました。

　みんなは、工
こう

業
ぎょう

がさかんなのは、広い土
と ち

地があり、物
もの

を運
はこ

ぶのに便
べん

利
り

な場
ば

所
しょ

だと気づきました。そこで、道
どう

路
ろ

や鉄
てつ

道
どう

などについても調
しら

べることにしま

した。

作られている主
おも

な製
せい

品
ひん

・室
むろ

蘭
らん

市
し

…鉄
てつ

など ( 苫
とま

小
こ

牧
まい

市
し

に近い )
・苫

とま
小
こ

牧
まい

市
し

…紙、自
じ

動
どう

車
しゃ

この地
ち

域
いき

で工
こう

業
ぎょう

がさかんなわけ
・ 海に面

めん
しているので、船で大

たい
量
りょう

の原
げん

料
りょう

を運
はこ

んできたり、大きくて重
おも

たい製
せい

品
ひん

を
送
おく

り出したりするのに便
べん

利
り

だから。

北
ほっ

海
かい

道
どう

の主
おも

な都
と し

市の工
こう

業
ぎょう

従
じゅう

業
ぎょう

者
しゃ

数
すう

北
ほっ

海
かい

道
どう

の主
おも

な都
と し

市の製
せい

造
ぞう

品
ひん

出
しゅっ

荷
か

額
がく

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000 115,924
13,285

4,053

5,896

2,432 2,233
1,730 1,617

（令和2年国勢調査より）
れい わ れい わ こう とうけいかくほうぎょうこくせい さちょう

（令和2年工業統計確報より）

札
幌
市

さ
っ
ぽ
ろ
し

さ
っ
ぽ
ろ
し

は
こ
だ
て
し

お
び
ひ
ろ
し

は
こ
だ
て
し

お
び
ひ
ろ
し

く
し
ろ

し

く
し
ろ

し

む
ろ
ら
ん
し

む
ろ
ら
ん
し

と
ま

ま
い

こ

し

あ
さ
ひ
か
わ
し

あ
さ
ひ
か
わ
し

札
幌
市

旭
川
市

旭
川
市

函
館
市

函
館
市

苫
小
牧
市

と
ま

ま
い

こ

し

苫
小
牧
市

帯
広
市

帯
広
市

釧
路
市

釧
路
市

室
蘭
市

室
蘭
市

24,253
17,553 19,227

12,675 12,561 9,155

（人） （人）

0

3,000

6,000

9,000

12,000

15,000
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わたしたちの北
ほっ

海
かい

道
どう

のまちづくり8

北
ほっ

海
かい

道
どう

の交
こう

通
つう

のようす
　北

ほっ
海
かい

道
どう

各
かく

地
ち

でつくられた工
こう

業
ぎょう

製
せい

品
ひん

や農
のう

産
さん

物
ぶつ

、海
かい

産
さん

物
ぶつ

は、トラックや鉄
てつ

道
どう

、船や

飛
ひ

行
こう

機
き

で、道
どう

内
ない

や他
ほか

の都
と

府
ふ

県
けん

、外
がい

国
こく

に運
はこ

ばれていきます。

　また、2016（平
へいせい

成 28）年には、新
しん

函
はこ

館
だて

北
ほく

斗
と

〜新
しん

青
あお

森
もり

間
かん

を走る北
ほっ

海
かい

道
どう

新
しん

幹
かん

線
せん

が開
かい

業
ぎょう

し、2030（令
れい

和
わ

12）年ま

でには札
さっ

幌
ぽろ

駅
えき

まで、路
ろ

線
せん

が延
の

びる予
よ

定
てい

です。

　新
しん

幹
かん

線
せん

が延
えん

線
せん

すると、札
さっ

幌
ぽろ

駅
えき

から東
とう

京
きょう

まで、陸
りく

路
ろ

で 4 時
じ

間
かん

半
はん

。札
さっ

幌
ぽろ

駅
えき

か

ら函
はこ

館
だて

駅
えき

までは、1 時
じ

間
かん

15 分ほどで到
とう

着
ちゃく

することになります。

　みんなは、広い土
と ち

地の北
ほっ

海
かい

道
どう

を、高
こう

速
そく

道
どう

路
ろ

や鉄
てつ

道
どう

が、どこにどのようにつ

ながっているのかを調べ、わかったことをノートにまとめました。

　北
ほっ

海
かい

道
どう

の交
こう

通
つう

のよう
すには、どんな特

とく
ちょ

うがあるのだろう。

？

根
ね
室
むろ

網
あ
走
ばしり

北
きた
見
み

旭
あさひ
川
かわ留

る
萌
もい

苫
とま
小
こ
牧
まい

新
しん
得
とく

士
し
別
べつ
剣
けん
淵
ぶち

中
なか
札
さつ
内
ない

様
さま
似
に

富
ふ
良
ら
野
の

岩
いわ
見
み
沢
ざわ

新
しん
夕
ゆう
張
ばり

奥お
く
し
り
と
う

尻
島

利り

尻し
り

島と
う

礼れ

文ぶ
ん
島と
う

宗そ
う

谷や

本ほ
ん

本ほ
ん

本ほ
ん

館だ
て

函は
こ

網も
う

釧せ
ん

北
ほく
本
ほん

本
ほん

本
ほん

室
むろ

蘭
らん

本
ほん

本
ほん

高
だか

線
せん

線
せん

線
せん

線
せん

留
る
萌
もい

線
せん

富
ふ ら の
良野線

せん

石
せき

根
ね

室
むろ

線せ
ん

線せ
ん

線せ
ん

高
こう

速
そく

自
じ

動
どう

車
しゃ

道
どう

と
自
じ

動
どう

車
しゃ

専
せん

用
よう

道
どう

路
ろ

おもな国
こく

道
どう

空
くう

港
こう

港
みなと

北
ほっ

海
かい

道
どう

新
しん

幹
かん

線
せん

鉄
てつ

道
どう

新
しん
函
はこだて
館北
ほく
斗
と

木
き
古
こ
内
ない

小
お
樽
たる

札
さっぽろ
幌

滝
たき
川
がわ

占
しむ
冠
かっぷ 帯

おびひろ
広

足
あし
寄
ょろ

浦
うら
幌
ほろ

深
ふか
川
がわ

室
むろらん
蘭

長
おしゃ
万
まん
部
べ

函
はこだて
館

釧
くし
路
ろ

稚
わっか
内
ない

紋
もん
別
べつ

北
ほっ

海
かい

道
どう

の主
おも

な港
みなと

、鉄
てつ

道
どう

、道
どう

路
ろ

、空
くう

港
こう
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　みんなは、交
こう

通
つう

によって、道
どう

内
ない

の各
かく

地
ち

が、様
さまざま

々な場
ば

所
しょ

とつながっているこ

とを知りました。そして、このつながりが、ものや人の行き来を支
ささ

えている

ことに気づきました。

北
ほっ

海
かい

道
どう

の交
こう

通
つう

のようすを調
しら

べて
・道

どう
路
ろ

や鉄
てつ

道
どう

は、主
おも

な都
と し

市をつなぐように通っている。
・空

くう
港
こう

や港
みなと

もたくさんの都
と

市
し

にある。
・大きな駅

えき
や空

くう
港
こう

は、札
さっ

幌
ぽろ

市
し

のあたりにある。
・高

こう
速
そく

道
どう

路
ろ

は、札
さっ

幌
ぽろ

を中
ちゅう

心
しん

にのびてきている。
・新

しん
幹
かん

線
せん

が登
とう

場
じょう

し、札
さっ

幌
ぽろ

駅
えき

まで線
せん

路
ろ

が延
の

びる予
よ

定
てい

である。

↑新
しん

千
ち

歳
とせ

空
くうこう

港

↑高
こうそく

速道
どう

路
ろ

↑北
ほっ

海
かい

道
どう

新
しん

幹
かん

線
せん

↑特
とっ

急
きゅう

列
れっしゃ

車

↑フェリー
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わたしたちの北
ほっ

海
かい

道
どう

のまちづくり8

函館市

札幌市

小樽市
帯広市

釧路市

中標津町置戸町

網走市

根室市

旭川市

稚内市
ないわっか し

かわあさひ し

たるお し

ぽろさっ し

ひろおび し

しりあば し

ろくし し

むろね し

しべなか つ ちょう
おけ と ちょう

だてはこ し

まいとま こ し

苫小牧市

北
ほっ

海
かい

道
どう

の特
とく

色
しょく

を生かしたまちづくり

特
とく

産
さん

物
ぶつ

や観
かん

光
こう

で知られる地
ち

域
いき

　北
ほっ

海
かい

道
どう

全
ぜん

体
たい

のようすを調
しら

べたみんな

は、道
どう

内
ない

には様
さまざま

々な地
ち

域
いき

があることを知

りました。

　次
つぎ

に、特
とく

産
さん

物
ぶつ

や観
かん

光
こう

でよく知られるい

くつかの地
ち

域
いき

を選
えら

び、人
ひと

々
びと

のくらしにつ

いて、くわしく調
しら

べることにしました。

　まず、グループごとに、観
かん

光
こう

案
あん

内
ない

など

の資
し

料
りょう

や写
しゃ

真
しん

、インターネットなどを利
り

用
よう

して、知っていることを発
はっ

表
ぴょう

するポス

ターをつくることにしました。

2

　特
とく

産
さん

物
ぶつ

や観
かん

光
こう

で有
ゆう

名
めい

な道
どう

内
ない

の地
ち

域
いき

はどこだ
ろう。

函
はこ

館
だて

市
し

：夜
や

景
けい

 
 ロープウエイに乗

の
って

函
はこ

館
だて

山
やま

から見る夜
や

景
けい

は
最
さい

高
こう

です。

札
さ っ

幌
ぽ ろ

市
し

：時
と

計
け い

台
だ い

　 大
お お

通
どおり

公
こ う

園
え ん

の 近 く に
あって外

が い
国
こ く

人
じ ん

も来てい
ます。

？

小
お

樽
たる

市
し

：ガラス細
ざい

工
く

　古い建
たて

物
もの

の近くに運
うん

河
が

がありガラス細
ざい

工
く

も
有
ゆう

名
めい

です。

稚
わっか

内
ない

市
し

：タラバガニ
漁
ぎょ

業
ぎょう

と観
かん

光
こう

の町でロシ
アの人もたくさんいま
す。
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函館市

札幌市

小樽市
帯広市

釧路市

中標津町置戸町

網走市

根室市

旭川市

稚内市
ないわっか し

かわあさひ し

たるお し

ぽろさっ し

ひろおび し

しりあば し

ろくし し

むろね し

しべなか つ ちょう
おけ と ちょう

だてはこ し

まいとま こ し

苫小牧市

　みんなが発
はっ

表
ぴょう

した地
ち

域
いき

のうち、林
りん

業
ぎょう

とオケクラフトの町、置
おけ

戸
と

町
ちょう

をくわし

く調
しら

べることにしました。

　苫
とま

小
こ

牧
まい

市
し

に行ったことがあるけど、大きな港
みなと

や製
せい

紙
し

工
こう

場
じょう

があったよ。釧
くし

路
ろ

と似
に

ている感
かん

じがしたよ。

　小
お

樽
たる

に住
す

んでいるおばあちゃんの家に遊
あそ

びに行ったと
き、運

うん
河
が

に連
つ

れて行ってもらったよ。たくさんの観
かん

光
こう

客
きゃく

が
来ていて、とてもびっくりしたよ。

根
ね

室
む ろ

市
し

：サンマ
　近くの海でサンマや
カニがたくさんとれま
す。

置
おけ

戸
と

町
ちょう

：オケクラフト
　地

ち
域
いき

産
さん

業
ぎょう

を生かした
オケクラフトを作って
います。

中
なか

標
しべ

津
つ

町
ちょう

：開
かい

陽
よう

台
だい

　全
ぜん

国
こく

から観
かん

光
こう

客
きゃく

がた
くさん来ます。

釧
くし

路
ろ

市
し

：釧
くし

路
ろ

湿
しつ

原
げん

 日
に

本
ほん

一
いち

広い湿
しつ

原
げん

で国
こく

立
りつ

公
こう

園
えん

に指
し

定
てい

されていま
す。



124

わたしたちの北
ほっ

海
かい

道
どう

のまちづくり8

林
りん

業
ぎょう

とオケクラフトの町　置
おけ

戸
と

町
ちょう

①オケクラフトって何？　

　置
おけ

戸
と

町
ちょう

では、森
しん

林
りん

に恵
めぐ

まれた資
し

源
げん

を生

かして木の器
うつわ

「オケクラフト」を作って

います。

　みんなは、美
うつく

しい器
うつわ

に興
きょう

味
み

を持
も

ち、置
おけ

戸
と

町
ちょう

がどんなところか、そして、なぜ、

このような木の器
うつわ

を作っているのかを調
しら

べてみることにしました。

　置
おけ

戸
と

町
ちょう

では、木
もく

製
せい

品
ひん

を作るために「オ

ケクラフトセンター森
しん

林
りん

工
こう

芸
げい

館
かん

」を建
た

て

ました。

　置
おけ

戸
と

町
ちょう

でオケクラフ
トがさかんになったの
はなぜだろう。

？

置
おけ

戸
と

町
ちょう

メモ
人
じん

口
こう

…2,712 人
　　　2022 年７月 31 日
面
めん

積
せき

… 527.27 平
へい

方
ほう

キ ロ
メートル

面
めん

積
せき

の８割
わり

以
い

上
じょう

を森
しん

林
りん

が
しめる、林

りん
業
ぎょう

と農
のう

業
ぎょう

のさ
かんな町です。
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　そこでは、主
おも

にエゾマツやカバなどを使
つか

っておわんやさら、おぼんなどの

木の食
しょっ

器
き

類
るい

を作ったり、それらの木
もく

製
せい

品
ひん

を作る人を育
そだ

てています。

　つくられた木
もく

製
せい

品
ひん

は、森
しん

林
りん

工
こう

芸
げい

館
かん

のショップにたくさん展
てん

示
じ

され売られて

います。ここで作られた木の食
しょっ

器
き

は、置
おけ

戸
と

町
ちょう

の認
にん

定
てい

こども園や給
きゅう

食
しょく

で使
つか

われ

ていて、みんなよろこんで使
つか

っているそうです。

木の器
うつわ

のいいところ
①手で持

も
ってもあつくない。

②木でできているので、修
しゅう

理
り

することができる。
③ プラスチックや陶

とう
器
き

の食
しょっ

器
き

よりも、音が優
やさ

しく
あたたかみがある。

↑ツナポテトオムレツ
　ブロッコリーサラダ
　アスパラの味

み そ
噌汁

しる

↑鶏
とりにく

肉のカレー炒
いた

め
　キャベツのマカロニサラダ
　玉

たまねぎ
葱の味

み そ
噌汁

しる

↑肉
にく

豆
どう

腐
ふ

　ほうれん草のおかか和
あ

え
　じゃがいもの味

み そ
噌汁

しる

30 年以
い

上
じょう

前から給
きゅう

食
しょっ

器
き

として使
し

用
よう

されているオケクラフト。毎
まい

日
にち

の献
こん

立
だて

は旬
しゅん

の野
や

菜
さい

や地
じ

元
もと

の食
しょく

材
ざい

を
使
つか

い、手作りのソースやドレッシングを作ることもあります。
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②オケクラフトができるまで　

　みんなは、オケクラフトがどのように 

作られるのか調
しら

べてみることにしました。
　オケクラフトはどの
ように作られるのだろ
う。

？

　原
げん

木
ぼく

はエゾマツ。
　一

いっ
定
てい

の厚
あつ

さに切り出します。

　かんそう機
き

に入れ、ふくまれる水
すい

分
ぶん

を 10％にし
ます。

　おおまかに切り出したあとに、ろくろでけずりや
すいように丸くけずり出し、なかをくりぬきます。

　かんそうした材
ざい

料
りょう

におおまかにサイズをとって、
電
でん

動
どう

ののこぎりで切り出します。

①原
げん

木
ぼく

・切り出し

②かんそう

④あらぐり

③木取
ど

り
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　かんそう機
き

に５分ほど入れ、ふくまれる水
すいぶん

分を８％
ていどにし、くるいを出します。

　木
もっ

工
こう

ろくろをつかって仕
し

上
あ

げます。最
さい

後
ご

にサンド
ペーパーをかけて仕

し
上
あ

げます。

　できあがりまでの流
なが

れです。最
さい

初
しょ

は右の大まかな形から、機
き

械
かい

や職
しょく

人
にん

さんの手
て

作
さ

業
ぎょう

によっ
て左になるにしたがって完

かん
成
せい

していきます。職
しょく

人
にん

さんによっては１か月に 400 個
こ

も作る
人がいるそうです。また、効

こう
率
りつ

よく作るために同じ工
こう

程
てい

をまとめて作る工
く

夫
ふう

をしているよ
うです。

　木
き

地
じ

を大
だい

事
じ

にするためとうめい色のものを使
つか

いま
す。また体に安

あん
全
ぜん

なものが使
つか

われています。

⑤くるいだし・かんそう

⑥しあげけずり

できあがり

⑦とそう
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③オケクラフトにこめた願
ねが

い　

　置
おけ

戸
と

町
ちょう

を調
しら

べていくうちに、昔
むかし

から林
りん

業
ぎょう

がさかんな地いきだと知りました。きっと

町の産
さん

業
ぎょう

と関
かん

係
けい

があるのだと思い、工
こう

芸
げい

館
かん

館
かん

長
ちょう

さんに、お話を聞いてみました。

　置
おけ

戸
と

町
ちょう

では、オケクラフトを通して「人を育
そだ

てる」「産
さん

業
ぎょう

を育
そだ

てる」まちづく

りをしていることがわかりました。

　オケクラフトを作っ
ている人たちは、 どの
ような願

ねが
いを持

も
ってい

るのだろうか。

？

オケクラフト森
しん

林
りん

工
こう

芸
げい

館
かん

館
かん

長
ちょう

のお話
　オケクラフトは、1983（昭

しょう
和
わ

58）年に、置
おけ

戸
と

町
ちょう

の地
ち

域
いき

財
ざい

産
さん

である森
しん

林
りん

資
し

源
げん

を利
り

用
よう

して、工
こう

芸
げい

品
ひん

を
作ろうという運

うん
動
どう

から生まれました。
　オケクラフトという名

な
前
まえ

は、置
おけ

戸
と

の「オケ」と工
こう

芸
げい

品
ひん

の「クラフト」を合わせたものです。
　オケクラフトは木

もく
目
め

や木はだを大
たいせつ

切に、職
しょく

人
にん

さん
が一つ一つ手作りしていますので完

かん
成
せい

するまで時
じ

間
かん

がかかりますし、たくさん作ることができません。
ですから、ねだんは少し高いのですが、いいものを
長く使

つか
おうという人たちに愛

あい
されています。

　置
おけ

戸
と

の森
しん

林
りん

工
こう

芸
げい

館
かん

にぜひ一度
ど

来て、いろんな種
しゅ

類
るい

の木
もく

製
せい

品
ひん

を見てくださいね。

林
りん

業
ぎょう

とは
木を植

う
えて育

そだ
てたり、木を

切り出して木
もく

材
ざい

にしたり、
炭
すみ

を焼
や

いたりする仕
し

事
ごと

。

もっと知りたい「オケクラフト」
●置

おけ
戸
と

町
ちょう

教
きょう

育
いく

委
い

員
いん

会
かい

 森
しん

林
りん

工
こう

芸
げい

館
かん

http://www.town.oketo.hokkaido.jp/
kyouiku_bunka/kogeikan/
●オケクラフトセンター森

しん
林
りん

工
こう

芸
げい

館
かん

https://okecraft.or.jp

http://www.town.oketo.hokkaido.jp/kyouiku_bunka/kogeikan/
https://okecraft.or.jp/
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　置
おけ

戸
と

町
ちょう

の多くの家
か

庭
てい

では、お祝
いわ

いごとがあったときやお客
きゃく

様
さま

のおもてなしを

するときなどをはじめ、日
ひ

々
び

のくらしの中にオケクラフトを使
つか

っています。

　また、「人
にんげん

間ばん馬」も有
ゆう

名
めい

です。町の産
さん

業
ぎょう

やイベントを工
く

夫
ふう

して、町おこし

のために努
ど

力
りょく

している町だとわかりました。

オケクラフトには食
しょっ

器
き

や家
か

具
ぐ

の他
ほか

・スプーン
・フォーク
・バターナイフ もあるんだね。

　町
ちょう

内
ない

には 20 人をこえる職
しょく

人
にん

さんが工
こう

房
ぼう

をかまえ
ていて作っているんだね。インターネットでも販

はん
売
ばい

しているんだね。
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世
せ

界
かい

とつながるまちづくり

縮
しゅく

尺
しゃく

のちがう地
ち ず

図を見くらべて
　みんなは、北

ほっ
海
かい

道
どう

の庁
ちょう

舎
しゃ

がある札
さっ

幌
ぽろ

市
し

のようすを、地
ち ず

図で調
しら

べました。縮
しゅく

尺
しゃく

の

ちがう２つの地
ち ず

図を見くらべて、①の地
ち

図
ず

は、広いはんいのようすを調
しら

べるとき

に便
べん

利
り

で、まちのようすを知りたいとき

には、②の地
ち

図
ず

が便
べん

利
り

だということに気

づきました。

3

　縮
しゅく

尺
しゃく

のちがう２つの
地
ち

図
ず

から、それぞれど
んなことが読み取

と
れる

だろう。

？

縮
しゅくしゃく

尺と地
ち

図
ず

のスケール
地
ち

図
ず

では、実
じっ

際
さい

のきょりを縮
ちぢ

めて表
あらわ

しています。どのくらいのわりあいで縮
ちぢ

めた
のかをしめしたのが縮

しゅく
尺
しゃく

です。②の地
ち

図
ず

の縮
しゅく

尺
しゃく

は 250 ｍのきょりを、１cm で表
あらわ

しています。
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　地
ち

図
ず

を見てわかったことを、ノートにまとめました。

わかったこと
・北

ほっ
海
かい

道
どう

庁
ちょう

や放
ほう

送
そう

局
きょく

があり大きな店や銀
ぎん

行
こう

なども集
あつ

まっている。
・スポーツや文

ぶん
化
か

の施
し

設
せつ

がある。
・大きな空

くう
港
こう

がある。
・外

がい
国
こく

とかかわりのある施
し

設
せつ

もある。

①

②

↑札
さっ

幌
ぽろ

時
と

計
けい

台
だい

↑札
さっ

幌
ぽろ

ドーム

↑北
ほっ

海
かい

道
どう

庁
ちょう

旧
きゅう

本
ほん

庁
ちょう

舎
しゃ

（赤
あか

れんが庁
ちょう

舎
しゃ

）
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札
さっ

幌
ぽろ

市
し

と空でつながる国や地
ち

域
いき

　みんなは、新
しん

千
ち

歳
とせ

空
くう

港
こう

について調
しら

べる

ことにしました。まず、資
し

料
りょう

を見て、新
しん

千
ち

歳
とせ

空
くう

港
こう

から入
にゅう

国
こく

した人の数について調

べました。

　次
つぎ

に、新
しん

千
ち

歳
とせ

空
くう

港
こう

との間で、飛
ひ

行
こう

機
き

の

行き来のある国や地
ち

域
いき

を、地
ち ず

図帳
ちょう

で確
たし

か

めました。国
こく

外
がい

だけでなく、国
こく

内
ない

の多くの都
と

府
ふ

県
けん

と道
どう

内
ない

各
かく

地
ち

の間でも、飛
ひ

行
こう

機
き

の行き来があることを知りました。

　札
さっ

幌
ぽろ

市
し

は、新
しん

千
ち

歳
とせ

空
くう

港
こう

を通して、どんな国
や地

ち
域
いき

と結
むす

びついてい
るだろうか。

？

新
しん

千
ち

歳
とせ

空
くう

港
こう

から入
にゅう

国
こく

した外
がい

国
こく

人
じん

の数の推
すい

移
い

0

500,000

1,000,000

1,500,000

2,000,000
（人）

2014

661,772

948,403
1,147,812

1,492,723
1,694,590 1,732,437

271,936

2015 2016 2017 2018 2019 2020（年）

（出入国管理統計より）
とうけいかんこくしゅつにゅう り 　2020 年からは、新

しん
型
がた

コロナウイルス感
かん

染
せん

症
しょう

の
えいきょうもあり、入

にゅう
国
こく

者
しゃ

が大
おお

幅
はば

に減
へ

りました。

https://www.new-chitose-airport.jp/ja/
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北京北京

ヘルシンキヘルシンキ

大連大連
ソウルソウル

ユジノサハリンスクユジノサハリンスク

新千歳空港新千歳空港
しんしんだいだい

ぺきんぺきん

ぷぷ さんさん

しゃんはいしゃんはい

こうしゅうこうしゅう

たいほくたいほく

たかおたかお

たいきゅうたいきゅう

れんれん ちち とせとせくうくうこうこう

大邱大邱
釜山釜山

台北台北

ホノルル　　　　ホノルル　　　　高雄高雄
マニラマニラ

バンコクバンコク

クアラルンプールクアラルンプール シンガポールシンガポール

上海上海

杭州杭州

　国
こっ

旗
き

は、その国を表
あらわ

す印
しるし

として使
つか

われている旗
はた

の
ことだよ。

　札
さっ

幌
ぽろ

市
し

は、人や物
もの

、文
ぶん

化
か

などが行き交うことによっ
て、外

がい
国
こく

や他
ほか

の都
と

府
ふ

県
けん

と深
ふか

く結
むす

びついているんだね。

　どこの国の国
こっ

旗
き

も、大
たい

切
せつ

にされているんだよ。

　新
しん

千
ち

歳
とせ

空
くう

港
こう

との間で飛
ひ

行
こう

機
き

の行き来がある他
ほか

の国
の国

こっ
旗
き

も調
しら

べよう。

↑新
しん

千
ち

歳
とせ

空
くう

港
こう

との間で飛
ひ

行
こう

機
き

の行き来がある主
おも

な国と地
ち

域
いき

（2022 年）
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北
ほ っ

方
ぽ う

領
りょう

土
ど

・千
ち

島
し ま

の島
し ま9

北
ほっ

方
ぽう

領
りょう

土
ど

・千
ち

島
しま

の島
しま

島
しま
の位

い
置
ち
と大きさ

　北
ほっ

方
ぽう

領
りょう

土
ど

とは、北
ほっ

海
かい

道
どう

本
ほん

島
とう

の北
ほく

東
とう

の海
かい

上
じょう

につらなる歯
はぼ

舞
まい

群
ぐん

島
とう

、色
しこ

丹
たん

島
とう

、国
くな

後
しり

島
とう

、択
えと

捉
ろふ

島
とう

のことをいいます。歯
はぼ

舞
まい

群
ぐん

島
とう

は、根
ね

室
むろ

半
はん

島
とう

の納
の

沙
さっ

布
ぷ

岬
みさき

から、わ

ずか７㎞はなれる水
すい

晶
しょう

島
とう

をはじめとする秋
あき

勇
ゆ

留
り

島
とう

、勇
ゆ

留
り

島
とう

、志
し

発
ぼつ

島
とう

、多
た

楽
らく

島
とう

の島
しま

々
じま

などからなっています。色
しこ

丹
たん

島
とう

は、さらにその北
ほく

東
とう

にある島です。国
くな

後
しり

島
とう

は、野
の

付
つけ

岬
みさき

から 16㎞はなれたところにあります。択
えと

捉
ろふ

島
とう

は、国
くな

後
しり

島
とう

の

北
ほく

東
とう

にあり、北
ほっ

方
ぽう

領
りょう

土
ど

の中では、一番大きい島
しま

です。

1

　北
ほっ

方
ぽう

領
りょう

土
ど

の島
しま

の名
な

前
まえ

、
位
い

置
ち

、広さはどんなよ
うすだろう。

？

北
ほっ

海
かい

道
どう

国
くなしり
後島
とう 択

えとろふ
捉島

とう

色
しこ
丹
たん
島
とう

歯
はぼ
舞
まい
群
ぐん
島
とう

オホーツク海
かい

日
に

本
ほん

で一番大きな島
しま

。
火
か

山
ざん

島
とう

でありカモイワッカ岬
みさき

は
日
に

本
ほん

の最
さい

北
ほく

端
たん

。

島
しま

全
ぜんたい

体が高
こうざん

山植
しょく

物
ぶつ

地
ち

帯
たい

で、緑
みどり

に覆
おお

われた
丘
きゅうりょう

陵が連
つら

なっている。

貝
かいがら

殻島
じま

、水
すい

晶
しょう

島
とう

、秋
あき

勇
ゆ り

留島
とう

、勇
ゆ り

留島
とう

、志
し

発
ぼつ

島
とう

、
多
た

楽
らく

島
とう

などの島
しま

々
じま

から成
な

り立っている。

世
せ

界
かい

で最
もっと

も美
うつく

しい二
に

重
じゅう

火
か

山
ざん

のひとつと呼
よ

ばれ
る爺

ちゃちゃだけ
爺岳がある。
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　北
ほっ

方
ぽう

領
りょう

土
ど

全
ぜん

体
たい

の面
めん

積
せき

は、5,003 平
へい

方
ほう

キロメートルで、福
ふく

岡
おか

県
けん

（4,987 平
へい

方
ほう

キロメートル）より広いよ。

　択
えと

捉
ろふ

島
とう

（3,167 平
へい

方
ほう

キロメートル）は沖
おきなわ

縄本
ほんとう

島の面
めん

積
せき

（1,208 平
へい

方
ほう

キロメートル）の約
やく

2.6 倍
ばい

、国
くな

後
しり

島
とう

（1,489
平
へい

方
ほう

キロメートル）は沖
おき

縄
なわ

本
ほん

島
とう

（1,208 平
へい

方
ほう

キロメートル）
より少し大きい島

しま
なんだね。

　色
しこ

丹
たん

島
とう

（248 平
へい

方
ほう

キロメートル）は、隠
お

岐
き

の島
しま

（島
とう

後
ご

）
とほぼ同じ面

めん
積
せき

、歯
はぼ

舞
まい

群
ぐん

島
とう

（95 平
へい

方
ほう

キロメートル）は東
とう

京
きょう

都
と

の大
おお

島
しま

（91 平
へい

方
ほう

キロメートル）とほぼ同じ面
めん

積
せき

だよ。
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　北
ほっ

方
ぽう

領
りょう

土
ど

の自
し

然
ぜん

は、
どんなようすだろう。

？
島
しま
の自

し
然
ぜん

　国
くな

後
しり

島
とう

、択
えとろふ

捉島
とう

は、その北
ほくとう

東に位
い

置
ち

す

る千
ち

島
しま

列
れっ

島
とう

とつらなっていて、これらの

島
しま

々
じま

の中
ちゅう

央
おう

には、千
ち

島
しま

火
か

山
ざん

帯
たい

が走ってい

ます。

　そのため、山は海
かい

岸
がん

からすぐ切り立っ

ているものが多く、国
くな

後
しり

島
とう

の爺
ちゃ

爺
ちゃ

岳
だけ

、択
えと

捉
ろふ

島
とう

の散
ちり

布
っぷ

山
さん

など、1,500m をこ

える山
やま

々
やま

があります。

　２つの島
しま

は、山
さん

脈
みゃく

をはさんで太
たい

平
へい

洋
よう

側
がわ

とオホーツク海
かい

側
がわ

に分かれているた

め、川は短
みじか

くて流
なが

れの急
きゅう

なものが多く、いたるところに滝
たき

があります。

　平
へい

野
や

は全
ぜん

体
たい

に少ないのですが、2 つの島
しま

には、海
かい

岸
がん

線
せん

にそってなだらかな

土
と ち

地が広がっているところもあって、湖
みずうみ

や沼
ぬま

も数多くあります。

　歯
はぼ

舞
まい

群
ぐん

島
とう

と色
しこ

丹
たん

島
とう

は、大
おお

昔
むかし

、根
ね

室
むろ

半
はん

島
とう

と地
じ

続
つづ

きでしたが、土
と

地
ち

のかんぼつ

などによって、離
り

島
とう

になったといわれています。

　島
しま

の多くは、ゆるやかな丘
おか

の続
つづ

く地
ち

形
けい

で、ところどころに沼
ぬま

やがけが見ら

れます。

↑爺
ちゃ

爺
ちゃ

岳
だけ

　1,772m ↑散
ちり

布
っぷ

山
さん

　1,582m
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イルカ

ヒグマ

エトピリカ

シャチ

ラッコ

　気
き

候
こう

は、海
かい

洋
よう

の影
えい

響
きょう

を受
う

けて、真
ま

夏
なつ

の８月で平
へい

均
きん

気
き

温
おん

が 16 度
ど

、冬でも根
ね

室
むろ

とほとんど同じで、れい下 5 度
ど

か 6 度
ど

くらいです。ただ年
ねんかん

間を通して風

の強い日が多く、特
とく

に冬の間は、雪まじりの北
ほくせい

西の季
き

節
せつ

風
ふう

が何
なんにち

日も続
つづ

くこと

があります。

　島
しま

々
じま

には、ヒグマ、キタキツネ、アザラシ、ラッコ、イルカなどのたくさ

んの動
どうぶつ

物がいます。また、エトピリカ、

シマフクロウ、 オジロワシなどのめず

らしい鳥も多くみられます。 　北
ほっ

海
かい

道
どう

の自
し

然
ぜん

とにているとこ
ろが多いね。
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　北
ほっ

方
ぽう

領
りょう

土
ど

で、さかん
だった産

さん
業
ぎょう

にはどのよ
うなものがあったのだ
ろう。

？

島
しま
の産
さん
業
ぎょう

　北
ほっ

方
ぽう

領
りょう

土
ど

は、魚やこんぶなどの海
かい

産
さん

物
ぶつ

をはじめ、木
もく

材
ざい

、鉱
こう

石
せき

などゆたかな

資
し

源
げん

にめぐまれていました。北
ほっ

方
ぽう

領
りょう

土
ど

の周
まわ

りの海は、寒
かん

流
りゅう

と暖
だん

流
りゅう

が接
せっ

してい

るため、世
せ

界
かい

の三
さん

大
だい

漁
ぎょ

場
じょう

に数えられるほど魚や貝などがたくさんとれるとこ

ろで、水
すい

産
さん

業
ぎょう

が大
だい

事
じ

な産
さん

業
ぎょう

でした。

　海
かい

産
さん

物
ぶつ

の主
おも

なものは、サケ、マス、タラ、ニシン、サンマ、オヒョウ、カ

レイ、マグロ、毛ガニ、タラバガニ、花
はな

咲
さき

ガニ、エビ、ホタテガイ、ホッキ

ガイ、コンブ、ノリ、クジラなどがとれました。

　これらの水
すい

産
さん

物
ぶつ

は、島
しま

の工
こう

場
じょう

で干
ほ

したり、かんづめにするなど、加
か

工
こう

され

て国
こく

内
ない

はもちろん、外
がいこく

国にもたくさん売り出されました。

　水
すい

産
さん

業
ぎょう

についで林
りん

業
ぎょう

も大
たい

切
せつ

な産
さん

業
ぎょう

でした。国
くな

後
しり

島
とう

と択
えと

捉
ろふ

島
とう

は、島
しま

のほとん

どが森
しんりん

林におおわれており、質
しつ

のよい木
もく

材
ざい

が生
せい

産
さん

されていました。

↑色
しこたんとう

丹島　イモネシリ海
かい

岸
がん

での鱈
たら

干
ほ

し風
ふう

景
けい

↑缶
かんづめ

詰工
こう

場
じょう
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　樹
じゅ

木
もく

は、トドマツ、エゾマツが主
しゅ

で、大
だい

部
ぶ

分
ぶん

は切りたおした木のまま北
ほっ

海
かい

道
どう

に送
おく

られ、一部
ぶ

は島
しま

で使
つか

うための材
ざい

料
りょう

や燃
ねん

料
りょう

として使
つか

われていました。

　千
ち

島
しま

火
か

山
ざん

帯
たい

につらなる国
くな

後
しり

島
とう

、択
えと

捉
ろふ

島
とう

には、金や銀
ぎん

、鉄
てつ

、銅
どう

、鉛
なまり

など

の資
し

源
げん

があり、昭
しょう

和
わ

の時
じ

代
だい

には、硫
い

黄
おう

、金、銀
ぎん

などが少しずつ生
せい

産
さん

され

ていました。

　漁
ぎょ

業
ぎょう

や林
りん

業
ぎょう

の合
あい

間
ま

に牛や馬の飼
し

育
いく

も行われていました。 ↑硫
い

黄
おう

山
ざん

　北
ほっ

方
ぽう

領
りょう

土
ど

ではどんな生
せい

活
かつ

をしていたのかな。

　北
ほっ

方
ぽう

領
りょう

土
ど

は豊
ゆた

かな資
し

源
げん

にめぐまれていたんだね。

　北
ほっ

方
ぽう

領
りょう

土
ど

に住
す

む人た
ちの生

せいかつ
活のようすや苦

く

労
ろう

は、どのようなもの
だったのだろう。

？島
しま
の生
せい
活
かつ

　第
だい

２次
じ

世
せ

界
かい

大
たい

戦
せん

が終
お

わる前の 1945

（昭
しょう

和
わ

20）年まで北
ほっ

方
ぽう

領
りょう

土
ど

に住
す

んでいた

人たちは、4 つの島
しま

々
じま

に１万 7,291 人

の人
ひと

々
びと

がいました。この中には小
しょう

学
がく

生
せい

も

たくさんおり、小
しょう

学
がっ

校
こう

は 39 校もありま

した。その他
ほか

に漁
ぎょ

業
ぎょう

の一番さかんな時
じ

期
き

には、根
ね

室
むろ

や函
はこ

館
だて

、本
ほん

州
しゅう

などから 5,000

人以
い

上
じょう

の人が働
はたら

きにやってきて大
たい

変
へん

にぎ

やかであったということです。

　北
ほっ

方
ぽう

領
りょう

土
ど

のおもな産
さん

業
ぎょう

は漁
ぎょ

業
ぎょう

でしたの

で、住
す

んでいた人たちの大
だい

部
ぶ

分
ぶん

は漁
ぎょ

業
ぎょう

と、
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それにつながりのある仕
し

事
ごと

をしながら生
せい

活
かつ

をしていました。ところが、毎
まいにち

日

の生
せい

活
かつ

に必
ひつ

要
よう

な食べ物
もの

や用
よう

具
ぐ

、あるいは仕
し

事
ごと

に使
つか

う道
どう

具
ぐ

、郵
ゆう

便
びん

物
ぶつ

、新
しん

聞
ぶん

など

は、すべて船で運
はこ

ばれていたため、ねだんが高かったり、冬になると嵐
あらし

や流
りゅう

氷
ひょう

で送
おく

り運
はこ

ぶことができなくなってしまうなど、北
ほっ

海
かい

道
どう

や本
ほん

州
しゅう

にない苦
く

労
ろう

が

ありました。

　品
しな

物
もの

を送
おく

り運
はこ

ぶときに使
つか

われた船

の大きさは、1,000ｔという大き

なものもありましたが、ほとんどは 

50ｔくらいの小さな船でした。

　島
しま

の周
まわ

りには、海の中にかくれて

いる岩がたくさんあり、海
うみ

霧
きり

（ガス）

や風、波
なみ

など、天
てん

候
こう

の変
へん

化
か

がはげし

く、港
みなと

の施
し

設
せつ

や灯
とう

台
だい

などの設
せつ

備
び

が少

なかったので、事
じ こ

故でちんぼつする

船もたくさんありました。

　一番こまったことは、急
きゅう

病
びょう

人
にん

やけ

が人が出たときです。医
い

者
しゃ

や病
びょう

院
いん

は

少なく、設
せつ

備
び

も整
ととの

っていませんでし

たので、重
じゅう

病
びょう

人
にん

などは、船で根
ね

室
むろ

や

函
はこ

館
だて

などに送
おく

られましたが、何
なんにち

日も

かかるので手
て

当
あ

てが間に合わないこ

とも多くありました。

　島
しま

の人
ひと

々
びと

の楽しみは、小
しょう

学
がっ

校
こう

の

運
うんどうかい

動会や学
がく

芸
げい

会
かい

、あるいは、地
ち

域
いき

の

人
ひと

々
びと

による演
えん

芸
げい

会
かい

などでした。中で

も、1 年に 1 回のお祭
まつ

りは、村
むら

中
じゅう

を

↑択
えとろふとう

捉島 　紗
しゃ

那
な

村
むら

　どさんこ馬

↑小
しょう

学
がっ

校
こう

の運
うんどうかい

動会

↑択
えとろふとう

捉島　蘂
しべとろ

取青
せいねんかい

年会（義
よしつね

経千
せんぼん

本桜
ざくら

）
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あげて、にぎやかに行われました。

　このように、人
ひとびと

々の生
せいかつ

活は苦
くる

しいことや不
ふ

便
べん

なことも多かったのですが、

魚や木
もく

材
ざい

など、豊
ゆた

かな資
し

源
げん

にめぐまれていたことから、生
せいかつ

活はゆたかで、島
しま

をふるさとに決
き

めた人
ひと

々
びと

は、祖
そ

先
せん

のおはかをつくり、明るい希
き

望
ぼう

をもってく

らしていました。

　北
ほっ

方
ぽう

領
りょう

土
ど

は、いつ、
だれが発

はっ
見
けん

して、住
す

む
ようになったのだろう。

？北
ほっ
方
ぽう
領
りょう
土
ど
の学
がく
習
しゅう
を続
つづ
けましょう

①歴
れき
史
し

　日
に

本
ほん

が北
ほっ

方
ぽう

の島
しま

々
じま

のことを知ったの

は、17 世
せい

紀
き

のはじめころのことです。

これは松
まつ

前
まえ

藩
はん

の歴
れき

史
し

書
しょ

『新
しん

羅
ら

之
の

記
き

録
ろく

』で明らかになってい

ます。

　今ある地
ち ず

図のうち北
ほっ

方
ぽう

領
りょう

土
ど

が表
あらわ

されたもっとも古いもの

では、1644（正
しょう

保
ほう

元）年に

江
え

戸
ど

幕
ばく

府
ふ

が作
さく

成
せい

した「正
しょう

保
ほ

御
お

国
くに

絵
え

図
ず

」があります。この中

にすでに「くなしり」、「えと

ろほ」などの島
しまじま

々の名
な

前
まえ

が書

かれています。

　18 世
せい

紀
き

後
こう

半
はん

になると、江
え

戸
ど

幕
ばく

府
ふ

は、えぞ地や北
ほっ

方
ぽう

領
りょう

土
ど

などのようすをくわしく知る

ため、最
も

上
がみ

徳
とく

内
ない

や近
こん

藤
どう

重
じゅう

蔵
ぞう

など、すぐれた探
たん

検
けん

家
か

を送
おく

って調
ちょう

査
さ

を行いました。

　幕
ばく

府
ふ

は 1785（天
てん

明
めい

５）年から、最
も

上
がみ

徳
とく

内
ない

を国
くな

後
しり

島
とう

と択
えと

捉
ろふ

島
とう

に派
は

遣
けん

し、現
げん

↑正
しょう

保
ほ

御
お

国
くに

絵
え

図
ず
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　北
ほっ

方
ぽう

領
りょう

土
ど

が、日
に

本
ほん

の領
りょう

土
ど

である理
り

由
ゆう

を知ろう。

？

②条
じょう
約
やく

　1855（安
あん

政
せい

元）年、「日
にち

露
ろ

通
つう

好
こう

条
じょう

約
やく

」が結
むす

ばれました。この条
じょう

約
やく

で日
に

本
ほん

とロシアの国
こっ

境
きょう

を択
えと

捉
ろふ

島
とう

とウルップ島
とう

の間にして、ウルッ

プ島
とう

より北につらなる千
ち

島
しま

列
れっ

島
とう

は

ロシアの領
りょう

土
ど

と決
き

められました。

択
えと

捉
ろふ

、国
くな

後
しり

、色
しこ

丹
たん

、歯
はぼ

舞
まい

の四
よん

島
とう

は

日
に

本
ほん

の領
りょう

土
ど

であることが、この条
じょう

地
ち

のようすをくわしく調
しら

べさせるとともに、ま

た、1798（寛
かん

政
せい

10）年には、大
だい

規
き

模
ぼ

な調
ちょう

査
さ

隊
たい

を派
は

遣
けん

し、このとき近
こん

藤
どう

重
じゅう

蔵
ぞう

が最
も

上
がみ

徳
とく

内
ない

ととも

に択
えと

捉
ろふ

島
とう

に渡
わた

り、「大
だい

日
にっ

本
ぽん

恵
え

登
と

呂
ろ

府
ふ

」と書いた標
ひょう

柱
ちゅう

を建
た

てました。さらに 1799（寛
かん

政
せい

11）年に

は高
たか

田
だ

屋
や

嘉
か

兵
へ え

衛が、苦
く

心
しん

の末
すえ

、国
くな

後
しり

、択
えと

捉
ろふ

島
とう

間

に航
こう

路
ろ

を開
ひら

きました。このように北
ほっ

方
ぽう

領
りょう

土
ど

は昔
むかし

からの日
に

本
ほん

の領
りょう

土
ど

なのです。

↑標
ひょう

柱
ちゅう

↑最
も

上
がみ

徳
とく

内
ない

↑近
こん

藤
どう

重
じゅう

蔵
ぞう

↑高
たか

田
だ

屋
や

嘉
か

兵
へ え

衛

　次
つぎ

は、北
ほっ

方
ぽう

領
りょう

土
ど

に関
かん

す
る日

に
本
ほん

とロシアの国
こく

際
さい

的
てき

な
約
やく

束
そく

を見ていきましょう。

↑ 1855 年日
にち

露
ろ

通
つう

好
こう

条
じょう

約
やく
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約
やく

によってロシアとの間で正
せい

式
しき

に

決
き

まったのです。

　1875（明
めい

治
じ

８）年、日
に

本
ほん

はロ

シアと「樺
から

太
ふと

千
ち

島
しま

交
こう

換
かん

条
じょう

約
やく

」を結
むす

び、千
ち

島
しま

列
れっ

島
とう

をロシアからゆずり

受
う

けるかわりに、樺
から

太
ふと

全
ぜん

島
とう

をロシ

アにゆずりました。この条
じょう

約
やく

で、

ゆずり受
う

ける千
ち

島
しま

列
れっ

島
とう

はシュム

シュ島
とう

からウルップ島
とう

までの１８

の島
しま

のことです。歯
はぼ

舞
まい

群
ぐん

島
とう

、色
しこ

丹
たん

島
とう

、国
くな

後
しり

島
とう

、択
えと

捉
ろふ

島
とう

は、千
ち

島
しま

列
れっ

島
とう

には入りません。

　1905（明
めい

治
じ

38）年、日
に

本
ほん

と

ロシアは「ポーツマス条
じょう

約
やく

」を結
むす

び、南
みなみ

樺
から

太
ふと

が日
に

本
ほん

の領
りょう

土
ど

になりま

した。

　その後、ロシアは「ソビエト社
しゃ

会
かい

主
しゅ

義
ぎ

共
きょう

和
わ

国
こく

連
れん

邦
ぽう

（ソ連
れん

）」とな

りました。日
に

本
ほん

はソ連
れん

と「日ソ中
ちゅう

立
りつ

条
じょう

約
やく

」という約
やく

束
そく

をしました。

これは、おたがいに戦
せん

争
そう

はしない、

という約
やく

束
そく

です。

　しかし、1945（昭
しょう

和
わ

20）年、

第
だい

２次
じ

世
せ

界
かい

大
たい

戦
せん

が終
お

わるころに

「日ソ中
ちゅう

立
りつ

条
じょう

約
やく

」があるにも関
かか

わ

らず、ソ連
れん

軍
ぐん

がいきなりせめてき

て、北
ほっ

方
ぽう

領
りょう

土
ど

を自
じ

分
ぶん

の国の領
りょう

土
ど

に ↑ 1945 年ソ連
れん

軍
ぐん

の侵
しんこう

攻経
けい

路
ろ

↑ 1875 年樺
から

太
ふと

千
ち

島
しま

交
こう

換
かん

条
じょう

約
やく

↑ 1905 年ポーツマス条
じょう

約
やく
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してしまいました。

　第
だい

２次
じ

世
せ

界
かい

大
たい

戦
せん

後
ご

の 1951（昭
しょう

和
わ

26）年「サンフランシスコ平
へい

和
わ

条
じょう

約
やく

」が結
むす

ばれ、日
に

本
ほん

は千
ち

島
しま

列
れっ

島
とう

・南
みなみ

樺
から

太
ふと

をゆずりました。日
に

本
ほん

がゆずった千
ち

島
しま

列
れっ

島
とう

とは、ウルッ

プ島
とう

より北の島
しま

のことで、歯
はぼ

舞
まい

群
ぐん

島
とう

、色
しこ

丹
たん

島
とう

、国
くな

後
しり

島
とう

、択
えと

捉
ろふ

島
とう

の四
よん

島
とう

はその中に入りません。この条
じょう

約
やく

により、日
に

本
ほん

は南
みなみ

樺
から

太
ふと

や千
ち

島
しま

列
れっ

島
とう

をゆずりましたが、歯
はぼ

舞
まい

群
ぐん

島
とう

、色
しこ

丹
たん

島
とう

、

国
くな

後
しり

島
とう

、択
えと

捉
ろふ

島
とう

の四
よん

島
とう

は、日
に

本
ほん

以
い

外
がい

のどこの国の領
りょう

土
ど

となったことがないと

いう歴
れき

史
し

があります。このことから四
よん

島
とう

を「北
ほっ

方
ぽう

領
りょう

土
ど

」とよび、わが国固
こ

有
ゆう

の領
りょう

土
ど

である、というのが日
にっ

本
ぽん

政
せい

府
ふ

の考え方なのです。

　この条
じょう

約
やく

にソ連
れん

が参
さん

加
か

しなかったために、日
に

本
ほん

はソ連
れん

との間に平
へい

和
わ

条
じょう

約
やく

を

結
むす

ぼうとして、話し合いを始
はじ

めました。そして、1956（昭
しょう

和
わ

31）年「日

ソ共
きょう

同
どう

宣
せん

言
げん

」が署
しょ

名
めい

され、領
りょう

土
ど

問
もん

題
だい

の解
かい

決
けつ

や平
へい

和
わ

条
じょう

約
やく

を結
むす

ぶための話し合い

が続
つづ

けられることになりました。その後も、ソ連
れん

との間で話し合いが続
つづ

けら

れてきました。

　ソ連
れん

という国がなくなり、ロシアになってから現
げん

在
ざい

まで領
りょう

土
ど

問
もん

題
だい

の解
かい

決
けつ

に

向
む

けて話し合いが続
つづ

けられています。

↑ 1951 年サンフランシスコ平
へい

和
わ

条
じょう

約
やく

　北
ほっ

方
ぽう

領
りょう

土
ど

は、今まで一度
ど

も外
がいこく

国の領
りょう

土
ど

に
なったことがないんですね。

　そうです。
　だから日

に
本
ほん

人
じん

はどうどうと返
へんかん

還を主
しゅ

張
ちょう

していいんだよ。
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　北
ほっ

方
ぽう

領
りょう

土
ど

返
へん

還
かん

のため
の活

かつ
動
どう

には、どんなも
のがあるのだろう。

？③返
へん
還
かん
運
うん
動
どう

　北
ほっ

方
ぽう

領
りょう

土
ど

の返
へん

還
かん

要
よう

求
きゅう

の声
こえ

は、戦
せん

後
ご

まも

なく北
ほっ

海
かい

道
どう

の根
ね

室
むろ

にあがりました。根
ね

室
むろ

であがった返
へん

還
かん

要
よう

求
きゅう

の声は、やがて北
ほっ

海
かい

道
どう

の各
かく

地
ち

に広がり、運
うん

動
どう

の輪
わ

は、しだい

に全
ぜん

国
こく

に広がり、返
へん

還
かん

に向
む

けた様
さまざま

々な活
かつ

動
どう

が行なわれています。

　北
ほっ

方
ぽう

領
りょう

土
ど

の返
へん

還
かん

運
うん

動
どう

をもりあげるため、

1981（昭
しょう

和
わ

56）年、政
せい

府
ふ

は２月７日を

「北
ほっ

方
ぽう

領
りょう

土
ど

の日」とすることを決
き

めました。

　この２月７日は、1855（安
あん

政
せい

元）年、

「日
にち

露
ろ

通
つう

好
こう

条
じょう

約
やく

」が結
むす

ばれた日です。毎
まい

年
とし

「北
ほっ

方
ぽう

領
りょう

土
ど

の日」には、東
とう

京
きょう

で北
ほっ

方
ぽう

領
りょう

土
ど

返
へん

還
かん

要
よう

求
きゅう

全
ぜん

国
こく

大
たい

会
かい

が開
かい

催
さい

されています。

　また、この日を中
ちゅう

心
しん

に全
ぜん

国
こく

各
かく

地
ち

で大
たい

会
かい

やパネル展
てん

、キャラバン活
かつ

動
どう

などが行わ

れています。さらに返
へん

還
かん

実
じつ

現
げん

のための署
しょ

名
めい

活
かつ

動
どう

も行われ、今まで集
あつ

まった署
しょ

名
めい

の

数は 9,000 万人を超
こ

えています。

　北
ほっ

方
ぽう

領
りょう

土
ど

の返
へん

還
かん

がまだ
実
じつ

現
げん

していないことから、
一日も早く北

ほっ
方
ぽう

領
りょう

土
ど

問
もん

題
だい

を解
かい

決
けつ

して、日
に

本
ほん

とロシア
が、本

ほんとう
当の友

ゆう
好
こう

関
かん

係
けい

がつ
くられるよう全

ぜん
国
こく

的
てき

な返
へん

還
かん

要
よう

求
きゅう

運
うん

動
どう

が行なわれてい
るよ。

↑返
へん

還
かん

要
よう

求
きゅう

中
ちゅう

央
お う

アピール行
こ う

動
ど う

↑根
ね

室
むろ

の人たちを中
ちゅう

心
しん

に行われた返
へん

還
かん

運
うん

動
どう
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　北
ほっ

方
ぽう

領
りょう

土
ど

返
へん

還
かん

のため
に、わたしたちができ
ることはなんだろう。

？④交
こう
流
りゅう
とこれから

　北
ほっ

方
ぽう

領
りょう

土
ど

問
もん

題
だい

を解
かい

決
けつ

していくため
には、まず日

に
本
ほん

とロシアの国
こく

民
みん

ひとり
ひとりが、日

に
本
ほん

の領
りょう

土
ど

である北
ほっ

方
ぽう

領
りょう

土
ど

について正しく知
し

ることが大
たい

切
せつ

だ
ね。

　このことを目
もく

的
てき

にして、1992（平
へい

成
せい

４）年から日
に

本
ほん

と
ロシアの北

ほっ
方
ぽう

四
よん

島
とう

交
こう

流
りゅう

（ビザなし交
こう

流
りゅう

）が行われるよう
になったのね。

　そして、日
に

本
ほん

人
じん

とロシア人がおたがいの気
き

持
も

ちや立
たち

場
ば

を
よく知ることも必

ひつ
要
よう

だね。

↑署
しょめい

名活
かつどう

動

↑北
ほっ

方
ぽう

領
りょう

土
ど

返
へん

還
かん

要
よう

求
きゅう

全
ぜん

国
こく

大
たい

会
かい

↑署
しょめい

名活
かつどう

動
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　1999（平
へい

成
せい

11）年から、元島
とう

民
みん

やその家
か

族
ぞく

を対
たい

象
しょう

にし
た自

じ
由
ゆう

訪
ほう

問
もん

が行われていて、お墓
はか

参
まい

りや居
きょ

住
じゅう

地
ち

跡
あと

を訪
ほう

問
もん

し
たりしています。また、1964（昭

しょう
和
わ

39）年から北
ほっ

方
ぽう

墓
ぼ

参
さん

が始
はじ

まっています。

　北
ほっ

方
ぽう

領
りょう

土
ど

を返
へん

還
かん

してもらうということは、国と国との間
のむずかしい問

もん
題
だい

だね。国
こく

民
みん

一人一人がこの問
もん

題
だい

について、
正しく知

し
り、日

に
本
ほん

の立
たち

場
ば

をロシア、そのほかの国
くに

々
ぐに

にねば
り強く伝

つた
えていくことが大

たい
切
せつ

ね。

↑北
ほっ

方
ぽう

領
りょう

土
ど

返
へん

還
かん

シンボル像
ぞう

の「四
し ま

島のかけ橋
はし

」

↑北
ほっ

方
ぽう

四
よん

島
とう

交
こう

流
りゅう

事
じ

業
ぎょう

でお菓
か

子
し

作りや書
しょ

道
どう

を行ったようす

↑北
ほっ

方
ぽう

墓
ぼ

参
さん
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中
なか

標
しべ

津
つ

町
ちょう

の自
し

然
ぜん

　中
なか
標
しべ
津
つ
町
ちょう
は、北

ほっ
海
かい
道
どう

の東にある根
ね
室
むろ
管
かん
内
ない
の

中ほどにあります。東
とう

西
ざい
およそ 42km、南

なん
北
ぼく

およそ 27km で、その

面
めん
積
せき
は 684.87 平

へい
方
ほう
キ

ロメートルあり、琵
び
琶
わ

湖
こ
とほぼ同じ面

めん
積
せき
です。

　町の北には千
ち
島
しま
火
か
山
ざん

帯
たい
につながる山

やま
々
やま
があり、南にはなだらかな斜

しゃ
面
めん
につづき根

こん
釧
せん
原
げん
野
や
が広がり

ます。

　夏の平
へい
均
きん
気
き
温
おん
は 20度

ど
ほどしかなく、冬の平

へい
均
きん
気
き
温
おん
がマイナス 10度

ど
ほど

なので、一年
ねん
間
かん
の平

へい
均
きん
気
き
温
おん
は 5～ 6度

ど
と、日

に
本
ほん
ではもっとも寒

さむ
い地

ち
方
ほう
に入

ります。

　記
き
録
ろく
をもとに札

さっ
幌
ぽろ
市
し
や根

ね
室
むろ
市
し
と比

くら
べてみたところ、次

つぎ
のことがわかりまし

た。

1

中
なか

標
しべ

津
つ

町
ちょう

↑市
し
街
がい
地
ち
から見える山

やま
々
やま

↑格
こう
子
し
状
じょう
防
ぼう
風
ふう
林
りん

https://www.nakashibetsu.jp/kyoudokan_web/photo/rco1/yama/MINDEX.htm
https://www.nakashibetsu.jp/db_fukudoku/data/boufurin_tour170331amana-p/tour.html
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①年
ねんかん
間の降

こうすい
水量

りょう
が少ない。

②霜
しも
の降

ふ
らない期

き
間
かん
が少ない。

③夏
か
季
き
間
かん
は気

き
温
おん
の低

ひく
い日が多く太

たい
陽
よう
が照

て
らしている時

じ
間
かん
（日

にっ
照
しょう
時
じ
間
かん
）が

　少ない。

④冬
とう
季
き
間
かん
は雪が少なく地

じ
面
めん
が深

ふか
く凍

こお
る。

⑤町
ちょう
内
ない
で地

ち
域
いき
差
さ
がみられる。

　冬の寒
さむ
さはきびしいため、地

ち
中
ちゅう
深
ふか
くまで凍

こお
ってしまいます。

↑夏のようす ↑冬のようす

↑クテクンの滝
たき

中
なか
標
しべ
津
つ
町
ちょう
の自

し
然
ぜん
の特
とく
徴
ちょう

　町
ちょう
内
ない
の自

し
然
ぜん
は、大まかに「山

さん
地
ち
」、

「平
へい
地
ち
」、「湿

しつ
原
げん
性
せい
の土

と
地
ち
」に分けら

れます。

　標
しべ
津
つ
岳
だけ
や武

む さ
佐岳

だけ
をはじめとする

山
さん
地
ち
は、主

おも
に溶

よう
岩
がん
で形作られていま

す。平
へい
地
ち
では見ることのない滝

たき
が

あったり、化
か
石
せき
が見つかることもあ

ります。

　また、近くにある摩
ま
周
しゅう
湖
こ
や摩

ま
周
しゅう

岳
だけ
が大

おお
昔
むかし
から何

なん
度
ど
も噴

ふん
火
か
をしてい

るので、私
わたし
たちの足

あし
元
もと
にはたくさんの火

か
山
ざん
灰
ばい
が降

ふ
り積

つ
もっています。

https://www.nakashibetsu.jp/kyoudokan_web/r03.htm
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　川は平
へい
地
ち
にたくさん流

なが
れていま

す。それらは山
やま
々
やま
から湧

わ
き出た一滴

てき

から始
はじ
まり、たくさんの小さな川を

集
あつ
めながら下

か
流
りゅう
に流

なが
れ、大きくなっ

ていきます。その代
だい
表
ひょう
的
てき
な川が標

しべ

津
つ
川
がわ
です。

　川の近くには湿
しつ
原
げん
性
せい
の土

と
地
ち
が

あります。開
かい
発
はつ
が進

すす
んだことによ

り、その範
はん
囲
い
は昔

むかし
と比

くら
べると大きく

減
へ
ってしまい乾

かん
燥
そう
化
か
が進

すす
んでいま

すが、貴
き
重
ちょう
な植

しょく
物
ぶつ
が残

のこ
されていま

す。

↑積
つ
み重
かさ
なった火

か
山
ざん
灰
ばい

↑摩
ま
周
しゅう
湖
こ
と摩

ま
周
しゅう
岳
だけ
、西
にし
別
べつ
岳
だけ

↑町
ちょう
内
ない
を流

なが
れるたくさんの川

↑クテクンの滝
たき
近くで見つかった化

か
石
せき
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※武
む さ
佐岳
だけ
、標
しべ
津
つ
川
がわ
、地

ち
質
しつ
について

　中
なか
標
しべ
津
つ
町
ちょう
郷
きょう
土
ど
館
かん
のホームページを見てみよう

（http://www.nakashibetsu.jp/kyoudokan_web/r02.htm）

↑いろいろな林や森が中
なか
標
しべ
津
つ
の自

し
然
ぜん
のみなもとです

画
が
像
ぞう
提
てい
供
きょう
：ＮＰＯ法

ほう
人
じん
景
けい
観
かん
ネットワーク

動
どう
植
しょく
物
ぶつ
たち

　中
なか
標
しべ
津
つ
町
ちょう
には、2,000 種

しゅ
類
るい
以
い
上
じょう
の動

どう
植
しょく
物
ぶつ
（菌

きん
類
るい
をのぞく）がいること

がわかっています。日
に
本
ほん
の北に位

い
置
ち
していることから、本

ほん
州
しゅう
などでは高い

山に行かなければ見ることができないような動
どう
植
しょく
物
ぶつ
が平

へい
地
ち
でも見られるの

が特
とく
徴
ちょう
です。また、平

へい
地
ち
が広いので川が 1 本違

ちが
うと見られる植

しょく
物
ぶつ
が違

ちが
っ

たりすることがあります。

　町
ちょう
内
ない
の動

どう
植
しょく
物
ぶつ
の調

ちょう
査
さ
をしたところ、中

なか
標
しべ
津
つ
の代

だい
表
ひょう
的
てき
な産

さん
業
ぎょう
である酪

らく
農
のう
に

必
ひつ
要
よう
な牧

ぼく
草
そう
地
ち
には限

かぎ
られた動

どう
植
しょく
物
ぶつ
しかいませんでしたが、山

やま
々
やま
の森、川ぞ

いの林、街
まち
の近くの林、そして格

こう
子
し
状
じょう
の防

ぼう
風
ふう
林
りん
が網

あみ
の目のように重

かさ
なりつ

ながることによって、山
やまやま
々から平

へ い ち
地までの自

し
然
ぜん
がつながっていることが分

かりました。

https://www.nakashibetsu.jp/kyoudokan_web/r02.htm
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※中
なか
標
しべ
津
つ
にどんな動

どう
植
しょく
物
ぶつ
がいるのだろう

　中
なか
標
しべ
津
つ
町
ちょう
郷
きょう
土
ど
館
かん
のホームページを見てみよう

（http://www.nakashibetsu.jp/kyoudokan_web/r07.htm）

↑哺
ほ
乳
にゅう
類
るい

↑鳥
ちょう
類
るい

↑両
りょう
生
せい
類
るい

↑爬
は
虫
ちゅう
類
るい

↑昆
こん
虫
ちゅう

↑植
しょく
物
ぶつ

↑菌
きん
類
るい

↑魚
ぎょ
類
るい
・水
すい
生
せい
生
せい
物
ぶつ

https://www.nakashibetsu.jp/kyoudokan_web/r07.htm
https://www.nakashibetsu.jp/kyoudokan_web/r07_1.htm
https://www.nakashibetsu.jp/kyoudokan_web/r07_2.htm
https://www.nakashibetsu.jp/kyoudokan_web/r07_3.htm#ryouseirui
https://www.nakashibetsu.jp/kyoudokan_web/r07_3.htm#hatyuurui
https://www.nakashibetsu.jp/kyoudokan_web/r07_7.htm
https://www.nakashibetsu.jp/kyoudokan_web/r07_8.htm
https://www.nakashibetsu.jp/kyoudokan_web/r07_4.htm
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中
なか

標
しべ

津
つ

町
ちょう

の文
ぶん

化
か

財
ざい

登
とう
録
ろく
年
ねん
月
がっ
日
ぴ
	 2009（平

へい
成
せい
21）年８月７日

所
しょ
　在
ざい
　地

ち
	 標

しべ
津
つ
郡
ぐん
中
なか
標
しべ
津
つ
町
ちょう
桜
さくら
ケ
が
丘
おか
１-１-３

年
ねん
　　　代

だい
	 1928（昭

しょう
和
わ
３）年

登
とう
録
ろく
基
き
準
じゅん
	 １国

こく
土
ど
の歴
れき
史
し
的
てき
景
けい
観
かん
に寄

き
与
よ
しているもの

特
とく
徴
ちょう
・評

ひょう
価
か
	 	市

し
街
がい
地
ち
の南
なん
方
ぽう
に広がる敷

しき
地
ち
に南

みなみ
面
めん
にして建

た
つ。桁

けた
行
ゆき
10 ｍ、梁

はり
間
ま
7.3

ｍ、切
きり
妻
づま
造
づくり
平
ひら
入
いり
の木

もく
造
ぞう
平
ひら
屋
や
建
だて
で、外

がい
装
そう
は妻

つま
上
じょう
部
ぶ
を堅

たて
羽
は
目
め
板
いた
張
ばり
とする

他
ほか
は下

した
見
み
板
いた
張
ばり
とする。隅

すみ
柱
ばしら
や窓

まど
枠
わく
、建

たて
具
ぐ
等
など
を白

はく
色
しょく
に塗

ぬ
り、四

し
面
めん
に窓

まど

をまわす方
ほう
形
けい
の塔
とう
屋
や
を中

ちゅう
央
おう
頂
ちょう
部
ぶ
に載

の
せる特

とく
徴
ちょう
的
てき
な外
がい
観
かん
になる。

備
び
　　　考

こう
	 『北

ほっ
海
かい
道
どう
の近
きん
代
だい
化
か
遺
い
産
さん
』（北

ほっ
海
かい
道
どう
教
きょう
育
いく
委
い
員
いん
会
かい
1995（平

へい
成
せい
7）年）。

※設
せっ
計
けい
は北
ほっ
海
かい
道
どう
庁
ちょう
土
ど
木
ぼく
部
ぶ
建
けん
築
ちく
課
か

※この建
けん
造
ぞう
物
ぶつ
は酪
らく
農
のう
試
し
験
けん
場
じょう
の現
げん
用
よう
施
し
設
せつ
です。　

　防
ぼう
疫
えき
上
じょう
の都

つ
合
ごう
により、通

つう
常
じょう
不
ふ
特
とく
定
てい
多
た
数
すう
の入

にゅう
場
じょう
は不

ふ
可
か
となっています。

2

　現
げん
在
ざい
、町

ちょう
内
ない
の文

ぶん
化
か
財
ざい
は、国の登

とう
録
ろく
有
ゆう
形
けい
文
ぶん
化
か
財
ざい
が 5件

けん
、町

まち
指
し
定
てい
文
ぶん
化
か
財
ざい
が 1

件
けん
、埋

まい
蔵
ぞう
文
ぶん
化
か
財
ざい
包
ほう
蔵
ぞう
地
ち
が 72か所

しょ
、国の天

てん
然
ねん
記
き
念
ねん
物
ぶつ
が 7種

しゅ
あります。

国：登
とう
録
ろく
有
ゆう
形
けい
文
ぶん
化
か
財
ざい
（建
けん
造
ぞう
物
ぶつ
）

地
ち
方
ほう
独
どく
立
りつ
行
ぎょう
政
せい
法
ほう
人
じん
	北
ほっ
海
かい
道
どう
立
りつ
総
そう
合
ごう
研
けん
究
きゅう
機
き
構
こう
	農
のう
業
ぎょう
研
けん
究
きゅう
本
ほん
部
ぶ
酪
らく
農
のう
試
し
験
けん
場
じょう

（旧
きゅう
北
ほっ
海
かい
道
どう
農
のう
事
じ
試
し
験
けん
場
じょう
根
ね
室
むろ
支
し
場
じょう
）農

のう
具
ぐ
庫
こ
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伝
でん
成
せい
館
かん
（旧

きゅう
北
ほっ
海
かい
道
どう
農
のう
事
じ
試
し
験
けん
場
じょう
根
ね
室
むろ
支
し
場
じょう
庁
ちょう
舎
しゃ
）

登
とう
録
ろく
年
ねん
月
がっ
日
ぴ
	 2009（平

へい
成
せい
21）年８月７日

所
しょ
　在
ざい
　地

ち
	 標

しべ
津
つ
郡
ぐん
中
なか
標
しべ
津
つ
町
ちょう
桜
さくら
ケ
が
丘
おか
１-	１-	３

年
ねん
　　　代

だい
	 1928（昭

しょう
和
わ
３）年

登
とう
録
ろく
基
き
準
じゅん
	 １国

こく
土
ど
の歴
れき
史
し
的
てき
景
けい
観
かん
に寄

き
与
よ
しているもの

特
とく
徴
ちょう
・評

ひょう
価
か
	 	農

のう
具
ぐ
庫
こ
の東

とう
方
ほう
に南

みなみ
面
めん
にして建

た
つ。桁

けた
行
ゆき
11 ｍ、梁

はり
間
ま
7.3 ｍ、切

きり
妻
づま
造
づくり

の木
もく
造
ぞう
２階

かい
建
だて
。内

ない
部
ぶ
を東

とう
西
ざい
二室に分け、６０㎝の高さに床

ゆか
を張

は
る。

外
がい
壁
へき
は上

じょう
部
ぶ
を下

した
見
み
板
いた
張
ばり
とし、柱

はしら
や窓

まど
などを白く塗

ぬ
る。正

しょう
・背

はい
面
めん
各
かく
２

か所
しょ
の屋

や ね
根窓
まど
を設
もう
ける腰

こし
折
おれ
屋
や
根
ね
の外
がい
観
かん
が印
いん
象
しょう
的
てき
な倉
そう
庫
こ
建
けん
築
ちく
。

備
び
　　　考

こう
	 『北

ほっ
海
かい
道
どう
の近
きん
代
だい
化
か
遺
い
産
さん
』（北

ほっ
海
かい
道
どう
教
きょう
育
いく
委
い
員
いん
会
かい
1995（平

へい
成
せい
7）年）。

	 設
せっ
計
けい
は北
ほっ
海
かい
道
どう
庁
ちょう
土
ど
木
ぼく
部
ぶ
建
けん
築
ちく
課
か

※この建
けん
造
ぞう
物
ぶつ
は酪
らく
農
のう
試
し
験
けん
場
じょう
の現
げん
用
よう
施
し
設
せつ
です。　

　防
ぼう
疫
えき
上
じょう
の都

つ
合
ごう
により、通

つう
常
じょう
不
ふ
特
とく
定
てい
多
た
数
すう
の入

にゅう
場
じょう
は不

ふ
可
か
となっています。

登
とう
録
ろく
年
ねん
月
がっ
日
ぴ
	 2009（平

へい
成
せい
21）年８月７日

所
しょ
　在
ざい
　地

ち
	 標

しべ
津
つ
郡
ぐん
中
なか
標
しべ
津
つ
町
ちょう
桜
さくら
ケ
が
丘
おか
１-１-５

年
ねん
　　　代

だい
	 1927（昭

しょう
和
わ
２）年

↑建
けんせつ
設当
とう
時
じ
の礎

そ
石
せき

地
ち
方
ほう
独
どく
立
りつ
行
ぎょう
政
せい
法
ほう
人
じん
	北
ほっ
海
かい
道
どう
立
りつ
総
そう
合
ごう
研
けん
究
きゅう
機
き
構
こう
	農
のう
業
ぎょう
研
けん
究
きゅう
本
ほん
部
ぶ
酪
らく
農
のう
試
し
験
けん
場
じょう

（旧
きゅう
北
ほっ
海
かい
道
どう
農
のう
事
じ
試
し
験
けん
場
じょう
根
ね
室
むろ
支
し
場
じょう
）種

しゅ
苗
びょう
倉
そう
庫
こ
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登
とう
録
ろく
基
き
準
じゅん
	 １国

こく
土
ど
の歴
れき
史
し
的
てき
景
けい
観
かん
に寄

き
与
よ
しているもの

特
とく
徴
ちょう
・評

ひょう
価
か
	 	種

しゅ
苗
びょう
倉
そう
庫
こ
の東

とう
南
なん
側
がわ
に東

ひがし
面
めん
にして建

た
つ。南

なん
北
ぼく
26 ｍ、東

とう
西
ざい
9 ｍの鉄

てっ
筋
きん

コンクリート造
づくり
2 階
かい
建
だて
で、中

ちゅう
央
おう
に塔

とう
屋
や
を上げ玄

げん
関
かん
を張

は
り出し、左

さ
右
ゆう

対
たい
称
しょう
に縦

たて
長
なが
上
じょう
下
げ
窓
まど
を配

はい
する。北

ほっ
海
かい
道
どう
第
だい
二期

き
拓
たく
殖
しょく
計
けい
画
かく
の一

いっ
環
かん
として実

じっ

施
し
された根

こん
釧
せん
原
げん
野
や
の開
かい
拓
たく
事
じ
業
ぎょう
を象

しょう
徴
ちょう
する建

けん
造
ぞう
物
ぶつ
の一つ。

備
び
　　　考

こう
	 『北

ほっ
海
かい
道
どう
の近
きん
代
だい
化
か
遺
い
産
さん
』（北

ほっ
海
かい
道
どう
教
きょう
育
いく
委
い
員
いん
会
かい
1995（平

へい
成
せい
7）年）。

	 設
せっ
計
けい
は北
ほっ
海
かい
道
どう
庁
ちょう
土
ど
木
ぼく
部
ぶ
建
けん
築
ちく
課
か

※ 1927（昭
しょう
和
わ
2）年建

けん
築
ちく
部
ぶ
分
ぶん
のみが登

とう
録
ろく
されています。

※	この建
けん
造
ぞう
物
ぶつ
はＮＰＯ法

ほう
人
じん
伝
でん
成
せい
館
かん
まちづくり協

きょう
議
ぎ
会
かい
が管

かん
理
り
をしています。見

けん
学
がく
にあ

たっては相
そう
談
だん
の上ご訪

ほう
問
もん
ください。

登
とう
録
ろく
年
ねん
月
がっ
日
ぴ
	 2009（平

へい
成
せい
21）年８月７日

所
しょ
　在
ざい
　地

ち
	 北

ほっ
海
かい
道
どう
標
しべ
津
つ
郡
ぐん
中
なか
標
しべ
津
つ
町
ちょう
丸
まる
山
やま
４-３-１

年
ねん
　　　代

だい
	 1928（昭

しょう
和
わ
３）年　※ 1982（昭

しょう
和
わ
57）年移

い
築
ちく

登
とう
録
ろく
基
き
準
じゅん
	 ２造

ぞう
形
けい
の規

き
範
はん
となっているもの

特
とく
徴
ちょう
・評

ひょう
価
か
	 	市

し
街
がい
地
ち
の北
ほっ
方
ぽう
に位

い ち
置する公

こう
園
えん
内に西

にし
面
めん
にして建

た
つ。桁

けた
行
ゆき
15ｍ、梁

はり
間
ま

7.3ｍ、寄
よせ
棟
むね
造
づくり
平
ひら
入
いり
の木
もく
造
ぞう
平
ひら
屋
や
建
だて
。腰
こし
下
した
見
み
板
いた
張
ばり
とし、切

きり
妻
づま
を見せる玄

げん

関
かん
を中

ちゅう
心
しん
として左

さ
右
ゆう
対
たい
称
しょう
に縦
たて
長
なが
上
じょう
下
げ
窓
まど
を配
はい
する。玄

げん
関
かん
奥
おく
に風
ふう
除
じょ
室
しつ
を設
もう

け、内
ない
部
ぶ
は一室とする。丁

てい
寧
ねい
にデザインされた瀟

しょう
洒
しゃ
な建
けん
造
ぞう
物
ぶつ
。

備
び
　　　考

こう
	 『北

ほっ
海
かい
道
どう
の近
きん
代
だい
化
か
遺
い
産
さん
』（北

ほっ
海
かい
道
どう
教
きょう
育
いく
委
い
員
いん
会
かい
1995（平

へい
成
せい
7）年）。

	 当
とう
初
しょ
は北
ほっ
海
かい
道
どう
農
のう
事
じ
試
し
験
けん
場
じょう
根
ね
室
むろ
支
し
場
じょう
庁
ちょう
舎
しゃ
の東に建

た
てられた。

	 設
せっ
計
けい
は北
ほっ
海
かい
道
どう
庁
ちょう
土
ど
木
ぼく
部
ぶ
建
けん
築
ちく
課
か

※一
いっ
般
ぱん
公
こう
開
かい
しています。

（中
なか
標
しべ
津
つ
町
ちょう
郷
きょう
土
ど
館
かん
WEBSITE：http://www.nakashibetsu.jp/kyoudokan_web/l08.htm）

中
なか
標
しべ
津
つ
町
ちょう
郷
きょう
土
ど
館
かん
緑
みどり
ヶ
が
丘
おか
分
ぶん
館
かん
（旧

きゅう
北
ほっ
海
かい
道
どう
農
のう
事
じ
試
し
験
けん
場
じょう
陳
ちん
列
れつ
館
かん
）

https://www.nakashibetsu.jp/kyoudokan_web/l08.htm
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北
きた
村
むら
家
け
住
じゅう
宅
たく
主
しゅ
屋
おく
（旧

きゅう
土
つち
田
だ
旅
りょ
館
かん
）

登
とう
録
ろく
年
ねん
月
がっ
日
ぴ
	 2007（平

へい
成
せい
19）年 10月 22日

所
しょ
　在
ざい
　地

ち
	 標

しべ
津
つ
郡
ぐん
中
なか
標
しべ
津
つ
町
ちょう
字
あざ
武
む
佐
さ
957- ６

年
ねん
　　　代

だい
	 	1927（昭

しょう
和
わ
２）年　※ 1936（昭

しょう
和
わ
11）年移

い
築
ちく
、2001（平

へい
成
せい

13）年改
かい
修
しゅう

登
とう
録
ろく
基
き
準
じゅん
	 １国

こく
土
ど
の歴
れき
史
し
的
てき
景
けい
観
かん
に寄

き
与
よ
しているもの

特
とく
徴
ちょう
・評

ひょう
価
か
	 	旧

きゅう
国
こく
鉄
てつ
上
かみ
武
む
佐
さ
駅
えき
周
しゅう
辺
へん
の市

し
街
がい
地
ち
に建

た
つ。

	 	入
いり
母
も
屋
や
造
づくり
2 階
かい
建
だて
で、外

がい
壁
へき
を下

した
見
み
板
いた
張
ばり
。2階

かい
は正

しょう
面
めん
を半

はん
間
ま
張
は
り出し、

内
ない
部
ぶ
は 4部

へ
屋
や
と納

なん
戸
ど
、中
なか
廊
ろう
下
か
などからなり、良

りょう
質
しつ
の意

い
匠
しょう
による床

とこ
や

違
ちがい
棚
だな
、平
ひら
書
しょ
院
いん
なども残

のこ
している。北

ほっ
海
かい
道
どう
の駅
えき
逓
てい
制
せい
度
ど
の歴
れき
史
し
を伝
つた
える構

こう

造
ぞう
である。

備
び
　　　考

こう
	 武

む
佐
さ
駅
えき
逓
てい
所
しょ
の宿

しゅく
泊
はく
施
し
設
せつ
として増

ぞう
築
ちく
されたもの。

※この建
けん
造
ぞう
物
ぶつ
は個

こ
人
じん
の所
しょ
有
ゆう
ですので、一

いっ
般
ぱん
公
こう
開
かい
はおこなっていません。

　生
せい
活
かつ
に支

し
障
しょう
をきたす場

ば
合
あい
がありますので、相

そう
談
だん
無
な
しでの訪

ほう
問
もん
はご遠

えん
慮
りょ
ください。

↓ ↓ ↓
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中
なか
標
しべ
津
つ
町
ちょう
指
し
定
てい
文
ぶん
化
か
財
ざい

蛙
かえる
意
い
匠
しょう
の土

ど
器
き

指
し
定
てい
年
ねん
月
がっ
日
ぴ
	 1997（平

へい
成
せい
９）年 12月 22日

所
しょ
在
ざい
（所
しょ
有
ゆう
者
しゃ
）	 中

なか
標
しべ
津
つ
町
ちょう
郷
きょう
土
ど
館
かん

品
ひん
質
しつ
及
およ
び形
けい
状
じょう
	 土

ど
器
き
、深
ふか
鉢
ばち
（４か所

しょ
の頂

ちょう
点
てん
を持

も
つ波

は
状
じょう
口
こう
縁
えん
）

寸
すん
法
ぽう
又
また
は重

じゅう
量
りょう
	 高さ 49.5㎝、口

こう
径
けい
36.7㎝、底

てい
径
けい
12㎝

製
せい
作
さく
年
ねん
代
だい
	 続

ぞく
縄
じょう
文
もん
時
じ
代
だい
初
しょ
頭
とう
（弥

や
生
よい
時
じ
代
だい
初
しょ
頭
とう
、約
やく
	2,200 ～ 2,300 年前）

特
とく
徴
ちょう
・評

ひょう
価
か
	 	続

ぞく
縄
じょう
文
もん
時
じ
代
だい
初
しょ
頭
とう
の土

ど き
器で両

りょう
生
せいるい
類の意

い
匠
しょう
がある土

ど き
器は非

ひ
常
じょう
に少なく貴

き

重
ちょう
な資

し
料
りょう
である。

備
び
　　　　考

こう
	 ①発

はっ
見
けん
年
ねん
月
がっ
日
ぴ
		→　1963（昭

しょう
和
わ
38）年 10月	

	 ②発
はっ
見
けん
場
ば
所
しょ
		→　中

なか
標
しべ
津
つ
町
ちょう
西
にし
竹
たけ
遺
い
跡
せき

※郷
きょう
土
ど
館
かん
内
ない
に展
てん
示
じ
しています。
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埋
まい
蔵
ぞう
文
ぶん
化
か
財
ざい
包
ほう
蔵
ぞう
地
ち
（遺

い
跡
せき
）

　中
なか
標
しべ
津
つ
町
ちょう
には現

げん
在
ざい
72 か所

しょ
の遺

い
跡
せき
が発

はっ
見
けん
されており、そこからは土

ど
器
き
や石

せっ

器
き
、新しい時

じ
代
だい
のものでは刀や鉄

てつ
矛
ほこ
などが発

はっ
見
けん
されています。

　ほとんどの遺
い
跡
せき
は「風があたらない」、「川や沢

さわ
などが近くにある」という

立
りっ
地
ち
条
じょう
件
けん
で、標

しべ
津
つ
川
がわ
水
すい
系
けい
をはじめ、武

む
佐
さ
川
がわ
、当
とう
幌
ほろ
川
がわ
水
すい
系
けい
でも発

はっ
見
けん
されています。

　大
おお
昔
むかし
の人

ひとびと
々が住

す
んだ家は、地

じ
面
めん
を掘

ほ
り下げて作られたことから「竪

たて
穴
あな
式
しき
住
じゅう

居
きょ
」といいます。状

じょう
態
たい
のよい集

しゅう
落
らく
跡
あと
では住

じゅう
居
きょ
の跡

あと
がくぼんだまま残

のこ
っていま

す。

01	 集
しゅう
落
らく
跡
あと
	 中

なか
標
しべ
津
つ
遺
い
跡
せき

02	 集
しゅう
落
らく
跡
あと
	 当

とうほろがわ
幌川遺

い
跡
せき

03	 集
しゅう
落
らく
跡
あと
	 西

にしたけ
竹遺

い
跡
せき

04	 集
しゅう
落
らく
跡
あと
	 西

にしたけ
竹２遺

い
跡
せき

05	 集
しゅう
落
らく
跡
あと
	 標

しべ
津
つ
川
がわ
３遺

い
跡
せき

06	 集
しゅう
落
らく
跡
あと
	 ショカンナイ川

がわ
遺
い
跡
せき

07	 集
しゅう
落
らく
跡
あと
	 俣

またおちがわ
落川遺

い
跡
せき

08	 集
しゅう
落
らく
跡
あと
	 俣

またおちがわ
落川２遺

い
跡
せき

09	 集
しゅう
落
らく
跡
あと
	 俣

またおちがわ
落川３遺

い
跡
せき

10	 チャシ跡
あと
	 俣

またおち
落チャシ跡

あと

11	 集
しゅう
落
らく
跡
あと
	 ポン俣

またおちがわ
落川遺

い
跡
せき

12	 集
しゅう
落
らく
跡
あと
	 ポン俣

またおちがわ
落川２遺

い
跡
せき

13	 集
しゅう
落
らく
跡
あと
	 武

む さ
佐川
がわ
遺
い
跡
せき

14	 集
しゅう
落
らく
跡
あと
	 武

む さ
佐川
がわ
２遺

い
跡
せき

15	 集
しゅう
落
らく
跡
あと
	 武

む さ
佐川
がわ
３遺

い
跡
せき

16	 集
しゅう
落
らく
跡
あと
	 武

む さ
佐川
がわ
４遺

い
跡
せき

17	 集
しゅう
落
らく
跡
あと
	 武

む さ
佐川
がわ
５遺

い
跡
せき

18	 集
しゅう
落
らく
跡
あと
	 武

む さ
佐川
がわ
６遺

い
跡
せき

19	 集
しゅう
落
らく
跡
あと
	 種

たねがわ
川遺

い
跡
せき

20	 集
しゅう
落
らく
跡
あと
	 種

たねがわ
川２遺

い
跡
せき

21	 チャシ跡
あと
	 計

け ね
根別
べつ
チャシ跡

あと

22	 チャシ跡
あと
	 鱒

ます
川
がわ
チャシ跡

あと

23	 集
しゅう
落
らく
跡
あと
	 標

しべ
津
つ
川
がわ
４遺

い
跡
せき

24	 集
しゅう
落
らく
跡
あと
	 当

とうほろがわ
幌川２遺

い
跡
せき

25	 集
しゅう
落
らく
跡
あと
	 当

とうほろがわ
幌川３遺

い
跡
せき

26	 集
しゅう
落
らく
跡
あと
	 当

とうほろがわ
幌川４遺

い
跡
せき

27	 集
しゅう
落
らく
跡
あと
	 当

とうほろがわ
幌川５遺

い
跡
せき

28	 集
しゅう
落
らく
跡
あと
	 当

とうほろがわ
幌川６遺

い
跡
せき

29	 集
しゅう
落
らく
跡
あと
	 当

とうほろがわ
幌川７遺

い
跡
せき

30	 集
しゅう
落
らく
跡
あと
	 鱒

ます
川
がわ
２遺

い
跡
せき

31	 集
しゅう
落
らく
跡
あと
	 ショカンナイ川

がわ
２遺

い
跡
せき

32	 遺
い
物
ぶつ
包
ほうがん
含地

ち
	 北

きた
武
む さ
佐１遺

い
跡
せき

↑へこんで残
のこ
る竪
たて
穴
あな
式
しき
住
じゅう
居
きょ

↑発
はっくつ
掘調

ちょう
査
さ
のようす（昭

しょう
和
わ
39 年）

https://www.nakashibetsu.jp/file/contents/5466/43561/hozochi.pdf
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33	 遺
い
物
ぶつ
包
ほうがん
含地

ち
	 南

みなみ
武
む さ
佐２遺

い
跡
せき

34	 集
しゅう
落
らく
跡
あと
	 標

しべ
津
つ
川
がわ
５遺

い
跡
せき

35	 集
しゅう
落
らく
跡
あと
	 標

しべ
津
つ
川
がわ
６遺

い
跡
せき

36	 集
しゅう
落
らく
跡
あと
	 標

しべ
津
つ
川
がわ
７遺

い
跡
せき

37	 集
しゅう
落
らく
跡
あと
	 標

しべ
津
つ
川
がわ
８遺

い
跡
せき

38	 集
しゅう
落
らく
跡
あと
	 武

む さ
佐川
がわ
第
だい
７遺

い
跡
せき

39	 チャシ跡
あと
	 中

なか
標
しべ
津
つ
神
じん
社
じゃ
チャシ跡

あと

40	 集
しゅう
落
らく
跡
あと
	 キョウカイ川

がわ
第
だい
１遺

い
跡
せき

41	 集
しゅう
落
らく
跡
あと
	 キョウカイ川

がわ
第
だい
２遺

い
跡
せき

42	 遺
い
物
ぶつ
包
ほうがん
含地

ち
	 チライワタラ遺

い
跡
せき

43	 集
しゅう
落
らく
跡
あと
	 カンジウシ川

がわ
第
だい
１遺

い
跡
せき

44	 集
しゅう
落
らく
跡
あと
	 カンジウシ川

がわ
第
だい
２遺

い
跡
せき

45	 集
しゅう
落
らく
跡
あと
	 カンジウシ川

がわ
第
だい
３遺

い
跡
せき

46	 集
しゅう
落
らく
跡
あと
	 ポンモミジ川

がわ
第
だい
１遺

い
跡
せき

47	 集
しゅう
落
らく
跡
あと
	 ポンモミジ川

がわ
第
だい
２遺

い
跡
せき

48	 チャシ跡
あと
	 当

とうほろがわ
幌川チャシ跡

あと

49	 集
しゅう
落
らく
跡
あと
	 ポン俣

またおちがわ
落川第

だい
３遺

い
跡
せき

50	 集
しゅう
落
らく
跡
あと
	 ポン俣

またおちがわ
落川第

だい
４遺

い
跡
せき

51	 集
しゅう
落
らく
跡
あと
	 当

とうほろがわ
幌川 11遺

い
跡
せき

52	 集
しゅう
落
らく
跡
あと
	 ポン俣

またおちがわ
落川第

だい
５遺

い
跡
せき

53	 集
しゅう
落
らく
跡
あと
	 鱒

ます
川
がわ
第
だい
３遺

い
跡
せき

54	 集
しゅう
落
らく
跡
あと
	 当

とうほろがわ
幌川９遺

い
跡
せき

55	 集
しゅう
落
らく
跡
あと
	 当

とうほろがわ
幌川 10遺

い
跡
せき

56	 遺
い
物
ぶつ
包
ほうがん
含地

ち
	 標

しべ
津
つ
川
がわ
９遺

い
跡
せき

57	 集
しゅう
落
らく
跡
あと
	 当

とうほろがわ
幌川 12遺

い
跡
せき

58	 集
しゅう
落
らく
跡
あと
	 ショカンナイ川

がわ
３遺

い
跡
せき

59	 集
しゅう
落
らく
跡
あと
	 当

とうほろがわ
幌川 13遺

い
跡
せき

60	 集
しゅう
落
らく
跡
あと
	 当

とうほろがわ
幌川 14遺

い
跡
せき

61	 集
しゅう
落
らく
跡
あと
	 当

とうほろがわ
幌川 15遺

い
跡
せき

62	 集
しゅう
落
らく
跡
あと
	 中

なか
標
しべ
津
つ
２遺

い
跡
せき

63	 集
しゅう
落
らく
跡
あと
	 当

とうほろがわ
幌川 16遺

い
跡
せき

64	 集
しゅう
落
らく
跡
あと
	 当

とうほろがわ
幌川 17遺

い
跡
せき

65	 集
しゅう
落
らく
跡
あと
	 当

とうほろがわ
幌川 18遺

い
跡
せき

66	 集
しゅう
落
らく
跡
あと
	 当

とうほろがわ
幌川 19遺

い
跡
せき

67	 集
しゅう
落
らく
跡
あと
	 オンネリウル川

がわ
1 遺

い
跡
せき

68	 集
しゅう
落
らく
跡
あと
	 当

とうほろがわ
幌川 20遺

い
跡
せき

69	 集
しゅう
落
らく
跡
あと
	 当

とうほろがわ
幌川 21遺

い
跡
せき

70	 集
しゅう
落
らく
跡
あと
	 当

とうほろがわ
幌川 22遺

い
跡
せき

71	 集
しゅう
落
らく
跡
あと
	 当

とうほろがわ
幌川 23遺

い
跡
せき

72	 集
しゅう
落
らく
跡
あと
	 当

とうほろがわ
幌川 24遺

い
跡
せき

国：天
てん
然
ねん
記
き
念
ねん
物
ぶつ
（地

ち
域
いき
を定
さだ
めず）

　天
てん
然
ねん
記
き
念
ねん
物
ぶつ
とは、動

どう
物
ぶつ
、植

しょく
物
ぶつ
、地
ち
質
しつ
・鉱
こう
物
ぶつ
などの自

し
然
ぜん
物
ぶつ
に関

かん
する文

ぶん
化
か
財
ざい
です。

特
とく
別
べつ
天
てん
然
ねん
記
き
念
ねん
物
ぶつ
	 鳥

ちょう
類
るい
：タンチョウ

天
てん
然
ねん
記
き
念
ねん
物
ぶつ
	 鳥

ちょう
類
るい
：	オオワシ、オジロワシ、シマフクロウ、ヒシクイ、

クマゲラ

	 昆
こん
虫
ちゅう
：カラフトルリシジミ

↑タンチョウ ↑オオワシ ↑オジロワシ

https://www.nakashibetsu.jp/file/contents/5466/43561/hozochi.pdf
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　－地
ち

名
めい

のおこり－

　北
ほっ
海
かい
道
どう
の他

ほか
の地

ち
域
いき
と同じように、中

なか
標
しべ
津
つ
町
ちょう
もかつてはアイヌの人

ひと
々
びと
の活

かつ
動
どう

の場でしたので、生
せい
活
かつ
にちなんだものや、地

ち
形
けい
を表

あらわ
した特

とく
色
しょく
あるアイヌ語

ご
地
ち

名
めい
が川の流

なが
れにそってつけられていました。

　また、その他
ほか
にも移

い
住
じゅう
が始

はじ
まってからつけられた地

ち
名
めい
もあります。

　町
ちょう
内
ない
の字

あざ
名
めい
のうち、もともとアイヌ語

ご
地
ち
名
めい
だったものは「俣

また
落
おち
」、「武

む
佐
さ
」、

「当
とう
幌
ほろ
」、「計

け
根
ね
別
べつ
」、「養

よう
老
ろう
牛
うし
」で、移

い
住
じゅう
が始

はじ
まってからつけられた地

ち
名
めい
は

「俵
たわら
橋
ばし
」、「開

かい
陽
よう
」、「協

きょう
和
わ
」、「豊

とよ
岡
おか
」、「西

にし
竹
たけ
」、「中

なか
標
しべ
津
つ
」、「上

かみ
標
しべ
津
つ
」です。

　なお「上
かみ
標
しべ
津
つ
」と「中

なか
標
しべ
津
つ
」は日

に
本
ほん
語
ご
とアイヌ語

ご
の合

ごう
成
せい
語
ご
です。

3
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俣
また
　落
おち

　俣
また
落
おち
川
がわ
からつけられた地

ち
名
めい
で、もともとはアイヌ語

ご
です。

　『北
ほっ
海
かい
道
どう
蝦
え ぞ ご
夷語地

ち
名
めい
解
かい
』には「冬

ふゆ
居
いる
川
がわ
、此

この
川
かわ
「メム」三箇

か
所
しょ
アリテ鮭

さけ
多
おお
シ

冬
とう
日
じつ
モ亦

また
滞
たい
留
りゅう
（スルコトアリ）故

ゆえ
ニ名

な
（ヅ）ク或

ある
（イハ）アイヌハ「マタオ

チ」ト云
い
ウハ訛

なまり
ナリ」とあって、この解

かい
釈
しゃく
をとる人が多いようです。

　昔
むかし
は鮭

さけ
が多く上がったという話を聞きますが、メム（水の湧

わ
いている所

ところ
）

が３か所
しょ
あるということについてはよくわかっていません。

　「マタ」は冬のことであり「オチ」を「オツ」とすれば「オツ」は“群
ぐんざい
在する”

つまり“ごちゃごちゃ”いるという意
い
味
み
になります。「前の語が名

めい
詞
し
である

と「・・・群
ぐん
在
ざい
する」という意

い み
味で、動

どう
詞
し
に続

つづ
けば「いつもそこで・・・す

る」の意
い
になる。」（知

ち
里
り
真
ま
志
し ほ
保・『地

ち
名
めい
アイヌ語

ご
小
しょう
辞
じ
典
てん
』・1956（昭

しょう
和
わ
31）年）

とのこと。

　「マタ」は、冬という名
めい
詞
し
であるから、訳

やく
すと「冬が群

ぐん
在
ざい
する。冬がごちゃ

ごちゃいる」となります。「マタオチ」だけでは冬に何が群
ぐん
在
ざい
していたかわ

かりませんが、冬にたくさん鮭
さけ
がいたと解

かい
釈
しゃく
したものかもしれません。
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武
む
　佐

さ

　武
む さ
佐川

がわ
からつけられた地

ち
名
めい
。もともとはアイヌ語

ご
です。

　釧
くし
路
ろ
市
し
にも全

まった
く同じ地

ち
名
めい
の「武

む
佐
さ
」がありますが、現

げん
在
ざい
でも意

い
味
み
は分かっ

ていません。いろいろな説
せつ
があります。

　1.	松
まつ
浦
うら
武
たけ
四
し
郎
ろう
の『知

しれ
床
とこ
日
にっ
誌
し
』では「モサ」（イラクサの意

い
で、この植

しょく
物
ぶつ
か

ら織
おり
物
もの
や糸の繊

せん
維
い
を取

と
った）となっている。もともとはイラクサの生え

ていた沢
さわ
かもしれない。「モサ」→「ムサ」？

　2. 永
なが
田
た
方
ほう
正
せい
の『北

ほっ
海
かい
道
どう
蝦
え
夷
ぞ
語
ご
地
ち
名
めい
解
かい
』では「？」となっている。

　3.	大
たい
正
しょう
時
じ
代
だい
の初

しょ
期
き
にこの地で「幣

ぬさ
場
ば
」（ヌサとはアイヌの人

ひと
たちが木を

削
けず
ってつくるもので、神

かみ
に祈

いの
る時に捧

ささ
げる）を見た人がいる。「ヌサ」

→「ムサ」？

　4. 札
さっ
幌
ぽろ
鉄
てつ
道
どう
管
かん
理
り
局
きょく
の『北

ほっ
海
かい
道
どう
駅
えき
名
めい
の起

き
源
げん
』では「意

い
味
み
は明らかではない」。

　これら他
ほか
にも説

せつ
がありますが、いまだしっくりくるものはありません。今

のところはクエスチョンマークを付
つ
ける他

ほか
はないようです。

↑武
む さ
佐地

ち く
区のお祭

まつ
りのようす
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当
とう
　幌
ほろ

　当
とう
幌
ほろ
川
がわ
から字

あざ
名
めい
をとったもので、もともとアイヌ語

ご
地
ち
名
めい
のひとつです。こ

の地
ち
名
めい
の解

かい
釈
しゃく
については、

　1.『北
ほっ
海
かい
道
どう
蝦
え
夷
ぞ
語
ご
地
ち
名
めい
解
かい
』〔永

なが
田
た
方
ほう
正
せい
〕→「沼

ぬま
川
がわ
」（ホロは川の意

い
味
み
）

　2.『アイヌ語
ご
地
ち
名
めい
解
かい
』〔更

さら
科
しな
源
げん
蔵
ぞう
〕→「沼

ぬま
川
がわ
」（野

の
付
つけ
湾
わん
を沼

ぬま
と解

かい
釈
しゃく
）

　3.『萬
よろず
覚
おぼえ
帳
ちょう
』〔加

か
賀
が
伝
でん
蔵
ぞう
〕→「川

かわ
有
あり
、沼

ぬま
おふき也

なり
」

　4.	『東
ひがし
蝦
え
夷
ぞ
日
にっ
誌
し
　八

はち
編
へん
』〔松

まつ
浦
うら
武
たけ
四
し
郎
ろう
〕→「沼

ぬま
多き故

ゆえ
に沼

ぬま
川
がわ
という」と記

き

載
さい
されています。

　つまり「トウホロ」の「トウ」は「ト・トー＝沼
ぬま
」という解

かい
釈
しゃく
で共

きょう
通
つう
して

いるのですが、「ホロ」を「ポロ＝大きい」とするか、「オロ＝～の中、～の

所
ところ
」とするか、「ホロ＝川」の意

い
味
み
にするかで解

かい
釈
しゃく
も違

ちが
ってきます。

　当
とうほろ
幌川

がわ
は中

ちゅうりゅう
流から下

か
流
りゅう
にかけて湿

しっ
地
ち
は多いのですが、沼

ぬま
というほどのもの

は見あたりませんので、野
の
付
つけ
半
はんとう
島に囲

かこ
まれた湾

わん
を沼

ぬま
として「沼

ぬま
の・所

ところ
の・川」

と解
かい
釈
しゃく
したのではないかと考えられます。
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計
け
根
ね
別
べつ

　この地
ち
名
めい
も町

ちょう
内
ない
に多

た
数
すう
存
そん
在
ざい
するアイヌ語

ご
地
ち
名
めい
のひとつです。

　江
え
戸
ど
時
じ
代
だい
から明

めい
治
じ
時
じ
代
だい
の古

こ
文
もん
書
じょ
には「ケニタエ」、「ケネカ」、「ケネカフト」、

「ケネオイカペツ」など、計
け
根
ね
別
べつ
に関

かん
係
けい
すると思われる記

き
述
じゅつ
がいくつか出て

きます。その中でも「計
け
根
ね
別
べつ
」の語

ご
源
げん
になったと思われる「ケネオイカ」の

意
い
味
み
には「ケネウ・オ・イカ（蕗

ふき
鱒
ます
が・そこで・越

こ
える）」と「ケネ・オ・

イカ（はんの木
き
川
がわ
を・そこで・越

こ
える）」という説

せつ
がありますが、解

かい
釈
しゃく
の仕

し

方
かた
によって大きくその意

い
味
み
が変

か
わってしまいます。ただ、ケネカ川にはポン

ケネカ川という支
し
流
りゅう
がありますが、松

まつ
浦
うら
武
たけ
四
し
郎
ろう
の『志

し
辺
べ
津
つ
日
にっ
誌
し
』ではこの川

について「はんの木が多い」と説
せつ
明
めい
しています。

　「ホン」もしくは「ポン」は「小さい・子である」といった意
い
味
み
ですので、

「ケネカ」を親とすると「ケネ・オ・イカ（はんの木
き
川
がわ
を・そこで・越

こ
える）」

が真
しんじつ
実により近いと思われます。しかし、いつからこの地

ち
域
いき
が計

け
根
ね
別
べつ
と呼

よ
ば

れるようになったかは不
ふ
明
めい
です、1897（明

めい
治
じ
30）年測

そく
量
りょう
の地

ち
図
ず
には「計

け

根
ね
別
べつ
」という地

ち
名
めい
は記

き
載
さい
されていませんでしたが、25年後の 1922（大

たい
正
しょう

11）年測
そく
量
りょう
の地

ち ず
図には「計

け
根
ね
別
べつ
」と記されていました。

　今は役
やく
場
ば
の支

し
所
しょ
や農

のう
業
ぎょう
高
こうこう
校があります。

↑計
け
根
ね
別
べつ
支
し
所
しょ
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養
よう
老
ろう
牛
うし

　一
いっ
見
けん
すると和

わ
製
せい
地
ち
名
めい
のようですが、実はアイヌ語

ご
地
ち
名
めい
のひとつです。

　1916（大
たい
正
しょう
5）年、養

よう
老
ろう
牛
うし
温
おん
泉
せん
の開

かい
発
はつ
につくした西

にし
村
むら
武
たけ
重
しげ
は「ヨローウシ」

というカタカナ地
ち
名
めい
に、はじめ「養

よう
老
ろう
趾
し
」とあて字をしました。その後「養

よう

老
ろう
牛
うし
」とあらため、これが地

ち
図
ず
に採

さい
用
よう
となり、字

あざ
名
めい
になって現

げん
在
ざい
に至

いた
ってい

ます。

　1.	「エ・ウォル」→「頭を水に突
つ
っこんでいる意

い
」（『北

ほっ
海
かい
道
どう
地
ち
名
めい
史
し
』、更

さら

科
しな
源
げん
蔵
ぞう
）

　2.	「エルオシ」→「山が岩
がん
崖
がい
になって水

すい
中
ちゅう
に入り込

こ
んでいる所

ところ
」（『地

ち
名
めい
ア

イヌ語
ご
小
しょう
辞
じ
典
てん
』知

ち り
里真

ま
志
し ほ
保）

　3.	『久
く
摺
すり
日
にっ
誌
し
』（松

まつ
浦
うら
武
たけ
四
し
郎
ろう
）の摩

ま
周
しゅう
湖
こ
の図にヨロウシという地

ち
名
めい
があり、

「アイヌが木
もくへい
幣を作り立て拝

はい
す」と説

せつ
明
めい
をつけています。もしこのこと

が熊
くま
祭
まつ
りに関

かん
係
けい
があるとするならばヨローをイオ（ヨ）マンテの変

へん
化
か
し

たものとも考えられます。

　4.	「イ・オロ・ウシ」→「それを・水に漬
つ
ける・ところ」（山

やま
田
だ
秀
ひで
三
ぞう
）。本

ほん

田
だ
克
かつ
代
よ
の聞き取

と
り調

ちょう
査
さ
で「虹

にじ
別
べつ
のメノコがここへ来てイラクサを浸

ひた
して

いた（ふやかして繊
せん
維
い
をとるため）」との話もあります。

　また、西
にし
村
むら
武
たけ
重
しげ
も「老

ろう
女
じょ
たちは、イラクサやオヒョウの皮

かわ
などを出

いで
湯
ゆ
にさ

らして、その繊
せん
維
い
で糸を作って、アツシを織

お
る」、と『養

よう
老
ろう
牛
うし
の今

こん
昔
じゃく
』に書

いています。

↑モアン山
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俵
たわら
　橋
ばし

　1917（大
たい
正
しょう
6）年 10 月 13 日、第

だい
14 代

だい
北
ほっ
海
かい
道
どう
庁
ちょう
長
ちょう
官
かん
の俵

たわら
孫
まご
一
いち
ら一

いっ
行
こう

70 人が中
なか
標
しべ
津
つ
原
げん
野
や
を視

し
察
さつ
にきました。

　それは北
ほっ
海
かい
道
どう
第
だい
1 期

き
拓
たく
殖
しょく
計
けい
画
かく
というものの実

じっ
施
し
の状

じょう
況
きょう
と、入

にゅう
殖
しょく
後
ご
間もな

く冷
れい
災
さい
害
がい
にあい、苦

くる
しんでいる移

い
住
じゅう
者
しゃ
の実

じっ
態
たい
にふれるためのものでした。そ

の頃
ころ
の標

しべ
津
つ
川
がわ
14 線には橋

はし
がなく、川を渡

わた
るにはすべて船によるものであっ

たため、俵
たわら
孫
まご
一
いち
長
ちょう
官
かん
一
いっ
行
こう
の通

つう
行
こう
はまず無

む
理
り
なものでした。しかし地

ち
域
いき
の人た

ちは忙
いそが
しい時

じ
期
き
だったにもかかわらず、全

ぜん
員
いん
で橋

はし
を作りはじめ、4日間不

ふ
眠
みん

不
ふ
休
きゅう
のすえに橋

はし
を完

かん
成
せい
させました。

　こうして俵
たわら
長
ちょう
官
かん
一
いっ
行
こう
は無

ぶ じ
事に川を渡

わた
ることができたわけですが、これに感

かん

激
げき
した俵

たわら
長
ちょう
官
かん
はすぐに橋

はし
の新

しん
設
せつ
を命

めい
じて立

りっ
派
ぱ
な木

もっ
橋
きょう
を完

かん
成
せい
させました。この

時の小
しょう
学
がっ
校
こう
教
きょう
員
いん
の向

むか
井
い
義
よし
弘
ひろ
さんが、これを記

き
念
ねん
して俵

たわら
長
ちょう
官
かん
の姓

せい
を橋

はし
の名

な
前
まえ
と

して「俵
たわら
橋
ばし
」としました。そしてこれが地

ち
名
めい
となりました。

↑2代
だい
目俵

たわら
橋
ばし
の渡
わた
り初

はじ
めのようす
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↑ミルクロード

開
かい
　陽
よう

　北
ほっ
海
かい
道
どう
の地

ち
名
めい
の多くは、アイヌ語

ご
地
ち
名
めい
に漢

かん
字
じ
をあてたものですが、1915

（大
たい
正
しょう
4）年、移

い
民
みん
指
し
導
どう
者
しゃ
として井

い
沢
ざわ
好
よし
松
まつ
、河

かわ
野
の
竹
たけ
太
た
郎
ろう
、木

き
村
むら
忠
ちゅう
作
さく
らの 3戸

が入
にゅう
地
ち
したところは中

なか
標
しべ
津
つ
原
げん
野
や
22 線で、当

とう
時
じ
、ここを通

つう
称
しょう
「中

なか
標
しべ
津
つ
原
げん
野
や
開
かい

墾
こん
指
し
導
どう
所
じょ
」、または「新

しん
区
く
画
かく
」とよんでいました。

　1918（大
たい
正
しょう
7）年に学

がっ
校
こう
ができることとなったのですが、この地の名

な
前
まえ

がないので、地
ち
域
いき
で相

そうだん
談した結

けっ
果
か
「陽

ひ
に向け発

はっ
展
てん
する。太

たい
陽
よう
のごとく拓

ひら
け

隆
りゅう
々
りゅう
発
はっ
展
てん
する」ということを願

ねが
って「開

かい
陽
よう
」と名付

づ
けたといわれています。

　また、テレビ中
ちゅう
継
けい
所
じょ
や三

さんかくてん
角点のある台

だい
地
ち
は 1929（昭

しょう
和
わ
4）年から馬の放

ほう

牧
ぼく
地
ち
として開

かい
放
ほう
されていましたが、ここにスキー場ができたのは1960（昭

しょう

和
わ
35）年のこと。さらに、1961（昭

しょう
和
わ
36）年にはＮＨＫのテレビ中

ちゅう
継
けい
局
きょく

が置
お
かれました。

　当
とう
時
じ
地
ち
域
いき
の人たちは、通

つう
称
しょう
「武

む
佐
さ
台
だい
」と呼

よ
んでいましたが、開

かい
陽
よう
にあるの

に武
む
佐
さ
台
だい
ではおかしいので、正

せいしき
式な地

ち
名
めい
を調

しら
べてみたところ無

む
名
めい
であったた

め、1962（昭
しょう
和
わ
37）年 2月 11日に、ＮＨＫテレビ中

ちゅう
継
けい
局
きょく
の開

かい
局
きょく
を記

き
念
ねん

して行われた、第
だい
3 回町

ちょう
民
みん
スキー大

たいかい
会において当

とう
時
じ
の尾

お
崎
ざき
豊
ゆたか
町
ちょう
長
ちょう
が「開

かい
陽
よう

台
だい
」と命

めいめい
名しました。
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協
きょう
　和

わ

　1955（昭
しょう
和
わ
30）年 4月、豊

とよ
岡
おか
とともに別

べつ
海
かい
町
ちょう
（当

とう
時
じ
は村）から編

へん
入
にゅう
さ

れた地
ち く
区です。ここは1928（昭

しょう
和
わ
3）年に入

にゅう
殖
しょく
がはじまりました。当

とう
時
じ
は『し

ののめ』、『ねいらく』、『春
しゅん
別
べつ
』でひとつの地

ち
域
いき
を三

さんぶん
分していましたが、その

後それでは不
ふ
便
べん
だということで、地

ち
域
いき
の人たちが話し合いをし、「協

きょう
心
しん
同
どう
力
りょく

の精
せい
神
しん
によって地

ち
域
いき
の振

しん
興
こう
を図ろう」ということで、また、一

いっ
説
せつ
には「中

なか
春
しゅん

別
べつ
移
い
住
じゅう
者
しゃ
世
せ
話
わ
所
じょ
が名付

づ
けた」というのもあります。

　ちなみに『しののめ』は「東
しののめ
雲」と書き、「明け方、あけぼの」の意

い
味
み
で、

『ねいらく』は「寧
ねい
楽
らく
」と書き、「安

あん
じて楽しむ、安

あん
楽
らく
」という意

い み
味を持

も
って

います。

↑協
きょう
和
わ
地
ち く
区から眺

なが
める山

やまやま
々
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豊
とよ
　岡
おか

　この豊
とよ
岡
おか
も、「協

きょう
和
わ
」と共

とも
に別

べつ
海
かい
町
ちょう
（当

とう
時
じ
は村）から 1955（昭

しょう
和
わ
30）年

4月に中
なか
標
しべ
津
つ
町
ちょう
へ編

へん
入
にゅう
された地

ち
区
く
です。開

かい
拓
たく
は 1928（昭

しょう
和
わ
3）年の入

にゅう
殖
しょく
か

ら始
はじ
まりましたが、その地

ち
名
めい
については色

いろいろ
々な説

せつ
があるようです。

　１．	「1930（昭
しょう
和
わ
５）年頃

ころ
、小
お
原
ばら
好
よし
次
つぐ
の発

はつ
案
あん
で富

とみ
岡
おか
という地

ち
名
めい
ができたが、

村
むら
役
やく
場
ば
の手

て
違
ちが
いで豊

とよ
岡
おか
となった」

　２	．	「九
きゅう
州
しゅう
の福

ふく
岡
おか
から多くの入

にゅう
殖
しょく
者
しゃ
を迎

むか
えて福

ふく
岡
おか
の岡

おか
をとり豊

ゆた
かなる将

しょう
来
らい

を願
ねが
い豊

とよ
岡
おか
とつけた」

　３．	「豊
ゆた
かな野であったので、豊

とよ
野
の
と名付

づ
けるつもりで役

やく
場
ば
へ届

とど
けに行っ

たところ、当
とう
時
じ
別
べつ
海
かい
に富

とみ
岡
おか
と名付

づ
けた所

ところ
があり、係

かかり
の者

もの
が誤

あやま
って豊

とよ
野
の

の豊
とよ
と富

とみ
岡
おか
の岡

おか
をとり豊

とよ
岡
おか
とつけてしまった」（『豊

とよ
岡
おか
の歩み』より）。

　また、「入
にゅう
殖
しょく
当
とう
時
じ
は豊

とよ
野
の
といわれていた。それが、別

べつ
海
かい
村
むら
役
やく
場
ば
から来る公

こう

文
ぶん
書
しょ
はすべて豊

とよ
岡
おか
となっている。村

むら
役
やく
場
ば
で間

ま
違
ちが
ったことから豊

とよ
野
の
が豊

とよ
岡
おか
に変

か

わり、現
げん
在
ざい
におよんでいる。」（『中

なか
標
しべ
津
つ
町
ちょう
小
しょう
史
し
』より）とあります。
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↑西
にし
竹
たけ
簡
かん
易
い
郵
ゆうびん
便局

きょく

西
にし
　竹
たけ

　1916（大
たい
正
しょう
5）年、養

よう
老
ろう
牛
うし
温
おん
泉
せん
の開

かい
発
はつ
に手を染

そ
めた西

にし
村
むら
武
たけ
重
しげ
は同 7年に、

俣
また
落
おち
川
がわ
から養

よう
老
ろう
牛
うし
温
おん
泉
せん
までの国

こく
有
ゆう
林
りん
を約

やく
16 平

へいほう
方キロメートルにわたり有

ゆう
料
りょう

貸
かし
付
つけ
を受

う
け、馬

ば
車
しゃ
道
みち
を私

し
費
ひ
で開

かい
通
つう
しました。そのとき無

む
名
めい
の川に自

じ
分
ぶん
の名

な

前
まえ
から 1字ずつとって「ニシシゲ（西・重）川」、「ニシタケ（西・武 )	川」

等
など
の川

かわ
名
めい
をつけました。それがいつしか地

ち
名
めい
となり、1929（昭

しょう
和
わ
4）年の

字
あざ
名
めい
改
かい
正
せい
から正

せい
式
しき
に「西

にし
竹
たけ
」と決まりました。
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資
し

料
りょう

編
へん

10

中
なか
標
しべ
津
つ
・上
かみ
標
しべ
津
つ

　町の名
な
前
まえ
である中

なか
標
しべ
津
つ
や上

かみ
標
しべ
津
つ
は、日

に
本
ほん
語
ご
とアイヌ語

ご
の「シ

Shi
・
-
ペ
p e t
ッ」との

合
ごう
成
せい
語
ご
です。

　「シ・ペッ」の「シ」とは、『真
しん
の、本

ほん
当
とう
の、大きな』の意

い
味
み
を持

も
ち、「ペッ」

とは『川』のことです。つまり『大きな川』＝『本
ほん
流
りゅう
』という意

い み
味になります。

中
なか
標
しべ
津
つ
は「“中

ちゅう
”流

りゅう
域
いき
にあるシ・ペッ」、上

かみ
標
しべ
津
つ
は「“上

じょう
”流

りゅう
域
いき
にあるシ・ペッ」

※「シペ・オッ（Shipe-ot）」＝『鮭
さけ
の・群

ぐん
在
ざい
している』という解

かい
釈
しゃく
もあります。
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年　表11
年代 中標津町の主な事柄 道内の主な事柄

明治 25年 ・�サケの人工ふ化場（標津鮭人工ふ化場）ができ
る

33年 ・根室町制

40年 ・芦沢勇吉が100万坪の牧場を営む

44年 ・�中標津原野（俵橋・中標津原野）に入殖はじま
る

・�根室市街に電気がとおり灯りが点く

45年 ・�元号が７月30日から「大正」になる

大正元年

２年 ・中標津神社創設 ・北海道の人口が180万人にのぼる

・武佐地区入殖はじまる

・俵橋地区に乾定太郎らが学校をつくる

３年 ・中標津駅逓所ができる

４年 ・開陽地区入殖はじまる

５年 ・西村武重養老牛温泉の開発に着手 ・北海道鉄道1,000マイルに達する

６年 ・俣落地区に入殖はじまる

７年 ・上武佐に医師（拓殖医）が置かれる ・開道50年を迎える

・米騒動がおきる

８年 ・標津と中標津を結ぶ道路が完成する

・中標津市街に巡査駐在所が置かれる

・�上武佐ハリストス正教会（標津原野武佐教会）
ができる

９年 ・中標津小学校が開校 ・本道人口236万人

10年 ・厚床と中標津を結ぶ道路が完成する ・根室本線全通

12年 ・中標津移住者世話所が置かれる ・戸長役場制度が廃止される

・武佐中央市街に消防組織ができる ・関東大震災後、本道に移住者増加

・武佐・開陽地区で乳牛が飼われるようになる

13年 ・当幌地区に入殖はじまる

14年 ・根室の厚床と中標津間に殖民軌道が走り始める

・武佐地区に集乳工場ができる

15年 ・開陽郵便局開局 ・十勝岳大爆発
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年　表11

年代 中標津町の主な事柄 道内の主な事柄

昭和元年 ・計根別地区に入殖はじまる ・�雪印乳業㈱の前身にあたる北海道製
酪販売組合連合会創立

・�元号が12月25日から「昭和」にな
る

２年 ・北海道農事試験場根室支場設置 ・�釧路と標茶の間に鉄道が走る（釧網
本線）

・北海道第２期拓殖計画スタート

３年 ・計根別市街に上水道施設が完成

・上標津地区、豊岡地区、協和地区入殖はじまる

・�標津から中標津、計根別、標茶までバスが走り
始める

４年 ・養老牛地区に入殖はじまる

・殖民軌道にガソリンカーが走り始める

５年 ・中標津市街に電気がとおり灯りが点く

・武佐郵便局にて電信電話事務がはじまる

６年 ・夏の気温が低く農作物が実らなかった ・�リンドバーグ夫妻が太平洋飛行中に
根室に降りる

７年 ・�遅い時期に霜が降ったため、農作物に大きな被
害があった

８年 ・�畑作から酪農へ切り替える計画（根釧原野農業
開発五ヵ年計画）ができる

・札幌飛行場ができる

・猛吹雪のため各地で死亡者が出る

９年 ・根室の厚床と中標津を結ぶ鉄道が走り始める ・�大雪山と阿寒が国立公園に指定され
る

12年 ・�標津線（根室厚床ー中標津ー標津、計根別ー標
茶）の全てが開通する

13年 ・�計根別と養老牛を結ぶ殖民軌道が走り始める
（養老牛線）

15年 ・西竹地区入殖はじまる

16年 ・�日本陸軍の計根別飛行場の建設がはじまる（位
置は別海町）

18年 ・日本海軍の中標津飛行場の建設がはじまる

・上武佐ハリストス正教会が託児所を開設

19年 ・中標津畜牛人工授精所開所 ・�昭和新山が噴火活動により隆起をは
じめる
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年代 中標津町の主な事柄 道内の主な事柄

昭和 20年 ・�日本陸軍によって武佐岳のふもとに砲台のある
陣地がつくられる

・中標津、計根別に艦載機による空襲があった

・北海道新聞社中標津支局の開設

21年 ・中標津村誕生�9,644人

22年 ・中標津営林署ができる

・中標津中学校が開校

23年 ・中標津農協、計根別農協、根室生産連ができる ・北海道の人口が400万人にのぼる

・村立中標津高等学校開校

24年 ・村立中標津高等学校が道立に移管される ・支笏洞爺国立公園指定

・有線放送のNRKが設置される

25年 ・中標津町誕生�11,569人 ・北海道開発庁が置かれる

・�第二俣落地区に戦後の緊急開拓団による入殖が
はじまる

・第1回さっぽろ雪まつり開催

・中標津高等学校計根別分校開校 ・雪印乳業㈱設立

26年 ・中標津市街の上水道が完成する

27年 ・�中標津高等学校計根別分校が町立中標津計根別
高等学校として独立

・十勝沖地震の発生（最大震度５）

・武佐中学校偏向教育事件 ・GHQ廃止

・中標津農協水力発電所（俣落）が送電開始

28年 ・中標津ー俣落ー開陽ー武佐ー上武佐間バス運行 ・�国鉄バス（釧根線）が、標茶ー西春
別ー西別を走る

30年 ・豊岡・協和両地区が中標津町に加わる ・�道産の牛乳生産量が百万石をこえる

31年 ・�中標津ー上武佐間で列車が横転する事故がおき
る

・�根釧パイロットファーム開拓事業開
始

・財政再建団体の指定を受ける（解除は37年） ・NHK札幌テレビ開局

32年 ・海軍飛行場跡で北日本航空が遊覧飛行を行う ・根室市制

・町公民館開設される

33年 ・標津町制

34年 ・�北日本航空が中標津ー札幌間の定期飛行をはじ
める

・釧路根室間準急ノサップ運行開始

・中標津駅前広場からほそう化がはじまる
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年　表11

年代 中標津町の主な事柄 道内の主な事柄

昭和 35年 ・融雪災害のため３名死亡 ・北海道の人口が500万人にのぼる

・中標津町商工会ができる ・�道東方面、チリ地震（観測史上世界
最大）による津波の被害を受ける

36年 ・開陽台にテレビ中継局が完成 ・羅臼町制

・中標津警察署開設 ・北海道が米作生産量日本一

37年 ・開陽台展望館完成 ・野付風連道立自然公園が指定

39年 ・知床国立公園

40年 ・開町20年及び空港開港記念式典 ・別海村乳牛２万頭にのぼる

・町民憲章が決められる

41年 ・国営開拓パイロット春別（俵橋）地区入殖開始

・全国町村会から優良町村として表彰される

42年 ・中標津高等学校ラクビー部が国体に出場

・�町立中標津計根別高等学校を中標津農業高等学
校へ校名変更

43年 ・北海道百年記念中標津体育館ができる ・�北海道百年記念を祝してイベントが
開催された

44年 ・中標津東小学校が開校

45年 ・映画「戦争と人間｣、｢家族｣撮影

46年 ・現在の郷土館が完成 ・別海町制

・国道272号線の全ての路線が完成

47年 ・町有バス（開陽・武佐線）運行開始 ・冬季オリンピック札幌大会開催

52年 ・町の人口が２万人を越える ・有珠山爆発（52～53年）

53年 ・広陵中学校開校

54年 ・映画「遥かなる山の呼び声」撮影

55年 ・YS11型機就航（中標津～千歳間） ・標津町史跡自然公園開園

・現中標津町役場庁舎完成により東7条から移転 ・知床横断道路開通

56年 ・�日本通運株式会社が運んでいた、現金8,000万
円が盗まれる事件がおこる

・北方領土の日が決められる

57年 ・丸山小学校開校

58年 ・YS11型機着陸に失敗する事故がおきる ・札幌市�5大都市入り

59年 ・学校給食センター完成

60年 ・下水道供用開始、終末処理場完成
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年代 中標津町の主な事柄 道内の主な事柄

昭和 62年 ・｢星空の街」として環境庁から表彰される

・映画「男はつらいよ　知床慕情」撮影

63年 ・青函トンネルが開通

64年 ・JR標津線が廃止され、町から鉄道が消える ・�元号が１月８日から「平成」になる

平成元年

２年 ・�中標津と東京を結ぶジェット機の運行がはじま
る

・中標津高等学校野球部甲子園初出場

４年 ・川崎市と友好都市締結 ・�初めてYOSAKOIソーラン祭りが開
催される・ロシアとの初のビザなし交流はじまる

・現在の温水プールがオープン

５年 ・釧路沖地震の発生（震度５、最大震度６） ・南西沖地震の発生（最大震度５）

・国道272号線（バイパス）が開通

・武道館がオープン

６年 ・�東方沖地震の発生（震度５強、最大震度６）に
より大きな被害を受ける

・�アイヌ民族の国会議員が初めて当選
する（萱野茂）

７年 ・総合文化会館（しるべっと）開館 ・本道人口570万人

８年 ・中標津高等養護学校（現支援学校）開校 ・コンサドーレ札幌誕生

９年 ・�拓殖銀行中標津支店裏で現金を運ぶ車からお金
が盗まれる事件が発生

・�｢蛙意匠の土器」中標津町指定文化財第１号に指
定

11年 ・現在の町立中標津病院ができる

12年 ・有珠山が噴火

13年 ・�｢根釧台地の格子状防風林」が北海道遺産に選ば
れる

・札幌ドームがオープン

・道立ゆめの森公園が全面オープン

14年 ・ごみ最終処分場（当幌地区）が完成する

15年 ・NPO法人伝成館まちづくり協議会ができる ・�十勝沖地震の発生（最大震度６弱）

・運動公園スケートリンクオープン ・JR札幌駅南口にJRタワーができる

・中標津中学校新校舎ができる

16年 ・羅臼町との合併を断念 ・北海道日本ハムファイターズ誕生

・人口が24,000人にのぼる ・�甲子園で駒大苫小牧高校が初優勝す
る・｢フレスポ中標津」オープン
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年　表11

年代 中標津町の主な事柄 道内の主な事柄

平成 17年 ・�市外局番が「01537」から「0153」に変更さ
れる

・知床が世界遺産に登録される

18年 ・光回線が開通、ブロードバンド化が加速する ・�佐呂間町瞬間風速80m前後の竜巻が
発生・中標津地区で字名地番改正が実地される

19年 ・�旧土田旅館が町ではじめての国の登録有形文化
財（建造物）に登録される

・�函館市の遺跡から出土した土偶が国
宝に指定される

20年 ・FMなかしべつ放送開局 ・�北海道洞爺湖サミットが開催される

・エスポラーダ北海道誕生

21年 ・�旧北海道農事試験場根室支場ほか3棟が、国の
登録有形文化財に登録される

・�｢洞爺湖有珠山」が世界ジオパーク
に認定

・映画「釣りバカ日誌20ファイナル」撮影

22年 ・�中標津空港と札幌（丘珠空港）を結ぶ便が新千
歳空港に変わる

・�北海道大学の鈴木章名誉教授ノーベ
ル化学賞受賞

・タワラマップ川親水広場が完成

・中標津東小学校新校舎ができる

23年 ・｢中標津町自治基本条例」が定められる ・レバンガ北海道誕生

25年 ・春の猛吹雪で５名死亡 ・�元横綱大鵬（弟子屈町出身）が国民
栄誉賞受賞

27年 ・�計根別学園が開校（計根別小学校と計根別中学
校が名称変更）

・児童センター「みらいる」オープン

・�中標津空港にFDA（フジドリームエアライン）
のチャーター機が発着するようになる

28年 ・中標津町総合体育館（330°アリーナ）開館 ・北海道新幹線が開業

29年 ・�中標津空港発着の飛行機を利用した初の北方領
土特別墓参がおこなわれる

30年 ・�平昌冬季オリンピックの男子スピードスケート
に長谷川翼選手が出場

・�胆振東部地震（最大震度７）により
道内全域でブラックアウトが発生す
る

・�平昌冬季パラリンピックのパラアイスホッケー
に須藤悟選手が出場

・北海道命名150年

・�男子スピードスケート長谷川翼選手、パラアイ
スホッケー須藤悟選手に町栄誉賞授与

・ドラマ「遙かなる山の呼び声」撮影

31年 ・現在の町営テニスコートがオープン ・元号が5月1日から「令和」になる

令和元年
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年代 中標津町の主な事柄 道内の主な事柄

令和２年 ・�新型コロナウイルス感染症が広がり
始める

・�ウポポイ（国立アイヌ民族博物館）
がオープン

３年 ・第７期中標津町総合計画スタート

・岩谷学園ひがし北海道日本語学校開校

・�｢北海道・東東北の縄文遺跡群」が
世界遺産に登録

４年 ・ドラマ｢続�遙かなる山の呼び声」撮影 ・知床観光船沈没事故発生

５年 ・中標津町ゼロカーボンシティ宣言 ・�北海道ボールパークＦビレッジが
オープン・�中標津空港と札幌（丘珠空港）を結ぶ便が12年

ぶりに就航

・広陵中学校新校舎ができる



協力者 住　所 項　目

1 雪印メグミルク（株）
なかしべつ工場 中標津町丸山２丁目９番地 ゴーダチーズを作る仕事

2 (株）万両屋 中標津町西13条北12丁目
１番地 パンを作る仕事

3 中標津町農業協同組合 中標津町東７条南２丁目１番地 じゃがいもを作る仕事

4 門馬拓弥さん
(（株）M's Farm） 中標津町字武佐21線117番地 牛乳を作る仕事

5 計根別農業協同組合 中標津町計根別本通３丁目
17番地１ 牛乳を作る仕事

6 釧路方面中標津警察署 中標津町西５条南１丁目
２番地４

事件・事故のない
まちをめざして

7 根室北部消防事務組合
中標津消防署 中標津町丸山２丁目22番地 火事をふせぐ

8 根室海上保安部 根室市琴平町１丁目38番地 海の安全を守る

9 標津町 標津郡標津町北２条西１丁目
１番３号 海の安全を守る

10 根室北部廃棄物処理広域連合
ごみ処理施設 野付郡別海町別海13番地の５ ごみはどこへ

11 根室北部廃棄物処理広域連合
｢リサイクルセンターくるっと」 中標津町東当幌６番地11 ごみはどこへ

12 中標津町一般廃棄物最終処分場 中標津町東当幌６番地11 ごみはどこへ

13 置戸町オケクラフトセンター
森林工芸館

常呂郡置戸町字置戸
439番地の４

北海道の特色を生かした
まちづくり

14 北海道立北方四島交流センター
(ニ･ホ･ロ） 根室市穂香110番地９ 北方領土・千島の島

ご協力いただいた人・機関



著　書 編　集 発　行

1 中標津町史 中標津町 中標津町

2 中標津町五十年史 中標津町 中標津町

3 根室・千島歴史人名事典 根室・千島歴史人名事典
編集委員会 根室・千島歴史人名事典刊行会

4 小学校の読み物
｢ほっぽうりょうど」 北方領土啓発資料編集委員会 公益社団法人北方領土復帰期成同盟

5 北方領土学習教材集 独立行政法人
北方領土問題対策協会 Webサイト

参考図書



中標津町社会科副読本編さん委員会
委 員 長 佐藤　玲子（俵橋小学校）
副委員長 佐々木克博（中標津小学校）
副委員長 根本　　渉（中標津東小学校）
委　　員 平川　慎吾（中標津小学校）
 近藤　啓之（中標津東小学校）
 山内　　斉（中標津東小学校）
 奥村　雅美（俵橋小学校）
 稲田恵栄造（開陽小学校）
 園田　純一（計根別小学校）
 太田　悠佑（西竹小学校）
 千葉　佑規（丸山小学校）
 金子　竜也（武佐小学校）
 山宮　克彦（中標津町郷土館）
 村田　一貴（中標津町郷土館）
監　　修 西館　　純（中標津町教育委員会）

中標津町立小学校社会科副読本編さん委員会
【委嘱期間　平成29年7月12日から平成30年3月31日】
委 員 長 横澤　英三（中標津東小学校）
副委員長 丹野　　聡（中標津小学校）
委　　員 上月　貴人（中標津小学校）
 瀬川　航平（中標津東小学校）
 奥村　雅美（俵橋小学校）
 有我　佑介（丸山小学校）
 森　　光司（中標津中学校）
 米谷　貴志（計根別学園）
 山宮　克彦（中標津町郷土館）
 村田　一貴（中標津町郷土館）

中標津町立小学校社会科副読本編さん委員会
【委嘱期間　令和4年7月1日から令和6年3月31日】
　　　　　　　＜令和4年度＞　　　　　　　　　　＜令和5年度＞
委 員 長 滝　　泰英（計根別学園） 　同　左
副委員長 佐藤　博康（中標津東小学校） 北川　雄一（広陵中学校）
委　　員 堀　　裕一（中標津小学校） 　同　左
 山本　康弘（中標津東小学校） 　同　左
 水口　拓真（丸山小学校） 　同　左
 米谷　貴志（計根別学園） 齊藤　和奏（計根別学園）
 千野　泰聖（計根別学園） 　同　左
 高橋　和輝（中標津中学校） 岩口　直美（中標津中学校）
 角谷　隼秀（広陵中学校） 前田　　亮（広陵中学校）
 和田　康弘（中標津町郷土館） 　同　左
 村田　一貴（中標津町郷土館） 　同　左
 藤岡　美紀（中標津町郷土館） 　同　左

編集委員
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平成26年３月31日 発行
平成30年３月31日 第1次改訂
令和６年３月31日 第2次改訂
編　集　中標津町立小学校社会科副読本編さん委員会
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制　作　株式会社

私たちの町中標津



私たちの町

中標津

中標津町教育委員会
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